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プロローグ




　ライドウこと深み澄すみ真まことが魔族の国で魔王と面会していた頃、クズノハ商会ロッツガルド支店は大忙いそがしだった。

　理由は単純、人手不足だ。

　真の従者の一人にして実質的にこの店の責任者と言える──識しきが、主あるじの供で留る守すだった事に加えて、御用聞きや配達、売り場の店員までこなすライム＝ラテが密命により店を空あけていたのが影響していた。彼は現在真の従者、巴ともえの密みっ偵ていとしての任務に就ついている。

　クズノハの店てん舗ぽは広くなり、店の評判は上がる一方。増える客の数に、対応する店員が追いついていない。

　もちろん、大きな商談や寄り合いへの出席による一時的な人数不足に対しては事前に手を打ってあったが、それでも日常業務が回るか回らないか、ギリギリのラインといったところである。

「も、もうすぐ閉店にできる。しかしもう堪たえられない、私は早退す……」

「寝言か、エリス。むしろもっと分身を増やせ。ラストスパートとばかりにお客様が来ている」

　日暮れ前の一ひと時とき。

　今日も多すぎる客足に恵まれたクズノハ商会で、浅黒い肌の森もり鬼おにの娘が二人、まるで同時に複数人存在しているかのような足あし捌さばきで接客に励はげんでいた。

　なんとか乗り切ろうと踏ふん張ばる長身のアクアと、残り時間に絶望する小柄なエリス。

　どちらもフラフラである。

「ははは、アクア。私はもう、カラッカラのボロ雑ぞう巾きんだよ。搾しぼっても何も出ない。この上接客奥おう義ぎを連発すれば、コスモが枯こ渇かつする」

「ほら、お前の常連が来たぞ？　笑顔笑顔」

「ん、いらっしゃいませー!!　……はっ、つい染しみ付いた業ごうがっ！」

　彼女達にとって唯一の救いは、店主ライドウが定めた一日の販売量だった。

　それがあるからこそ、ゴールが見える。

　もし無制限に商品を売って、毎日閉店時刻まで店を開けていたなら、既すでに二人は過労で寝込んでいたかもしれない。

　商人としての嗅きゅう覚かくが未だ鈍にぶいライドウだったが、今回の魔王謁えっ見けんに際して彼が決めた販売量については、偶然にも素す晴ばらしい一点を突いていた。従業員の一日の体力をギリギリまで削るという意味において。

「あと一時間もすれば在庫が切れる。気合だ、エリス。カラカラだろうと引き千ち切ぎるくらいに搾れ。で、飲もう。皆と飲もう」

「せめてライム、あいつさえいればぁっ」

「巴様の命めいで今頃はローレル連れん邦ぽうだ。無茶を言うな」

「……決めた。今日はバナナブリス・ライムを飲む」

「ライムが考案したカクテルか。あれで意外となんでもやるな、あの男は。あの酒については、若様が名前をつけたから、原型があるかもしれんが」

「……ジョッキで」

「介かい抱ほうはしないからな。でも一杯目は付き合おう。……今日は亜あ空くうで飲むことになるか。うん、頑がん張ばろう」

「ろ、六番目じゃあ駄だ目めなんだ。もう目覚めるしかない、究きゅう極きょくのコス……」

「だから寝言はやめろと。あ、いらっしゃいませー！　今日は……はい、そうですね、いつものはまだ時期が早いので、こちらの品などいかがですか？」

「ライムめぇ！　お土産みやげは高いやつだぞ！」

　ぶつくさ文もん句くを口にしながらも、二人は接客をこなす。

　まだ日が落ちたばかりだというのに、在庫切れでの閉店が見込めるほど、クズノハ商会は繁はん盛じょうしていた。




◇◆◇◆◇




「っくし！」

「あら、ライム。風邪かぜ？」

「いや、誰かが噂うわさでもしてんだろ」

「噂くらいだったらいいけど。……夜はお盛さかんみたいだもの、そのうちどこかの女に刺さされたりしないでしょうね？」

「遊ぶときゃ勇者殿のパーティとは別行動の体ていだ。迷惑はかけねえよ」

　瓦かわら屋根の日本風家か屋おくや土ど蔵ぞうの建ち並ぶ──しかし伝統的な日本のそれとはどこかセンスが違う──街を、男女が並んで歩いていた。

　男はライム＝ラテ。

　クズノハ商会の一員であり、今はリミア王国の勇者と行動を共にしている。

　女は音おと無なし響ひびき。

　彼女こそリミア王国が有する勇者その人であり、魔族との戦争においてヒューマン側の希望となっている存在だ。

　日本においては、クズノハ商会の店主ライドウこと深澄真と先輩後輩の関係だった女性でもある。

「別に、女遊びをするなって言ってるわけじゃないわ。スマートに遊ぶなら別に構わないって思ってるし」

「へえ、若い女にしちゃ寛かん容ようなことで。その割に、パーティの兄さん方は羽は目めを外してるようには見えないが？」

「ウーディは妻さい子し持ちで奥さんにベタ惚ぼれ。ベルダはそもそも遊ぶ気がないみたい。あの分だと女性経験もまだないんじゃないかな。まあ、私からそういうのを勧すすめるつもりはないけどね」

「……ベルダの兄さんについちゃ、それだけじゃないだろ？」

「やっぱり……分かる？　どうも私の事が好きみたいね。好かれるのは嬉うれしいけど……彼の想いに応こたえる気はないわ」

「きっぱりとまあ……。だったら、さっさと言ってやるのも優しさだと思うぜ？」

「彼が告白してきたら、きちんと断るわ。想いを察してこちらから振るなんて、後味悪いでしょ？　彼にしても、ちゃんと覚かく悟ごして、自分で口に出して、それで終わりにした方が引きずらないと思うんだけど。男性ってそういうものじゃないの？」

「……優しいんだか、きっついんだか。ま、俺には関係ねえや。話を振っといてなんだが、好きにしてくれ」

　ライムは両手で天を仰あおぎ、肩を竦すくめた。

「そうするわ。今日は悪いわね、付き合ってもらっちゃって」

「別に。兄さん方二人が風土病でダウンとくりゃ、仕し方かたねえさ」

「ウーディもベルダも運が悪いわ。それとも、ライムが幸運なのかな」

「俺が幸運なのは間違いねえな。だから今も生きてるし、クズノハ商会に勤つとめてる」

「その辺りは……聞いても？」

「構わねえよ。答えられる事は多くないけどな」

「……何よ、それ。大体、ロッツガルドとツィーゲで商売をしている貴方あなた達が、どうしてここにいるのよ？」

　響とライムが歩く先には中央に手すりの設もうけられた長い石階段が続き、その先に一ひと際きわ大きな青色の神しん殿でんがそびえていた。

　二人の足取りから、そこが目的地であると分かる。

「うちの旦だん那ながローレルのお偉えらいさんに誘さそわれてるんだよ、こっちにも店出しませんかってな。随ずい分ぶん熱心なもんだから無む下げにもできず、俺はその下見ってわけだ。あんたらと一緒になったのは偶然だぜ？」

　ライムはそう語ったが、本当の目的は響らの動向調査だ。

　当然、そうとは悟さとらせないための表向きの理由はきっちり用意されている。

　その辺りに抜かりはなかった。

「お偉いさん、ね。ちなみに名前は？」

「おいおい、まるで尋問だ。彩さい律りつってお人だ。先方に確認すんのは自由だけどよ、俺が来てるってのは内ない緒しょで頼むぜ。下見に来たなんて知れちまうと、また旦那宛に念話と手紙のオンパレードだ。あんた、旦那の学校の先輩でもあるんだろ？　少しは後輩を助けてやっても罰ばちは当たらないと思うぜ？」

「彩律……。ふぅん、分かったわ。貴方の名前は出さない」

「よろしく」

「先輩後輩だって言うなら、私にも後輩の手を借りたい時があるんだけど？」

「そこは先輩なんだから、一つ、やせ我が慢まんで頼む。旦那もあれでいっぱいいっぱい……苦しんでおられるんでな」

「……困った後輩だわ」

　二人は会話を続けながら、幅はばの広い石段を一歩ずつ上る。

　その横を絶たえず沢たく山さんの人が行き交かっており、この先の神殿の参さん拝ぱい客がいかに多いか、一目で分かるというものだ。

「それにしても……ローレルは本当に精せい霊れいへの信仰が盛んね。確か水の精霊だったかしら。明らかに女神よりも強い信仰を向けられている」

「強い力を持ち、女神よりも出現の機会の多い上位精霊は、庶しょ民みんにとっては十分信仰の対象になる。それに、精霊信仰なんて言っても、精霊は皆女神に仕つかえるものって括くくりなんだから、実質的には女神信仰でもあるんだしな」

「なかなか詳しいのね」

「お、見直してくれたかい？　なら、精霊についてもう一つ。かつて魔族が大侵攻をかけた時に彼らにも助力した土と火の精霊は、その行いから亜精霊とも言われている。この二つは人でも亜人でも、今なお信仰している連中は少ないな。ドワーフなんかは頑がん固こに土の精霊を信仰しているが、彼らはその際きわ立だった鍛冶かじの腕のおかげで女神から目こぼしされている感じだ」

「……そこまで知ってれば大したものよ。クズノハ商会って、ただのヒラ従業員でもそのくらい知識がないと入れないの？」

「どうかな……ウチはどっちかっていうと一いち芸げいを尊たっとぶ傾けい向こうがあるから、別に物知りじゃなくても、際立った特技があればいけるんじゃねえか？」

「なら、私も入社しようかしら。深澄君のコネで」

　冗じょう談だんとも本気とも取れない表情の響に、ライムは苦笑しながら返す。

「コネは一芸じゃねえだろうよ。……勇者稼か業ぎょうは転職考えるほどブラックかい？」

「真っ黒ね。相手も環境も、最悪に近いわ。ま、それ以上にやり甲が斐いがあるのが問題か。やめられないもの。兼けん業ぎょうは無理かしら？　店に利益を出す店員になる自信はあるわよ？」

「ウチはかけもち禁止」

「あら残念……。ふぅっ、ようやく到着ね。まったく、長い階段。ところでチヤちゃんの修業、そろそろ終わりだって言ってたんだけど、どう思う？」

　響は今しがた上り終えた階段を振り返って、うんざりした目を向ける。

「この程度で息を乱すようじゃ、修業が足りねえよっと。どう思うって言われても、俺はあの巫女みこさんがここで何をしてるのか知らねえから、なんとも。あんたに付き合って一緒に来ただけだしな」

「……本当にチヤちゃんが何をしているか、知らないの？」

「……ああ、何も」

「……じゃ、そういう事にしておいてあげる」

「信用されてねえなあ」

「ふふっ」

　軽口を言い合いながら、響とライムは神殿に入る。

　身分の確認と簡単な身体検査の後、二人は神殿内の部屋に通された。

　彼ら──というか、響が今日ここを訪おとずれたのは、パーティの仲間でもあるローレルの巫女チヤの修業が、今日で終わると聞かされたためである。

　幼おさないながら頼れる仲間を自みずから迎むかえに来たのだ。

　本来なら同じパーティメンバーであるウーディやベルダが同行するところだが、彼らは今病やまいに臥ふしている。

　そこで響は、ローレルで出会ったクズノハ商会の従業員を名乗る男、ライムに同行を持ちかけた。

　何故なぜ彼を誘ったのかは、彼女自身にもはっきりとは分からない。ただ、一人で行く事が危険だと、そう直感したのだ。

　話を持ちかけられたライムの方は、突然の勇者の来らい訪ほうにも慌てた様子はなく、気軽に付き合う旅先の友として、彼女の誘いを受けた。

　巴から命じられた勇者の動向調査をするにはこの上ない距離に近づけるのだから、彼の判断は当然と言える。

「で？　あの巫女さん、修業してどう強くなるんだ？」

「それは秘密ね」

「できればそれが、自分の身を守れるような成長だと、ありがたいんだがなあ」

「ありがたい？　それってどういう……!!」

　ライムの不可解な発言に一瞬訝いぶかしげな目を向けた響だが、その顔に一気に緊張が走る。

「気付いたかい？」

「何か、変ね」

「変、か。まあ直感だけで言っているなら大したもんだ。ソレ、抜いときな」

　ライムは油断なく腰こしの刀に手を掛けたまま、響の背にある剣を視線で示した。

「敵？　でもローレルには魔族の侵攻なんて過去一度だって……」

「さ、魔族かどうかは知らねえが。とりあえず、空間が隔かく離りされたのは事実だ。今のここは異界とか異空間ってやつだな」

「空間の隔離？　結界が発動したって事？」

「その通り。ただし、随分と大掛かりだ。神殿の防御機構とは思えねえ。神殿内部に長期間かけて何か仕込んでおいた、そんな感じだな」

　ライムは冷静に状況を分析する。彼はクズノハ商会で斥せっ候こうを担当する事もあるだけに、このような事態でも慌あわてたり戸と惑まどったりしない。

　真っ先に異常を察知し、誰よりも早く考えはじめていた。

「っ!?　じゃあ、チヤちゃんが！」

「ああ、危険に晒さらされている可能性は高いな。だからさっき、どんな強さを得たか聞いてみた」

「何を悠ゆう長ちょうな！　手を貸して、すぐに救出に動く！」

「……ああ、〝貸す〟ぜ。その言葉は、忘れるなよ？」

「ええ、貸したと思ってくれていいわ。いずれ、返す」

「いやいや、それほど大おお仰ぎょうに考えてくれなくていい。あの巫女さんがどんな力を得る予定なのか聞かせてくれれば、それで十分。どうも、一度気になると、どうしても知りたくなっちまう性質たちでな」

「なら、移動しながら話すわ。貴方、前衛よね？」

　響はライムの刀を見てそう判断していた。

「ああ。肩並べても背中預けられても、それなりの仕事をするぜ、俺は」

　ライムの返事を待たず、ドンッと音を立てて響が木製の扉とびらを蹴けり破る。

　廊下は先程までとは違い、少し歪ゆがんだように揺ゆらぎを見せている。明らかに通常空間とは違う、不安定な場所にいると窺うかがい知れる光景だ。

「ならついて来て。後ろも隣となりも、どっちもやってもらうわ」

「了解。まずは右と左、どっちに向かう？　巫女さんのいる場所は知ってるんだろ、勇者殿？」

「左ね。それから、私の事は響でいいわ。〝勇者殿〟って、なんかくすぐったいのよね。実は同じ戦場に立つ人には、あまりそう呼ばれたくはないの」

「響ね。そう呼べって言うなら、俺は構わねえよ。じゃ、行くか」

「ええ。ホルン！」

　響の呼びかけに呼応して、彼女の腰に巻かれた銀ぎん帯たいから見事な毛並みの狼おおかみが出現する。

「うおっと!?　召しょう喚かんするならそう言ってくれ。びっくりするだろうが」

「あら、ごめんなさい。あまり臨時のメンバーとは組まないから、無む頓とん着ちゃくだったわ」

　響は軽く頭を下げて謝しゃ罪ざいすると、狼に言い聞かせる。

「チヤちゃんの所に行くわ。もし何か分かったら教えて」

　意思の疎そ通つうができているらしく、狼は主の言葉に頷うなずいて応える。

　即座に駆かけ出す二人と一匹。

　ライムが言った通り、神殿はまさしく異空間、ダンジョンのようになっていた。

　本来の構造とは異なった廊ろう下かが続いていたり、鍵かぎのかかっていないはずの扉が開かなかったり。それに、本来なら神殿内部には絶対にいないはずの魔物の類たぐいまで出没していた。

　それらはどれも敵対的であり、先を急ぐ響らに容よう赦しゃなく襲い掛かってくる。

「随分と、余よ裕ゆうで戦うのねっ！　やっぱり、ただの従業員じゃないでしょ、貴方！」

「なに、他国の下見を任される程度に心得があるだけさ。それより、そちらの狼さんといい、あんたも勇者の名前に恥はじない強さだ。見直した！」

　響達は襲い来る魔物に行く手を塞ふさがれるどころか、ほとんど一撃のもとに斬きり伏せて、むしろ徐々に速度を上げて突き進んでいく。

　ライムは時とき折おり響に視線を向けて観察しながら、ぴったり彼女の後をついていった。

　息を乱す事もなく自分の速度についてきて、まるで呼吸を読んだかのように刃やいばを振るうライムを見て、響の頭にかつて共に戦った仲間の幻影が浮かぶ。しかし、その友──ナバールはもう帰ってきてはくれないのだと、心に言い聞かせ、彼女はそれを振り払はらった。




「お、どうやら、ここか？」

　大きな扉の前で足を止めた響に、ライムが尋たずねる。

「……はぁっ、はぁっ」

（こいつ、凄すごい。息もほとんど乱れてない。それに、私の動きを邪じゃ魔ましないように立ち回って。本当にナバールみたい……いえ、彼女よりもきっと上うわ手てだ……）

　先頭を切って走ったのは響だったが、後をついてきたライムがまるで疲ひ労ろうを抱かかえていない事に驚き、そして彼の身のこなしや刀捌きに感心していた。

「少し休むかい？　巫女さんも多分無事みたいだぜ？」

「……」

　息を整えながら、響は黙だまって首を横に振った。

（それに、私自身もそうだ。明らかに本来の私よりも強くなっているような気がした。この人が──ライムが、力を引き出してくれた？　まさか、そんなはずないだろうけど……）

　一つ大きく息を吐く。

　視線を上げると、そこにはライムの背がある。何故か響には、その背中が随分と大きく見えた。

「しっかし、心の目？　心しん眼がんだっけか？　そんな能力だけで、よく耐えたもんだ。あんまり一人での戦闘は得意そうじゃなかったのにな、あの巫女さん」

　ライムは道中で響から聞いた巫女の新しい能力に言及する。

　響がライムに教えたチヤの能力の名は、心眼。言い換えれば心の目だ。

　対象の真実の姿を問もん答どう無む用ようで見抜く、巫女だけが持つ能力である。

　しかし、響は一つライムに隠し事をしていた。

　それは、心眼は副作用的に獲かく得とくした能力である事。

　チヤの全体的な能力強化を施ほどこす儀ぎ式しきを受けるのが今回の目的であり、その過程で心眼という能力も得るのだ。

　肝かん心じんの能力強化については、彼に教えなかった。

「それは……いえ、行きましょう！」

　危うくライムに全てを話しそうになり、響はすんでのところで言葉を呑のみ込んだ。

　確かに現在は協力関係にあるが、ライム＝ラテはクズノハ商会の一員。

　響から見てクズノハ商会はひどく危あやうい存在であり、全てを明かすのは危険な気がしたのだ。

「あいよ」

　ライムが大きな扉を開けると、そこには──

「っ!!」

　膝を突き、両手を組んで、目を閉じて祈りを捧ささげるチヤの姿、そして彼女を護まもる力強い障しょう壁へきが見えた。

　そして、障壁を取り囲む三人の魔族。

「魔族、かい。なんだかな、どうもこりゃ計画的とは思えない臭においがしやがる……上手うまくねえ。らしくもねえな」

　ライムが呟つぶやく。

　肩で息をして、魔術を編あんでいるのが巫女であると、ライムにも分かった。

　彼女の周囲には、巫女の護衛と思おぼしき者が無残な姿で横たわっている。

　あまりにお粗そ末まつな光景から、ライムは何か突発的な事があったのではと予測したのだった。

「待てよ……そうか、心眼か。それの習得で巫女は思わぬものを見ちまって、それであの三人が慌てて……って構図か？　それならこの様子も──」

　僅かな情報から瞬時に状況を推測するライム。

　だが、冷静だったのは彼だけだった。

「こ、のっ!!」

「っ!?」

　右隣から怒りの声を聞いたライムは、そちらにいるはずの響を見た。

　飾かざり帯の銀帯がにわかに輝き、彼女の全身を包む。

　次の瞬間、異様な力の高まりとともに響の姿がかき消えた。

　そう。巴に鍛きたえられた彼の目にも、響が消えたように見えたのだ。思わず背に冷たいものを感じて、ライムは息を呑む。

「ぎゃあっっ!!」

「……マジかよ」

　前方からの悲鳴でライムは響の所在を知る。

　既に彼女はチヤの張った障壁の傍そばにいた。そして、足元には三人の魔族が転がっている。

　反応できたわけではなく、幸運にも反射的な防御が〝当たった〟三人目だけが、悲鳴を発する事ができた。

　他の二人は反応する間もなく一ひと太刀たちで両断されていた。

　悲鳴を許された一人も、明らかに致命傷の一撃を受けている。即死ではなかった、ただそれだけの違いにすぎない。

　間もなく、口から大量の血を吐き、その魔族も死に至った。

　場に静せい寂じゃくが戻る。

（やれやれ。生かしておいて顛てん末まつを吐かせるのが常道だとは思うが……。響にとって、あの巫女は余程特別な存在なのかもな。だとすれば、いざという時の牽けん制せいに使えるかもしれねえ。実際人ひと質じちにしなくても、臭わせるだけで動きは鈍にぶるもんだしな。それにしても……とんでもねえ速さだ。ありゃあ、反応できねえわ。下手へたすれば俺も一瞬でやられるな。ここで見ておけて良かった。……あの物凄い格かっ好こうを含めて、な。冷や汗分以上の目の保養だわ、拝おがんどこ）

　ライムは巫女の存在や、彼女が張った強力な障壁、それに響の行動の一切を記憶に留める。

　加えて、響の奥の手かもしれない超高速機動……と、その際に彼女が纏まとった実に露ろ出しゅつ度どの高い衣い装しょうも。

「大丈夫だった!?　チヤちゃん!!」

「響お姉ちゃん！　来てくれた！　来てくれたー!!」

　その声と同時に障壁が脆もろく崩くずれ去り、響とチヤは抱き合う。

「良かった！　間に合って本当に良かった！　もう大丈夫だからね」

「怖かったけど、きっと助けが来るって信じてたの！　だから、ずっと障壁だけ張って頑張ったの！」

　幼いチヤのこの対処は、実に冷静で勇ゆう敢かんだと言えた。

　下手に攻めに出るよりもミスを犯す可能性は低く、確実に生き長らえる事ができる。

　ただし、相手を排はい除じょできないため、最終的な生存率は助けをどの程度期待できるかによってかなり変わってくるが。

　チヤは助けが来る方に賭かけて、見事に勝ったわけだ。

「感動の再会のとこ、悪いけどよ。とりあえず帰らねえか、お二人さん？　血まみれになった祭さい壇だんで子供と若い娘が抱き合って泣いてるってのは、ちょっといただけねえよ」

「うっ、確かにそうね。ライム、今回は本当に助かったわ。ありがとう」

「別に、相応の見返りはもらったし、あんまり気にされると疲つかれるからやめてくれ。感謝し足りねえなら、晩飯はお前さん持ち、それでいい。……ん、どうした巫女さん？」

「……森を育てる大樹。それに……竜と慈じ雨う」

　突然、チヤが遠い目でライムを見てそう呟いた。

「……ああ？」

「チヤちゃん？」

　唖あ然ぜんとする二人をよそに、チヤはうわごとのように続ける。

「凄く、安心する人……」

「響。巫女さんは大分お疲れみたいだぜ。さっさと報告を済ませて、休ませてやりな。なんだかんだでまだ子供なんだからよ」

「そうね。そうするわ。チヤちゃん、立てる？」

「うん、大丈夫。お姉ちゃんは……お姉ちゃんだ。凄い、何にも変わらない」

「……？　そう？」

「うん！」

　何故か嬉しそうに笑うチヤを不思議に思って、響とライムは顔を見合わせる。

　三人は通常の空間に戻った神殿の祭壇から出て、神官控ひかえ室に向かう。

「おっと。俺がここにいると色々面倒かもしれねえし、お先に失礼するぜ」

　しばし考え込むようにして歩いていたライムが、控え室付近で唐突に顔を上げた。

「ちょっと、貴方も当事者なんだから！」

「ライムさん！」

「いなかった事にして二人の手て柄がらにしてくれ。晩飯期待してるぜ。俺は宿にいるからな。じゃな、響、巫女さん」

　ライムは口早に言い切ると、二人を置いて駆け出す。

「あの巫女さん、心眼ってのは精神防御関係なしに何かを見るらしいな。これも報告だな。……やっべ、もう姐あねさんに定時報告する時間じゃねえか！　さっさと人がこねえとこにいかねえと!!」

　ローレル連邦にて、ライムは少しずつ響と関わっていく。

　図はからずもこの一件で、彼女達と親交を深めてしまう事に、まだ彼は気付いていない。













１




　魔族領の訪問を終えた僕──深澄真が亜空に戻って一夜。

　昨日は変な夢を見て、気分は最悪だった。

　起きてすぐに日課の弓をやって一時はスッキリしていたんだけど、終えたらまただるい感覚が戻ってきた。

　魔力を思いっきり消費した後こう遺い症しょうか、まだ少し頭が重い。

　屋敷に戻ると、玄関に巴と識がいた。もう一人の従者、澪みおの姿はない。

「おはよー」

　二人に挨あい拶さつしながら頭をぐるぐる回してみるものの、あまり変化はない。

「おはようございます、若。まだ少し顔色が優すぐれぬようですが……弓は若にとって薬ですかな」

　僕の手にある弓を見て巴が苦笑を浮かべた。

　識も気付いたみたいだけど、顔には出さずに小さく一礼する。

「おはようございます、若様」

「薬というか、自分の一部というか。神様から自じ重ちょうしなくていいと言われたし、ね」

「今日は講義の予定はないと識から聞いておりますが、この後どちらかに行かれるのですか？」

「？　いや、まだ決めてないよ。店には一度顔を出そうと思っているけど……そのくらいかな」

「では、後ほど一緒に来ていただけますかな。少しばかり亜空に変化があったようで」

「──っ。ならすぐに着替えるよ。澪はもうそっちに？」

　朝食は後回しだ。

　亜空に何かあったなら最優先で知っておきたい。

　廊下を歩きながら、ついてくる巴に聞く。

「いえ？　今日は珍めずらしく早起きしておりましたな。器うつわを見てくるとエルドワの窯かまに行っております」

「器……ああ、料理の。陶とう芸げいもすっかり亜空に馴な染じんだねえ。一部の人の趣しゅ味みで終わると思っていたから、意外だ」

　エルドワことエルダードワーフに窯を作らせて陶芸をやる──これは、随分前に巴が発案した事だった。

　それが今や、陶器そのものはもとより、陶芸趣味が亜空で広く人気を得ている。

　ハイランドオーク、ミスティオリザード、アルケー、ゴルゴン、翼よく人じん。どの種族にも気に入る者が出てきているんだから、面白おもしろい。

　当初金属器と木器が主流だった亜空の食器事情も、最近ではすっかり陶とう磁じ器き一色。食器は自分達で作るのが当たり前になっている。

　僕は部屋に戻って着替えを済ませ、再び二人を従えて外出の準備をする。

　歩きながら識が口にしたのは再び陶器の話題だった。

「陶器は商会の挨拶や商談をする時などの土産物としても、大変重ちょう宝ほうしております。今のところ類るい似じ品ひんが出回っていないところを見ると、外では魔術による再現に固こ執しつしているようですね。我々にとっては希少価値が出てありがたい事ですが、製法を教えてこそいませんが隠しもしていないというのに……間ま抜ぬけなものです」

　彼は早くから〝陶器の価値〟を見み出いだし、重視していた。商談相手やお得意様への贈おくり物として陶器を渡しはじめたところ思いのほか好評で、最近ではクズノハ商会の代名詞のようになっている。

　闇やみ取引で高値がついている陶器もあるんだとか。

　店の方でもお得意様限定で、エルドワ、森鬼、識が自分で作った器をお客様に配くばっている。

　ちなみに僕は、エルドワのが一番の出来だと思うんだけど、何故かアクアとエリス、識の作の方が多くのお客様に人気だ。それに対抗心を燃やしたエルドワが更に腕を上げ、一部の好こう事ず家かに高く評価されるというよく分からない好こう循じゅん環かん？　が生まれている。

　うーん。識も言ったように、僕らは製法を明らかにする事は一切していないけど、意図的に隠してもいない。

　だから今まで真似まねをされていないのは不思議に思えた。

「まあ、そのうち王国と帝国では流通するんじゃない？　あそこは僕と同じ日本出身の勇者がいるし」

　それにローレルだって、僕らの世界の知識があって、一部で既に実用されているんだから、陶器がとっくに注目されててもおかしくないのに。

「ですな。まあ、我々のスタイルとしては既に大分知れ渡りました。今更どこから広がったところで別段困りはしません」

「そうだね。で、巴？　変化って？」

　識との陶器の話題を切り上げて、本題を確認する。

「はい。翼人からの報告で……なんでも北東の方角に巨大な湖が見えると」

「湖？」

　地形が増えたって事か？

　亜空に大きな変化をもたらすような出来事はないはずだ。自然に湖が形成されたとしても、いくらなんでも一日は短いけど……亜空ここならありえるのか？

　いや、巨大って言っているなら、流石さすがにないな。

「はい。初めて見るほどの大きさで、果てが見えないと。視界全てが水で、嗅かいだこともない匂いを風が運んでくると申しておりまして……実際に見てみぬ事には分かりませんが」

「果てが見えない広さで、匂い？　それって、もしかして」

「はい。儂わしもまさかと思い、丁ちょう度ど今、識を連れて様子を見てこようとした折おりでした。のう、識？」

　巴に水を向けられた識が頷く。

「私は最近、時間を見つけては澪殿と港町に行っておりました。海を見慣れておりますので」

　やっぱり二人も僕と同じ事を考えていたようだ。

「海、か」

「そのようにも受け取れます。翼人に海かと尋ねたら、それは何かと聞き返されましたからな。海を知らんのでしょう」

「しかし、海となると……若様に従者が増えたわけでもありませんし、単に広がっただけの結果とも到底思えません。何かの前兆かもしれません」

　確かに識の言うとおりだ。これまで亜空は僕の魔力の増加にあわせて拡張してきている。

　でも、大きく新しい地形が出てくる例はなかった。

　そういった事が起こるのは、澪や識といった従者となる人物が新たに加わった時だけだ。

　ここ最近で一番の変化と言えば、魔族領から連れ帰った〝元〟魔王の子、サリくらい。

　魔族は初めての因いん子しだけど、大した力もない彼女が加わったくらいでどうにかなるとも思えない。

　彼女以上の実力を持つ他の亜人や魔物、ヒューマンが入っても、亜空に変化はなかったのだから。

「とにかく、すぐに確認したいね。巴、場所は分かってるんだよな？」

「もちろん。一応皆には近寄らないように伝えてあります」

「じゃ、行こう。転移できる？」

「はい」

　巴がすぐに霧きりの門を出す。

　流石に脅きょう威いが待ち受けているとは思わないけど、初めての事態だ。少しばかりの警戒を抱きながら霧に入る。

　そして──

　ザザーンと、潮しお騒さいが耳を打つ。

　真っ白な砂浜、そこに波打つ水、水、水。

　一面の青と、果てに見える水平線。

　南国旅行のカタログにあるような、見事なビーチが広がっていた。

「……」

　思わず、言葉を失った。

　これ、海。

　僕が実際には行った事がない海外リゾート的な種類のものだけど、これは海だと確信する。

　思わず警戒も忘れて、波打ち際まで行って水をひと舐なめ。

　僕には毒の類はほとんど効かないと実証されているから、万が一飲めない水でも大丈夫なはず。

　うん、しょっぱい。
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　海水です。

　巴と識も同じような事をして、頷いている。

「海だね、これは」

「海ですなあ、妙みょうに穏おだやかですが」

「間違いありません」

　ツィーゲから一番近い港町で色々やっていたらしい識は、心なしか興こう奮ふんしているようだ。

　界かいで現在位置と海の果てを探す。

　島がいくつか、それにかなり先の方に霧の壁がある。ただ、ここからでは視界に入らないから、相当遠い。

　蜃しん気き楼ろう都市からここまでは……どうだろう、馬車だと大分かかる。

　一ヵ月か、二ヵ月。急げばともかく、輸送となると、そのくらいは見た方がいい。

　あ、ついつい馬車で荷物を運ぶ前提で考えてた。

　人の移動だけなら、もう少し早いかな。

　特に、空を飛べる翼人なら、かなり短縮できると思う。

　でも、現実的にここと行き来するには、転移できるようにするのが一番か。

　亜空なら特に敵がいるわけでもないし、転移陣を設置するにしても、気がかりはないんだし。

　そういえば、砂浜のど真ん中に転移で出て、驚きに任せて真っ先に海に進んだから、どの程度砂浜の幅があるか見ていなかった。

　そう思って陸地側を振り返る。

「──っ!?」

　界による探知である程度分かっていたけど、実際に景色を目にして体が固まる。

　白砂の浜がしばらく続いた先には、まばらに草木が生はえるだけの土地が見える。

　超がつくほどに質の高いビーチの向こうにある割に、少々殺さっ風ぷう景けいだ。

　でも僕が驚いたのはそこじゃない。

　まず一つめに、界には全く反応しなかった物体がそこにあった事。

　もう一つは、周囲に点在する木々の姿だった。

　テレビで一度見ただけだが、忘れられない形の樹木が生えていた。

　巴はまだ木に注意を向けていなかったが、物体の存在には気付いたようだ。

「む、あそこに何か立っていますな。看かん板ばん？　この亜空に？」

　僕は巴が指摘した、界に反応しない──でも目には見える──立て看板に近づいていく。

　今度はかなり警戒していた。

　魔力体を展開、更に界を強化に転じる。

　一歩一歩近づき、看板に書かれた内容が読み取れる距離まできて……。

「……はぁ？」

　思わず間ま抜ぬけな声を出してしまう。

　巴と識もこちらに駆け寄ってくる。

　砂を蹴る度たびにキュキュッと軽い音がして、どこか緊張感がない。

　まあ、この内容を見る限り、それも必要ないか。

　最後まで読み進めると、看板は一瞬強い光を放って真上に飛んでいった。

　まるで打ち上げ花火みたいに。

　……はぁ。

『よく魔力を高めたな、真。これは俺からの贈り物だ。兄貴ツクヨミにも少し手て伝つだってもらったが、ずばり海だぞ！　ちなみにこれはまだ途中、大だい黒こくの爺じいさんの贈り物はもちっと先にある。これからも励はげめ。あと、この看板はお前が読み終わると花火になる。意味はない。　　　スサノオ』

　ってな事が書かれていた。

　そういえば、スサノオ様達神様御一行が亜空に来た時に、贈り物がどうとか言っていた。

　最近僕が見ていた変な夢も、大黒天様の贈り物とやらのせいだったみたいだし、この分だと、あと一回くらい振り回されそうな気がする。

　まだそれが何かは分からないけど、多分もっと魔力を高めて亜空を広くすると分かるって仕組みか……。

　それにしても、海。

　凄いサプライズだな。

　お金持ちが島とかお城をプレゼントするなんて話があるらしいけど、海を貰もらうのはなかなかレアな経験だと思う。

　少し遅れて、祭りを知らせるような花火の音が、ドーンと空で響いた。

「若、何事ですか？」

「お怪我けがはありませんか？」

　識が怪我の心配をしてくれるのがなんだか申し訳ない。火花一つも浴びずに済んだから。

「ああ、大丈夫。神様がね、海をくれるってさ」

「……」

「……」

「どうやらこの海、あとは好きに使っていいって事で、一件落着みたいだ」

「海とは、貰えるものだったんですな」

「いくら亜空とはいえ……非常識な」

　巴は釈しゃく然ぜんとしない様子で首を捻ひねり、識は少し声が掠かすれていた。

　なんとなく、識が言った〝非常識な〟って言葉には僕まで含ふくまれていそうだ。

　気持ちは分かるけど……勘かん弁べんしてくれ。

「しかしあの木といい、看板には書いてなかったけど、アテナ様も関わっているんじゃなかろうか」

　僕がついつい漏もらした呟きに、識が反応した。

「木？　点々とある、あの樹木ですか。確かに変わった形をしておりますな。やはり若の世界のものですか」

「うん。僕も直接見るのは初めてなんだけどね。あの奇妙な形だろ？　流石に見間違えはしないと思う」

「神が関係する樹木……つまりは神しん木ぼくの類ですか。そういえば、神社なる場所にはそういったものがよくあるのだと、巴殿に聞きました」

　僕の言葉を勘違いして、識はあの木を神木だと思い込んでいる。

「いや神木とは、こんな突然現れるものではなく、謂いわれある木や、長ちょう寿じゅの木をそう見立てる事が多いはずなんじゃが」

　巴が識と何やら議論を始める気配だ。

　まあ、言うまでもなく巴の解かい釈しゃくの方が正しい。

「識、そういう意味じゃないよ。僕が神様の名前を出したのは、あの木から採取できるモノが、その神様が信仰されていた地域でも出回ってた気がするだけ」

　確かギリシャやローマの方でも知られてたと思うんだよな、記憶では。

「形はキノコのようにも見えますな」

　そう。識が表現した通り、キノコであったり、幹みきの形によってはブロッコリーを思わせる見た目だ。

　幹の一定の高さから枝が数多く出て伸びて、上に傘かさ状に葉の緑が広がっている。

　名前が印象的な上に、画像で見た実際の姿が更に奇妙だったから、よく覚えてた。

　漠ばく然ぜんといつか見に行きたいと思っていたけど、こんな形で叶かなうなんてなあ。

「竜りゅう血けつ樹じゅっていうんだ。ドラゴンの血の樹って書く」

「……随分と物ぶっ騒そうなネーミングで」

　巴が若干苦にがい顔をした。

「僕のいた世界では竜なんて実在しなかったから、実際の竜とは無関係だと思うよ。確か幹を傷つけると出る樹液が真っ赤で、それが薬になるらしいんだよ。それが〝竜りゅう血けつ〟という名で出回ったから、竜血の木って事で竜血樹……だったはず」

　もっとも、神様が存在したんだから、本当は竜もどこかにいたかもしれないが、まあ僕の常識ではそれらはいなかったわけだし。

　実際にあの木に竜が関係していたなら面白いけど、今はどうでもいい。

　確認のしようもない。

「薬にもなる赤い樹液、それは興味深いですね」

　識がこれまでとは違う目で竜血樹を見て呟く。

「うん。軟なん膏こうとして使うだけじゃなくて、飴あめみたいに固まる性質もあって錠じょう剤ざいとしても使われていたんだとか」

「……私が調べても構いませんか？」

「いいよ。植物関連だし、アルケーと森鬼にも声をかけてやってくれる？　ある程度樹じゅ齢れいを重かさねた木じゃないと赤いのは出ないみたいだから、調査の参考にしてみて」

「樹齢ですか……承知しました！」

「若、儂としては海そのものを調べたいのですが。澪も使って構いませぬか？」

　識の満足げな返事に続いて、巴も提案してきた。

「いいよ」

「……ただ、海は儂も澪も専門ではありませんからなあ。できれば海──それも、海中を良く知る者がいれば助かるところ」

「確かにね。そんな人いたかな」

「いませんな。……どうでしょう若、亜空も相当広がっておりますし、久々にまた住人の選定でも行なっては」

「新しい住人か。ゴルゴンと翼人の様子を見ていると、お前達が絞しぼり込んでくれた人達なら問題ないかな……」

「無論、若に最終面談はしていただきますぞ」

　う、バレた。

　まだ何も提案してないのにバレた。

　丸投げは無理か。

　ん……何か忘れていた事も思い出し……？　あ！

「それはやるけどさ。なあ巴、前の面談の時に、結局移住しなかった〝小さい人達〟がいたじゃん？」

「はて、小さい……。ああ、おりましたな。エマを怒らせて話が流れた妖よう精せいだか精霊だかが」

「うん、彼ら……あれ？　なんて名前だったっけ？　ア、ア……アー、アントニオだっけ？」

「確かそんな名前でしたな。アなんとかだと」

「彼らはどうなってるの？　今回は水関係が欲しいんだろうけど、一応それも調べてくれる？」

「……若様、巴殿。アルエフェメラです。精霊を一部支配する、妖精族の変わり種だね」

　識が会話に割って入ってきた。

　おお、そうだ。確かそんな名前だった！

　賑にぎやかだった事しか覚えてなかったよ。

「おお、アルエフェメラじゃったか。ちまっこい連中だったとしか記憶にないわ」

　巴も似たようなものか。

　あれは誰が担当してくれたんだっけ？　細かい部分はやっぱり思い出せないな。

「ありがとう、識。アルエフェメラね。じゃあ、巴は候補探しを始めてね」

「……いや、候補探しも何も、移住希望者は殺さっ到とうしまくっておりますぞ？　既に行列ができていて、あとは門を開くだけというか──まあ、そんな感じですので、さほど時間はかかりません。種族の詳細調査をさせた後、儂らが何度か面談する程度ですから……遠からず若に最終面談をお願いする事になるかと」

「……殺到？　そう。種族の数とか規模はまあ、任せるよ」

　巴と識が早速念話を始めた。

　そんな二人を横目に、僕は再び海を見る。

　見れば見るほど服を脱いで飛び込みたくなるビーチだ。

　夜の星空や月明かりもかなり期待できそう。

　これだけ広ければ、少々プライベートビーチをもらっても、文句は出ないよな。

　期待が膨ふくらむ。

　それにしても……新しい住人に、研究素材か。

　やる事が満載になってきたな。

　多分ロッツガルドに行ったらリミア訪問の話も出るだろうな。きっとリミアの人達はなんとしてでも言げん質ちを取ろうとするはずだ。僕がこのところあちこち外遊してて、帝国に行ったのもきっと知られているから、断るわけにはいかない。

　でも、実際いつ行けるんだろうか。

　澪と先輩が鉢はち合あわせした時、あまりよくない雰ふん囲い気きだった事を考えると、できれば澪はおいていくか、先輩がいない時にお邪魔して、ささっと帰ってきたいんだけど。

　この辺りも予定を確認しないと。

　今日は一日休んで明日から働こうなんて思っていたのは、少し温ぬるかったかも。

　平和な海を眺めていても、波が寄せては返す度に、どんどん案件が浮かんでくるのに苦笑する。

　うん、今日から動こう。

　急ぎでロッツガルドに行く用事なんてないと思っていたけど、そうも言ってられない。

　そういえば、巴から聞いたところによると、上位竜のルトが随分弱っているんだとか。

　あの変態、魔族領では散々やってくれたからな。文字通り力の全てを叩たたき込んだブレスを吐いた反動で、寝込んでいるらしい。

　本格的に馬ば鹿かだ。

　見舞い？　にでも行って、顔を拝んでやろうかな。

　僕はため息を一つこぼして、亜空の海を後にした。
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　活気がある。

　というか、殺さっ気きがある？

　翌日、僕は亜空の都市郊外の訓くん練れん場に呼び出されていた。

　珍しくハイランドオークのエマが険けわしい表情をしている。

　巴か識と一緒にいると思ったんだけど、状況といい表情といい、予想と違うな。

　エマの他には、オークが数人、ミスティオリザード数人と、アルケーがいた。

　それと小さい妖精がざっと数十匹から百匹くらい、エマと対たい峙じするように群むれて浮かんでいた。

　ああ、あれ。

　そうそう、確かアントキノ、じゃなくてアル……アルエフェメラ！

　しかし、亜空の皆は行動が早いな。

　もう彼らを連れて来たんだ。

　……まさか、もう海の種族も面談待ちとか？

　まさかね。

「エマ、彼らはアルエフェメラだよね？　なんか妙な雰囲気だけど？」

　一いっ触しょく即そく発はつと言おうか。

　以前彼らと揉もめた事があるエマだけに、何か嫌な予感がする。

「これは若様！　妙な雰囲気というほどでもありません。この者どもが〝相変わらず〟でしたので、少しお説教をするところだっただけで……」

　声をかけると、エマは表情を取り繕つくろって僕に一礼した。

「相変わらず？　……むしろ、随分と彼らの雰囲気が変わった気がするけど？」

　確か彼らは、二つ首の犬の魔物──リズーの群れに追われて亜空への移住を希望していたが、面談でエマの怒りを買って保留になったんだっけ。

「リズーと、その後いくつかの脅威を退しりぞけたとかで、調子に乗っているだけです」

　それでか？

　王様の態度はともかく、背後にいる連中からは一種の殺気が漂ただよっている。誰に向けてというでもなく、ただ周囲に撒まき散らすだけのやつだ。

　にわか軍隊っぽいというか、巴のブートキャンプを初めて受けた連中の一部が放つ雰囲気に似た感じだった。無駄に殺気立ってる。

「亜空の王！　僕らの名前はアルエレメラだ！　一度会談した種族の名を忘れるのか、亜空の王は！」

「え？　アルエレメラ？　あ、そうですか。それは失礼しました」

　識でさえまともに覚えてなかったとは。賑やかな割に影の薄い種族だよな。

「若様、謝罪の必要などありません。このような者どもは羽虫で十分です。そんな大層な名前など勿もっ体たいない」

　エマは彼らに辛しん辣らつだ。

　奔ほん放ぽうなところが気に障さわるのかな。

「勿体なくなどないぞ！　僕らこそ妖精の王！　王が無ぶ礼れいなら臣しん下かも無礼だな、オークの女！　約束通り僕らはリズーを退けたというのに、何故連れん絡らくをくれなかった！　お前が約束を守っていたなら、僕らはこんなにも仲間を失わずに済んだのに！」

　結構飛んでいるように見えるけど、これでも大分減ったのか。

　元々彼らは何人くらいいたんだっけ。

　覚えてないなあ。

「あらあら、妖精の王などと名乗っているのに愉ゆ快かいなほど幼よう稚ちなこと。私が言った事をもう忘れたのかしらね。私は〝リズーを退けてもう一度ここに来い〟と、言ったのよ？　リズーを退けたなら、どうしてまたここに来なかったのかしら？　私はてっきり、全員食われて滅びたんだと思っていました」

「ここに来る方法など知るもんか！　ズルイぞ、オークの女！」

　エマとアルエレメラの舌ぜっ戦せんが続く。

「それならそれで、怒りに任せて飛び出す前に、リズーを追い払った暁あかつきにはまたご連絡ください、と私達に言っておくべきでしょう？　お前達のような五月蝿うるさいのが三百もいては亜空も迷惑です。ちょうどよく目減りしたじゃないですか、うふふふ……」

　黒い。

　黒いエマがいる。

　亜空に自力で来いって、そんな無茶な。

　神様じゃないんだからさ。

　あの時彼らがどんな事を喚わめいていたのか覚えてないけど、これはなかなかひどい。

　僕もあまりエマを怒らせないようにしよう。

　見ると、他の種族も苦笑いしている。

　一部オークは青い顔をしているけど、まさかエマには〝この先〟がまだあるというのだろうか。できれば残りの変身は見たくないな。

　それにしても、エマは彼らに詳しいな。

　名前が間違っていたのも分かっていたみたいだし、彼らの数まで把握していた。

　三百いたなら、今は三分の一くらいに減った事になる。

　結構な被害だ。

「なんで僕らにちゃんと伝えてくれなかったんだ、亜空の王！」

　エマには敵かなわないと見たのか、今度は僕に食ってかかってきた。

「ええ？　そう言われても」

「僕らを帰したのはお前だ！　ええと、ええと……亜空の王！」

　……？

　あ。まさか、あっちも僕の名前を忘れてる？

　エマの名前も呼んでないしな。

　なんだ、お互たがい様じゃないか。

「よりによって、また若様に噛かみ付くとは……もう、ふ、うふふ……。前回同様、澪様に再面談をお願いしようと思っていたけれど、その必要もないわね。少しは同情して移住を再考してあげる気でいたというのに」

「僕らは試練を乗り越えた！　もう住んでいた豊かな森も、忌いまわしい紫むらさきの雲に呑まれて毒沼だ、住む場所もない！　お前がなんと言おうと、僕らは絶対にここに住む！」

　おお、尊そん大だいな態度はブレないな。

　個人的にはこういう自由なタイプは、遠くから見ている存在としては好きな方だ。テレビの中にいる分には、みたいな？

　亜空は広いんだし、適当に住すみ処かを見つけて暮らしてもらうくらいなら、別に構わないんじゃないかな。

　海ができて、正しょう直じき把は握あくが面倒なレベルで広くなっているんだしさ。

　……と思っていたら、エマがちょうど僕が考えていたような事を口にした。

「……そう。なら自由にしなさいな。森が好きだったわね。どこの森にでもお住みなさい」

　これまでの態度からすると意外だし、いつもは逐ちく一いち僕らの許可を求める彼女が勝手に決めるのは珍しい。

「!!　その言葉、確かに聞いたぞ!!」

「ただし、私達は一切貴方達に関わりません。どうしても助けてほしいと言うなら、全員で土ど下げ座ざでもしたら、〝考えて〟あげますが」

　エマの意い味み深しんな忠告には耳も貸さず、アルエレメラが騒さわぎ出す。

「聞け、皆の者！　僕らは新たな住まいを得た！　よし、あっちの森に行くぞ!!　急いで家を作るんだ！　食べ物を集めろー！」

『おーー!!』

「……」

　あっという間に、アルエレメラが一斉に飛んでいく。

　ミツバチの引越しみたいでもあるな。

　彼らが飛び去る様子を見ながら、ちらりと横目でエマを見る。

　凄く良い、満面の笑えみだった。

　何故か背筋がゾクゾクして、僕は思わず目を逸そらした。

「さ、皆さんお仕事に戻りましょう。海などというものまで現れて、亜空もこれからますます忙しくなりますよ」

「そう、だね」

　空気を変えようとばかりに手を叩いて促うながすエマに、僕と他の皆はただ頷いて応える。

「若様、海を住まいとする種族、またはそれが可能な種族についてリストが上がってきています。まだ増えると思いますが、一度目を通していただけますか？」

「うん。了解」

「識様があちらで、砂浜に面する場所を拓ひらいて港を作ると仰おっしゃっていました。とりあえず、エルダードワーフの職人を数人こちらから回しています。外の港町に出ている職人も亜空で船が必要ならと戻ってきていますね」

　おお、皆一日も休まず即座に動き出している。

　明日から明日からで先延ばししがちな僕には信じ難がたいスピードだ。

　エマは一緒にいた各種族にテキパキ指示を出していく。

　さっきまでの衝突をまるで感じさせない、鮮あざやかな切り替えだ。

「あのさ、エマ。さっきのアルエレメラだけど」

「はい、なんでしょうか」

　それでも僕は気になっている事を聞いてみた。

「なんであっさり移住を許したの？　随分怒っていたのに」

　とても許すような流れではなかったし、彼らから謝罪の言葉などなかった。

　それなのにどうしてエマが認めたのか、不思議だった。

「若様の前で出過ぎた真似をしました。申し訳ございません」

　エマが神妙な顔つきで頭を下げた。

「いや、それはいいんだけどさ。どうして？」

「……若様、前に巴様が亜空に放り込んだ荒野の魔物が、どうなったかご存知ですか？」

「リズーとか？」

「ええ」

「確か、狼と熊、それに牛や猪いのししなんかに駆く逐ちくされたって聞いたけど」

「その通りです。ほぼ全ぜん滅めつです」

　生態系は微み塵じんも変わりませんでした、と報告されたっけ。

「……」

「……」

　エマは当然、とばかりにこちらをじっと見ている。えーと……。

「あのさ。その通り、と言われても」

「若様が庇ひ護ごしていない、つまり私どもとは異なる勢力とみなされる〝彼ら〟は、魔物と大して変わりません」

　魔物と変わらないって、つまり……。

「リズー程度を脅威とし、この短期間に数を半分以下に減らすような妖精モドキ、しかも知能はアレですから、狼殿の忠告も無視するでしょうね。私はつまらぬ嘘うそなど吐つきませんので、彼らが更に半分程度に減って土下座するなら……ふふ、考えるだけは考えます」

　うっわあ……黒エマを通り越して深しん淵えんのエマだ。

「亜空は確かに楽園です。荒野のように種族間の闘争もなく、また取り合うまでもない広大な土地もあります。ただし、亜空にだってルールはあります。それを守らずに過ごす無法者は、自然と駆逐されていきます」

「亜空にルールねえ」

　あまりピンとこない。

「力か庇護。どちらもないなら、ここは楽園とは限りません。特にここに元から住まう獣の縄なわ張ばりを侵おかそうなどとすれば……」

　エマは再び凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

　楽園じゃない亜空か。

　日本でゲームだネットだと娯楽に囲まれていた僕にとっては多少退屈な面もあるけど、他の住民は楽園そのものだと心からの言葉を口にする。

　だから僕も、ここは豊かで暮らしやすい場所なんだなと思っていた。

　でもエマの口ぶりだと、見方や立場が変われば、ここも必ずしも楽園じゃなくなるらしい。

　思いもしなかった。

　苦手だな、そういう〝違う立場から見る〟ってやつ。

　彼女の怖い笑顔から、手渡されたリストに視線を移す。

　半はん魚ぎょ人じんやら人魚やらイソギンチャクやら、冗談みたいに魚の体から直じかに人の手足が生えた種族やら。

　いかにも水系な種族の資料が綴とじられていた。

　追い追い巴達からも推すい薦せんがあるだろうから、それも含ふくめて考えるか。

　海は広い。

　なんなら全員住んでもいい。
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　魔族の少女、サリは星を見ていた。

　思考が入り混じって考えがまとまらない不快な感覚を抱えながら。

　どこか遠い目で、彼女は夜空を見上げていた。

「スケールが、一つか二つか三つか四つ……違った」

　ぼそりと呟く。

　誰にも聞かれず、言葉は掠れて消えた。

「やるべき事は変わっていないというのに、動けない」

　この流れで、動き出すのに躊躇ためらった事など、彼女は一度もなかった。

　常に考え、結論を得た後はすぐに行動に移す。それが彼女のやり方だった。

　自分のこれまでの立場を捨てて、一人隷れい属ぞくの身となる決意も、そのための行動も、サリはあっさりやってのけた。

　その結果が今だ。

　次の一手として、サリはライドウの懐ふところに、より深く入り込むように動かなくてはいけない。

　なのに、彼の手によって誘いざなわれたこの場所──亜空において、サリはライドウとまともに接触さえできていない。

　星空を眺ながめる時間ばかりが長くなっているのが、今の彼女の状況だ。

「まさか、ライドウが異界の王だなんて」

　サリは、星空を見上げたまま呟いた。

　ライドウ本人の認識とは大きく違っているが、彼女の認識の方が実情に近い。

　ライドウは亜空と呼ばれる空間を所有しているのだ。

　その場所は拡大を続け、今や広大な大地と空と海が存在する、一つの〝世界〟と呼んでいい状態になっている。

　亜空は彼らを介かいしてしか入る事はできない。そして、彼らなら自在に行き来できる。

　事情を詳しく知るはずもないサリから見れば、ライドウは異世界の王であり、彼女が住んでいた世界に最近やってきた客人。彼女の心情に沿って、言葉を選ばずに言うなら〝侵略者〟かもしれない存在だ。

　そう考えれば、彼らが女神と対立している様子なのも、十分に納得できる。

　だがそうなると、ライドウがヒューマンであるという事実が矛盾するのではないかとサリには思えた。

　それとも、異世界にもヒューマンは存在していて、女神のような存在に庇護されているのだろうか。

　だとするなら、亜空というこの世界には何故ライドウ以外のヒューマンがいないのか？

　女神に代わる存在は？

　こんな結論の出ない思考に囚とらわれて、サリはここしばらくまともに行動できずにいた。

「とにかくライドウの身内になるのが先決。私が彼にとって親しい存在になれば……ライドウならば〝そんな程度の事〟でも魔族に刃を向けない理由になるはず……」

　ライドウはどこまでも情で動く。

　それがサリの見立てだった。

　だから彼の傍そばにいて情を移させる事ができれば、一気に魔族は安全を得られる。

　外部からライドウを冷静に見た彼女だからこその結論であり、彼をよく把握していると言えた。

　……完全な分析とまでは言えないが。

　だがそれは、サリにとっては恐ろしい内容でもある。

　ライドウは、下手をすれば大たい局きょくなどまるで見ずに、親しい誰かに頼まれたというだけの理由で国や種族を滅ぼしかねないのだ。

　もしも魔族に深い憎ぞう悪おを抱く誰かが、彼と親友、あるいは恋人などになれば。

　たったそれだけの理由でライドウは魔族を敵と看み做なす可能性もある。

　時期とか外交とか経済とか、そんなものは全く関係なくだ。

　勇者と女神に加えてライドウまで敵にすれば、魔族は絶滅する。

　亜空を見て、サリはその確信を強めた。

「完全な自給自足。強大な種族が混成しているのに見事に機能している軍。私達よりも明らかに何段か上の技術。行軍の必要なく、いつでも、どこへでも戦闘を仕掛けられる上に撤てっ退たいも自在な転移能力。それに、異様なまでに高いライドウと側近の個体戦闘能力……」

　あえて弱点があるとするならば、数だろう。

　彼女が見た限り、亜空はそれほど人口が多くない。

　肥ひ沃よくな土地には不自然なほどに住人が少なかった。

　その理由はサリにはまだ分からなかった。

　だが、世界最大の勢力であるヒューマンでさえ、いくら数で勝まさっているからといって、これだけ戦うのに悪い条件が揃そろった相手を敵に回すとは、サリには思えなかった。

　もしもサリの父である現魔王ゼフが、ライドウと亜空の情報を正確に知っていたならどうするか、彼女は想像してみる。

「多少不利な条件でも同盟を築きずく、かな。……商会相手じゃなくて、国同士みたいな内容になりそう」

　ちなみにサリが魔族の指導者だったら、即座にこの亜空への移住を願い出るだろう。

　それは彼女が未だ種族に対し何の責任もない立場にあり、また魔族には珍しくヒューマンにそれほど憎悪を抱かないタイプだったからだ。

　ライドウが了承さえすれば、最も犠ぎ牲せいが少なく平和な未来が望める、優れた提案である。

　ある意味では、種族の行く末すえを最も考えた提案とも言える。

　だが。

「間違いなく身内から多数の反対、それに私自身が暗殺される危険も出てくる。ヒューマンへの憎悪は……魔族の意思。魔王であればそれに背を向ける決断は有り得ない。少なくとも陛へい下かは、それが魔族の意思だというなら、滅びの道と知っても徹てっ底てい抗戦を選ぶ……」

　サリは悲しげな表情を浮かべる。

　現魔王であるゼフの事を考えると、時折頭に浮かぶのは、優れた王とはどんな存在なのか、という疑問だった。

　いくつかのタイプはあるだろうが、ゼフは民の意思を反映し、実現するタイプの王だ。

　そのためなら自分個人の意思など容易たやすく黙もく殺さつする。

　その点において、ゼフの行動は限りなくシンプルだった。

　ヒューマンを下し、魔族に繁はん栄えいを──それだけだ。

　そしてその二つはセットだ。不可分で、覆くつがえる事はない。

　魔族が繁栄を享受する事でヒューマンを見返すというのも一つの報ほう復ふくの形だとサリは思うが、多くの魔族はそうは思わない。

　彼らはヒューマンの血を望んでいる。

「あるいは、ヒューマンを下す魔族の方針にライドウが賛同してくれるなら、別の道もある。可能性はあまりにも低いけど」

　結局、考えはまとまらない。

　そんな時だった。

「サリ、今いい？」

　部屋の外から、サリが聞き違えてはいけない声が響いた。

「っ!!　はい、どうぞ若様」

　扉を開けたのは、サリの終生の主。彼女自身の契けい約やくでそうなった相手だ。

　彼女の悩なやみなど全く知らぬ、至って自然体のライドウが部屋に入ってきた。

　誰も供をつけていない。

「調子が悪いみたいだけど、大丈夫？」

「大丈夫です。慣れない環境で少し混乱しているだけですから。ご心配をおかけして申し訳ありません。何か、御用でしょうか？」

「サリに少し働いてほしくてね」

「なんなりと。奴ど隷れいの身である私に、ここまでの待たい遇ぐうを与えてくださっているのですから、遠えん慮りょなどなさらないでください」

　これはサリの偽いつわりない本ほん音ねだった。

　事実、彼女自身が覚悟していた待遇よりもかなり良い条件でサリはここにいる。

　奴隷の立場として強要される仕事はないし、今のところ客人といっても差さし支つかえない扱いを受けているのだ。

　一時的なものだとしても、サリには信じ難い状況だった。

「そう。じゃあ明日の朝、会ってほしい種族がいる。彼らに会って、まあ色々要望や話を聞いてまとめてほしい」

「？　構いませんが、それは私がしてよい仕事なんでしょうか？」

　軽く聞いただけでも、掃そう除じや雑用といった奴隷らしい仕事とは明らかに違う気がした。

　サリはそれゆえに確認する。

「うん。人手が足りないし。それに、サリにはある程度予備知識もありそうだって識が言うから」

「……使える、というわけですね。分かりました。仕事をいただけるほどに信用してもらえて嬉しいです」

「だって、裏切らないんでしょ？　契約なんかもあって」

　ライドウはキョトンと首を傾かしげる。

「はい。裏切る気もありませんし、裏切る事もできません。ですが……それでも、何か抜け道はないかとお疑いにもならないのですね。主と定さだめた人が器の大きな方で、私は幸運です」

「……抜け道かあ。思いもよらなかったよ。だって考えるまでもないじゃない」

「そう、でしょうか？」

「そうだよ。大体、そんな事をしたら、サリは僕の敵でしょ？　死を覚悟してまで僕に仕えようとしたのには理由があるんだろうけど、裏切ればその時点で全部台無しだ。頭の良いサリがそんな短たん絡らく的てきな行動をするはずないよ」

「……」

「僕はそんなに考えるのが得意じゃないからさ。裏切りは敵、貢こう献けんは味方。そう考えるよ。ただそれだけ。そこはシンプルにいきたいんだよね」

　恐ろしい事を口にする、とサリは思う。

「例えば、なのですが。若様のために〝一見裏切りに見える貢献〟をした場合は？」

「僕が貢献だと気づけば味方、気づかなければ敵かな」

　ライドウはあっさりと言い放つ。

「……」

　サリは絶句しながら、思った以上に目の前の男は、怖い考え方をする人物のようだと情報を追加する。

「ん、どうしたの？」

「いえ。お言葉、肝きもに銘めいじます」

「？　そう。で、会ってもらう種族なんだけどね」

「はい」

「ここに移住したいって種族に、ローレライっていう人達がいる。元は魔族だったけど、海で生活するうちに別種族並みに色々変わったらしいんだ。聞いた事ある？」

「……ローレライ!?」

「良かった。知っているみたいだね」

「遥はるか昔に、海に活かつ路ろを見出して姿を消した魔族の一派が、ローレライという一族を核かくにしていたと聞いた事はあります。ただ、とうに全滅したものとばかり……」

「じゃあ、それじゃないかな、外見も魔族に近いし。結構寒い海にいたみたいだけど、ちょっと縁えんがあってこっちに移住したいって話になっていてね」

「移住!?」

「で、面談するんだけど、種族情報の取りまとめとか、向こうからの要望とか、事前に調査しておく必要があるじゃない？　それを頼むよ」

「……ここは異種族の移住も受け入れているのですか？」

「ん、まあ状況によりだけどね。今回は海に住まう人で希望を募つのったようだよ？」

「ようだよ、って……。若様が命じたのでは？」

「ああ、そういう事になるのかな？　細かいところは任せているから。亜空って広いし、全部僕のだって言われても、どうも実感がなくてね。住みたい人がいるなら面談してどうぞ、ってのが僕の本音なんだけど。実際には色々あってそうもいかないんだよねえ」

「……そう、ですか」

「サリもそのうちどっかに家でも建ててもらうといいよ。なんなら、ローレライの移住が決まったら、彼らと一緒に過ごすのもいいんじゃない？　元は同じ種族みたいだし」

　どこまでもお気楽な発言をするライドウに、サリはしばし呆ぼう然ぜんとする。

　だが、彼がこの亜空の王だ。

「は、はあ……。あの！　調査の件、しっかりとやらせていただきます。明朝からでいいのでしょうか」

「うん、よろしくね。ゴルゴンとオークを補ほ佐さにつけるから気楽にね」

（……監視？　それとも本当に善意？　この方針がライドウ以外から出ている可能性もあるから、真意が分かりにくい）

「サリ？」

「あ、すみません！　お心こころ遣づかいありがとうございます、若様」

「じゃあ、お休み」

「お休みなさいませ」

　サリはまだライドウの本名を知らない。

　教えられていない。

　ライドウ本人はともかく、周囲からは信用されていない状況だ。

　彼女はその事実を知らないが、遠からず試されるであろうという予感はある。

　準備できていようといまいと、これからの全てが自分にとっての正しょう念ねん場ばだと気を引き締しめるサリだった。
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「あ、識。ローレライの事前調査だけど、言われたようにサリに頼んでおいたから」

「ありがとうございます、若様。あの者にも少しずつ働いてもらいませんと、他の者に示しがつきませんから。助かりました」

　サリにローレライの調査をお願いした帰り、識に会って声をかけた。

「女の子だからって、僕も遠慮してたからね。おかげで切っ掛けにできた。お礼を言うのは僕の方だよ」

「そう言っていただけると」

「ところで、あれは何？」

　何なに気げなく識の視線を追うと、そこにはエマとアルエレメラの姿があった。

　ただ、いつもふわふわ飛んでいるアルエレメラが、地面に下りている。

　珍しい。

　思わず、識に状況を確認する。

「ああ、ご覧の通りです。アルエレメラは、なんといいましょうか、ごく一部若様に似たところがありますね」

「ええっと？」

　言葉の真意が分からず聞き返す。

「住処を探して森を散策した折、初日で狼の住まう森に突入したようで」

「……うわあ」

　いきなりあそこにいったのか。

　なんて不運な奴らだ……。

　あ、似てるってそういう意味？

「見事に蹴散らされ、あの様ざまです。誰もが若様のように切り抜けるとは限りませんから……まあ、彼らは常識的と言えます」

「よく見ると土下座してるね。ああ、エマも確かそんな事を言ってた。なるほど……王様をはじめ、偉い人が土下座してるんだ」

「いえ種族全員で、です」

　この前見た時よりも更に数が少ないのは、そういう事か。

　狼と彼らじゃあ、勝負にならないだろうな。エマの読みは的中したわけだ。

「……大分、狼にやられたんだね」

「完全に怯おびえきって逃げ戻ってきました」

　亜空の狼は出で鱈たら目めに強い。そもそも亜空の生物自体どれもかなり強いようだけど、肉食の獣けものはその中でも輪をかけて強い。

　狼など、今のところ最強クラスだ。

　本格的に戦ったら、オークやリザードマンだって危険かもしれない。

　森と集団戦闘のエキスパートって感じ。

　彼らとの初遭そう遇ぐう時は、心底自分の防御が硬くて良かったと思ったな。

　それはそれとして、狼と話せたのは思い返してみても感動的な経験だった。

　例によって言葉が通じたのは僕だけだったけど。

　まあ狼は賢かしこいから、会話ができなくても振ふる舞まいで、言わんとしている事は十分伝わってくる。

　向こうはちゃんと忠告や警告をしてくれるんだ。問題は受け取る側がそれを察せられるかどうか。アルエレメラにはそれができなかったみたいだな。

「……エマ、許すのかな」

　成り行きを見守りながら、小声で識に問いかける。

「許すとしても、アルエレメラの連中は、もうエマに頭が上がらぬでしょうなあ」

「……そういえば識、アルエ〝フェ〟メラじゃなかったんだけど」

「申し訳ありません。羽は虫むしの名前など、記憶に留めておくのは難しいものですね」

　サラッと認められてしまった。

　取り繕うような事でもない、と。

「賑やかなのに印象が薄いんだよね、彼ら」

「まったくです」

「あ、ところでさ。彼らの森の話、聞いた？」

「確か紫の雲にやられたそうで」

「それについて、詳しく知ってる？」

「はい。大きな災害ではありますが、荒野ではそれなりにある現象です。厚く積み重なった濃こ紫むらさきの雲が、同色の強い雨を伴ともなってその土地を毒で満たすというものです」

　毒の雨を降らす雲か、物騒だな。

　荒野にいた時に遭遇しなくてよかった。

　厚く積み重なったというと、積せき乱らん雲うんみたいな形状だろうか。

　あれが紫……結構な迫力だ。

「厄介だね」

「対策しようにも避難しかできないので、ベースなどが進行ルート上にあると、完全に壊滅しますね。ただ……」

　解説をしてくれる識が少し言い淀よどんだ。

「ただ？」

　続きを促す。

「巴殿から聞いたのですが、あの紫の雲は天候ではなく、実は生物なのだそうで」

「生物？　雲が？」

　僕の常識とはかけ離れていて、どうもピンとこない。

「小さなガス状の生物の群体だとか。普段はそこまでの脅威ではないが、一定以上集まると一気に拡大して災害になると仰っていました。流石に長い時を生きておられるだけあって博はく識しきですね、あの方は」

「ガス生物ねぇ……。やっぱりピンとこないな」

「ですが、生き物である以上は生命があるわけで。つまり、殺す事で散らせる可能性もあるのではと、少し考えてしまいました」

「なるほどね。確かに、生き物なら殺せば止まるもんね」

「もっとも、群体という特とく殊しゅな存在の仕方で、一つ一つは細かな粒や、目に見えないほどのガスだとすれば、殺すというのも現実的でありません。それに亜空にはあまり関係のない話ですので、研究するほどではないかと」

「一回見てみたいな。識は？」

「実は……私も興味はございます。仕事が山積みで今は動けませんが」

「んー、なら巴か澪に頼んでみようかな。サンプルとして持って来られないか」

「お二人も忙しそうですから……翼人にでも頼んでみてはどうでしょう？　彼らには聞いた事がありませんでしたが、もしかしたら何か紫の雲について知っているかもしれません。空の事であれば詳しいでしょう」

「流石、識。うん、そうしてみる！」

　もし面白い特性があったら、学園の講義でも使えないかな。取り扱あつかいが難しくてバイオハザードになりそうなら、やめておくけど。

　すぐにリミアに行かなきゃならないにしても、亜空やら学園やらでやれる事は今のうちにやっておかないとな。

「アレを学生の講義に活用するというのは流石に無理かと思いますが……」

「流石、識──って、いつの間に読心術なんて身に付けた!?」

「主の気持ちを察するのは執しつ事じの基礎スキルだとモリス殿が言うので、習得してみました」

　習得してみました、じゃないよ。できないよ、普通は。

　それにモリスさん……レンブラント商会の執事も大概だ。

「努力家だね、識」

「恐れ入ります」

　もう学園の講義の方針も識にぶん投げようかと、少しだけ思った。
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「は～、見事なもんだな。あれが悪さをしてる紫の雲か」

　ここは荒野のとある場所。

　見上げた先の空にあるのは、まさに紫色の積乱雲。お灸きゅうみたいな形で、見事な大きさと高さだ。

　青い空に紫の雲というのは、圧あっ巻かんだな。

「かなり大規模ですな。発生場所といい進行方向といい、これはそれなりの被害を出すかもしれませぬ」

　紫の雲が今出ているなら見てみたいと言ったら、翼人に頼むまでもなく巴がすぐに出現しているエリアを調べて僕を連れてきてくれた。

「場所？　ここって、荒野のどの辺り？」

「かなり東の方ですな。前方に見える山さん脈みゃくが荒野とそれ以外の地を分けております」

　巴は切り立った山々を指すが、当然その向こうは見えない。

「東……って事は、ツィーゲとは関係ないのか。ベースもないし、被害はどこに出るの？」

「ローレル連邦でしょうな。山脈の向こうはもうローレル領です。確か……地図ではそれほど重要な場所も大きな街も存在していませんが。森や川、いくつかの村はあるでしょうから、それらは被害に晒されるかと」

「荒野ってのは本当に広いねえ。ローレルとも接しているんだ」

　地図じゃあ荒野の正確な描写はないから分からなかったな。

「山脈に隔へだてられておりますから、ローレルとて荒野と接しているという認識はないでしょう」

「確か、ライムがいるんだよね？」

　響先輩は現在ローレルに滞たい在ざいしていて、ライムはその動向をこちらに伝えてくれている。行動を共にしているらしく、詳しい情報が巴のところに届いているそうだ。

「ええ。もうそろそろ戻らせようかというところですが」

「って事は、響先輩達もリミアに帰る頃か」

「見込みでは。ちと、ここ数日奴と連絡が付かぬので、推測ですがな」

「ライムなら大丈夫でしょ。先輩もいるんだしね」

　それを聞いて、巴は少しだけ面白くなさそうな顔をする。

「あの者──響は、それほどの人物ですかな。確かに頭の回転はそれなりのような気がしますが、若がそこまで持ち上げるだけの人物とは、正直……」

「響先輩は天才だと思うよ。一つ上とはとても思えない。僕の弓なんかは一種の異能とか奇才とかって類だと思うけど、先輩は本当に、なんでもできる人だから」

「それはちと、過大評価では？」

「そうかな？」

「確かに優れている面はあります。が、儂には若の方が余程突出した存在だと感じられますな。言い難にくいですが、若の響への評価には憧あこがれなどが多分に入っているのでは？」

「……かもね。僕が先輩に抱いていたイメージそのままなら、そもそも先輩はこんな異世界になんて来る人じゃない。その辺りの事情はこの前聞けなかったけど……まあ、憧れが混ざってるのは認めるよ」

「若が響に依存する事はないでしょうが、あの者は戦士としてよりも政治家としての才に恵まれているようにも見えましたので。いらぬ事かもしれませんが、ちと忠告までに」

「ありがとう、巴。気をつけるよ」

　といっても、あの響先輩が僕をはめるなんて事はないだろうけどさ。

　だって、はめる理由がそもそもない。

　帝国の勇者、智とも樹きはともかく、先輩は大丈夫だと思う。

　暗に智樹についての忠告もしてくれたんだしさ。

「……それで、若。あの雲はもう十分堪たん能のうしましたかな？」

「呼びかけても反応はなし。対話は不可能みたいだね。余よ地ちはあると思うけど……そこまでする必要はないだろうな」

「では、もう戻っても構いませんな？　午後からはロッツガルドに行く予定だとか。識は一足先に出ておりますし、若もそろそろ」

「うん。あれじゃあ講義にも使えそうにないね。あとは……」

　僕はアズサを呼び出して矢を番つがえる。

「若？」

「放っておくと、あれはローレルに流れるんでしょ？　あの国は一応異世界人の受け皿になってくれているらしいからさ。ちょっと助けておこうかなって」

「それなら、被害が出てからの方が恩おんを売れますぞ？」

「ははは。なんていうのかな、別に恩を売りたいわけじゃなくて……」

　矢を番えて、十分に狙いをつけた状態で巴に答える。

　狙いをつけた場所は界を展開して見つけた核らしき部分──雲を形成するガス状の生物の密度が一際濃い一点。

　多分あそこを射いれば、少しは効果があると思う。

「情けは人のためならず、の精神ですかな？」

「それも、少し違うなあ」

　巴が言った事は近い気もするけど、どこか違う。

　適当な言葉はないか記憶を手た繰ぐりながら矢を放はなつ。

　それから、しっくりくる言葉を見つけて、僕はそれを口に出した。

「ああ、そうだ。ご恩おん送おくり、に近いかな」

「ご恩送り？」

「異世界人としてこの世界に落ちた日本人達をローレルは匿かくまってきてくれた。思惑は別にして、それで助かった人は沢山いたと思うんだ」

「まあ、そうでしょうな」

「だから、そんなローレルの行為に僕が恩を感じて、それを返すみたいな。僕が受けた恩ではないし、多少あべこべだけど、ね」

「それは、先人の日本人がそれを望んだのでしょうか。会った事もなく、知りもしない者への行いに恩を返すとは、儂にはよく分からぬ感情ですな。この件に見返りを求めぬというのも」

　矢で射抜いた場所がぽっかりと空き、そこを起点に紫の雲が散っていく。

　なんとなく、手て応ごたえが薄い。

　対象を射抜いたのは確かなのに、その感覚がどうも……偽にせ物もの臭い。

　はっきり言ってしまえば、〝殺した実感〟がしっかりと手元にないのが違和感になっている。

　これは射手特有の感覚だ。

　でも、連結している大元は確実に射抜いたんだから、大した災害にはならないよな、多分。

　確認しようにも時間はないし、ローレルに何かあるようなら、ライムから報告がある。

　それから対処しても大丈夫だろ。

「どうしてこんな事したのかなんて、それ以上は僕にもよく分からないよ。ただ日本人がお世話になったなら、って思っただけだから。ご恩送り、と言ったのも後付けだしね」

「まだまだ儂も勉強が足りておりませんか。精しょう進じんせねばなりませんな。なんにせよ、お見事でした。あれなら大災害になるような悪さはもうできんでしょう」

「──しまった！」

　そこで、僕はつい声を上げた。

「どうされました？」

「サンプル。識も興味あるって言ってたんだった！」

「それなら、もう採取して亜空に送ってあります。少量ならさして害もないですからな。苦労でもありません」

「……良かったー。じゃ、戻ろうか」

「御ぎょ意い。海に移住させる連中については、若の案で選抜しようと思います。今日は一日、儂も澪もそちらにかかりきりになりそうです。これもメザシを七しち輪りんで焼くためだと思えば、苦労でもなんでもありませんがな、ふふふふ……」

「冬に備そなえてこたつとみかんも用意しとけー」

「そちらは既に。いやいや、楽しみですなあ」

　さて、久々のロッツガルドか。ジン達はどうなってるかな？
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　扉の奥から〝どうぞ〟と声がした。

　案内してくれた女性はそれを確認し、僕に一礼して去っていく。

　前に会った時に比べると、少しそっけないな。

　あのルトが寝込んでいるんだから、さぞ働きやすいだろうに。

　そういえば、レンブラント商会だと執事のモリスさんは扉を開けて招き入れてくれて、その後自分も室内に入ってくるんだけど、ここでは違うみたいだ。

　ここはロッツガルドの冒険者ギルド。

　僕は、上位竜にしてギルドマスターのルトの見舞いに来ている。

　奴の執務室には、以前来た時には無かったベッドが鎮ちん座ざしていた。

　ソファの配置も変わっているのは、見舞いにきた人に使ってもらうつもりなんだろう。

　……まあ、このだだっ広い執務室なら、病室代わりに使うのも不可能じゃないか。

　セキュリティもそこそこみたいだから、安心できるだろうし。

「……執務室にいるって言われたから大した事ないのかと思ったら……相変わらず斜ななめ上だな、お前」

　しばしの絶句の後、色々考えた僕は、この部屋の主ぬしに声を掛けた。

　臨時で置かれたベッドの上で、それはもう怪我人って格好をしたルトに。

「お見舞いありがとう、ライドウ殿。冒険者ギルドの長ちょうともあろう者が、こんなに情けない姿ですまないね」

　今更何を殊しゅ勝しょうな事を。

　大体怪我ってなんだよ。

　ルトは全身包帯で、左足なんて骨折の定番みたいに石せっ膏こうか何かで固められた状態で吊つるされている。

　まさに、絵に描いたような怪我人ルックだ。

　かなり重傷にも見える。

　でも聞く限り、こいつが寝込んだ原因は全力ブレスの後遺症、いわば疲労だ。包帯とかいらんだろ。雰囲気作りにまで全力出しすぎだ。
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「神こう々ごうしい格好で馬鹿やって、帰ったらベッドで怪我人コスプレとは……ネタに命を懸かけてるだろ」

「コスプレとは失礼な。これは全部本物の負傷だよ、ライドウ殿」

「全治一週間の疲労だって聞いてるけど？」

「……ライドウ殿。それは情報が古いよ。少し前まではそうだったんだけどね。今や僕自身の見立てで全治一ヵ月くらいだよ」

　……僕自身の見立て、ってなんだ。医者に診みてもらえよ。

　そういえば、この世界にはいわゆる大病院ってのは無いな。

　小さな診しん療りょう所じょはあるけど、ベッドの数が多くて医療スタッフが集まった場所は見かけない。

　大抵魔術で済むし、薬も異様なまでに即座に効果が出るものが多いせいもあると思うけど……。

　医者か。

　竜も診られるってのは特殊だろうから除外するにしても、うん……獣医とか亜人医？　とか育ててみるのも面白いかも。薬局の一歩先みたいな感じにできないかな。

　人材育成に時間がかかる事を考えると、いつ頃実現できるか分からないけど、近いうちに提案してみようか。

　とはいえ、実際に育てるのも、カリキュラムを組むのも僕じゃない。言いっ放し投げっ放しになるから、気軽にやってみてとは言えないし、形になるかどうかも不明だ。

　ま、何かの切っ掛けにでもなればいい。

「お前、自分で診療したのかよ」

「無論だよ、ライドウ殿。こう見えても、そこらの医者や神官より治ち療りょうの腕は上だと自負しているからね」

　それにしても、さっきからわざとらしくライドウ殿、ライドウ殿と、どうしたんだ。

　いつもは〝真君〟なのに。

　こいつがライドウ殿とか呼ぶのはギルド長ファルスとして振舞う時くらい。でも今は執務室の中だし、その必要もない。

　言っている事もまともだし、今日は何を企たくらんでいるのやら。

　変態な思考を聞かなくて済むのは助かるものの、不ぶ気き味みだ。

「で？　随分と他人行儀に話して、今日は何を企んでる？　ル──」

「ライドウ殿！」

　僕が問い質ただそうとすると、珍しくルトが言葉を遮さえぎった。

　すると──

「どうやらお二人は、私が考えていたよりずっと仲がよろしいようだ。彼には色々と謎なぞが多いが、これでまた一つ増えてしまった。それではファルス殿、どうかゆっくりと休んで、お体を労いたわってください。代理の方を立てる件につきましては事情も分かりましたので結構です」

　──ザ、ザラさんですと!?

　見ると、誰もいないと思って気にも留めていなかった応接スペースのソファに、商人ギルドのザラ代表が深々と腰掛けていた。

　どうしてザラさんがここにいるんだよ。

「あまりお構いもできず、仕事の話ばかりになってしまって申し訳ありません、ザラ代表。しばらくの間、よろしくお願いします」

「私どもの関係では見舞いなど口実、お気になさらず。……なるほど、ファルス殿も彼も、どちらも秘密が多い。そういったところが打ち解とける切っ掛けだったのでしょうな。ならば私も、秘密を持つよう心がけてみましょうか、ははは」

　……。

「ご冗談を」

「なに、お二人のご協力はロッツガルドの復興の大きな助けになっています。仲が良いのは実に喜ばしい事です。少々嫉しっ妬としてしまいそうですがな。では、また」

「ええ、そちらもご自愛ください」

　何も言えず、僕は呆然と二人の会話を見守る。

　こんな事なら界を展開しておけばよかった。

　大体、ルトも念話で教えてくれればいいだろうよ。

　あ、この部屋、ルト自慢のテクノロジー（自称）とやらで念話使えないんだっけ。僕を招く機会が増えたから秘密を守るために外部と遮断しているとか説明されたのを思い出す。でも何故かその時、ルトが後ろ手に部屋の鍵を閉める画えが頭に浮かんできて引いたんだったな、確か。

　だからと言って〝ライドウ殿、ライドウ殿〟と言われるだけで分かるか！

　あの変態が呼び方を変えても、陰いん謀ぼうを警戒する方が先だっての。

　ザラさんもザラさんだよ。気配の消し方とか、絶対商人じゃないだろってくらいに上手かったぞ。

（ライドウ、見舞いが終わったら顔貸せ。商人ギルドじゃなく、〝俺の店〟で待ってる）

　すれ違いざまに耳打ちして、答えを聞かずに去っていくザラさん。

　ああ、次の予定が決まった。

　ご飯食べて、店に顔を出してから学園って予定だったのに。

　なんだかんだで、この街ではお世話になっている人だけに、断るのも難しい。

「ルト、お前ひどくない？」

　ザラさんが出て行った後、早速愚ぐ痴ちを食らわす。

「これでも気づいてもらえるようにアピールしたつもりだけど？」

「そもそも、先客がいるなら僕なんか外で待たせればいいじゃないか。ほとんど話は終わってたっぽいし」

「真君が今立ってるステージを考えれば、彼の存在に気付くくらいできるようになってるだろうから、試してみようかな、なんてね」

「テストはテストでやってくれ……。いきなり本番はないだろ……」

「確かにザラは、昔何かやってたかなって思うくらいには気配を消すのが上じょう手ずだよ。でも、探さぐれないほどじゃない。高ランクの冒険者ならできるくらいの事は、真君もできた方がいいんじゃない？　何か探知に特化した魔術も持っているようだけど、そんなものに頼らずともさ」

「ぐ」

「それにさっきも少し言ったけど、僕は今結構な大怪我をしているんだよ」

「聞いたよ。全治一ヵ月だろ？　ブレスで疲れただけじゃないのか」

「……寝込んでいるところに来客があってね。悪魔のような笑顔の女が二人だよ」

「女ねえ」

　ルトにここまでやる猛も者さが、この世界にはまだいるのか。

「連中はこの部屋で休んでいた僕をあっという間に簀す巻まきにしてね。ケタケタ笑いながら殴なぐる蹴るの暴行さ」

　ケタケタ……こわ。

　この変態の事だから、そこら中で恨みを買っているに違いない。でも、弱って休んでいるところに侵入して、笑いながら暴行とは……。日頃の行いって大事だ。

　僕も学園の生徒には少し優しくしておく必要があるかもなあ。最近構ってやってないし。

「因いん果が応おう報ほう、深い言葉だよな……」

「……僕への同情がひとかけらもない言葉だね。一人は君のとこの侍さむらいかぶれだっていうのにさ」

　は、侍？

「僕は身動き取れないくらいに疲労していたのに！　あの侍かぶれと年とし増まの砂さ漠ばくトカゲが鈍どん器き持参で闇討ちしにきたんだよ！」

　巴……やけにルトに優しい発言が多いから賄わい賂ろでも貰ったかと思ったら、既にスッキリしていたからか。

　あれでも世話になっているのは確かですし、一度お見舞いに行かれてはどうですかな、若──なんて言ってたっけ。

　この惨さん状じょうを見た上で再生すると、狩りの成果を主に見せたがる忠犬のような発言に変わるな。

　あいつが忠犬タイプかどうかは置いておくとして。むしろ猫タイプかもなあ。

　となると、もう一人は上位竜砂さ々ざ波なみことグロントさんか。

　彼女については白の砂漠から出てこないから、僕が卵を持っていく話になったというのに。

　ルトをボコるためにロッツガルドに来られるなら、卵くらい自分で取りに来てもよかったんじゃなかろうか。

　……それとも、砂漠から出てこざるを得ないほど、この変態は上位竜の間でも迷惑を振りまいてたのか？

「なるほどなあ」

「大体ね、君があの神器のうっすーい極低確率を引き当てたのがそもそもの原因じゃないか。一体どういうヒキをしてるんだよ、真君は!?　なのに巴の奴ときたら〝わざわざ魔族の街まで若をストーキングか？　若は倒れられたそうだ、どうしてくれる？〟とか言っちゃってさ！　グロントはグロントで〝ほほほほ〟と笑ってるだけだし！　怖いし！」

「っ!?　違うだろ!?　一週間自分が寝込むようなアホな攻撃を仕込んだお前が元げん凶きょうだろ!?　大体発動させたのは僕じゃなくて、魔族の人だ！　こっちはあの後、お前のブレスという名の兵器を防ぐのにどれだけ苦労した事か！」

「キミがいなかったら絶対に選ばれてなかったと、僕は確信してるね！　僕だって、良い雰囲気のレストランで新しい秘書を口く説どいてる最中に強制召喚だよ!?　おかげで彼女、僕がいきなり逃げたと思い込んじゃって、フォローするの物凄く大変だったんだ!!　何せ、ご覧の通りの寝たきりだからね！」

「それこそ知るか！　こっちはあの散弾ブレスとその他諸もろ々もろ処理したんだからな！　一発は遠くの山に落ちてえらい事になるし。後で魔族に調べてもらって、人的な被害はなかったって報告をもらったから少し安心したけど！　街では数十人の死人も出たんだぞ、開き直るな！」

「世界地図に拳こぶし大だいの黒穴作る勢いで設定したんだから、そのくらいはとうぜ……え、数十人？」

　本当はもっといたかもしれないけど、僕の知る限りではな！

「そうだよ！　お前のブレスと、その前の咆ほう哮こうとかのせいで、魔族の子供やご老人を中心に数十人の死者が出たの！　負傷者を含めると桁けたが二つ変わるんだぞ!?　自分のやった事を反省しろ、反省！」

「え、あの一帯は消し炭というか、深い穴が出来た……よね？　紅あか璃りのとこは無事だったって聞いたけど、魔族の古都は全滅でしょ？」

「なわけないだろ。僕がなんとか受け止めて消したよ。代だい償しょうとしてぶっ倒れたけどな。魔力がガリガリ無くなる感覚とか、一生知らなくていいようなもん味わわせてくれやがって。なんで僕がお前の不始末の処理で気絶せにゃならんのかと、今思い出しても……うん、巴よくやった！」

「あれを……全部だって？」

「だからそう言ってるだろ」

「……真君」

「なんだよ、急に静かになって」

「どうやって、消したの」

　ルトの雰囲気が変わった。

　なんというか、好奇心の塊かたまりとでも表現したい色合いの、強い光が瞳ひとみに宿っている。

　目が据すわっているのも相まって、怖い。

「澪に集めてもらって、それを僕が受け止めて、消した」

「魔術で？」

「魔力体の変換とかなんとかでね。識に詠えい唱しょうをサポートしてもらったから、詳しい事は実はよく知らん」

　創造がどうのって話は言わない方がいい気がして、惚とぼける事にした。いくらかの真実を混ぜて、バレにくそうな感じにして説明する。

「マテリア・プリマの変換……。それ、今できる？」

「話を聞いてない奴だな。識にサポートしてもらったって言っただろ？　今は無理」

「……そっか。あれを、実質一人で、周りに被害なく……そっか……」

　ルトはなんかブツブツ言いはじめた。これは新しいパターンだな。

　ただ、他のケースも含めて言える事だけど、こいつの新しい一面はどれも残念すぎるから発見しても嬉しくない。

　あ、そういえば、こいつには他にも用事があったんだ。

「おーい生きてるか？　一応、見舞いのついでにケリュネオンに送る冒険者の候補リスト貰いたいんだけど、出来てるよな？　もしもーし？」

「……真君。僕は傷ついた」

「それを言うなら怪我をした、又は傷を負っただろ？　じゃなくて、こっちの話を聞けよ」

「違う。あの二人は僕の体を傷つけたけど、真君は今、僕の心をボッコボコにしてくれた。だから傷ついたで合ってる」

「……あのな。言っちゃ悪いが、それこそお互い様──」

「だから今日はもう帰ってよ。リストならここまで案内させた娘こに預けてあるから、貰っていけばいい。こんなザマだけど、手抜きはしてないから安心していいよ」

「あ、そう」

「そう。さっきザラに呼ばれてたろ？　早くそっちに行きなよ」

　そっけない。でも実に助かる。

「分かった。お大事に」

「夜よ這ばい待ってる」

「ああ、巴とグロントさんに声かけとくよ」

　いい加減、あれのセクハラにも慣れてきたから、軽くあしらう。

「……」

「じゃ」

　黙だまったルトに一声かけて、部屋を後にする。

　それじゃあザラさんの店に行くか。

　確か娼しょう館かん……じゃなくて不動産の店だった。あの人が〝俺の店〟と言うのはそこの事だ。

　表向き、ザラさんは娼館にはタッチしてない体ていだから。

　僕は受付にいたお姉さんからリストの入った筒つつを受け取って外に出た。




◇◆◇◆◇




　冒険者ギルドを後にしたその足でザラさんの店を訪れた僕は、既に顔見知りになるくらいに挨拶した受付や事務の人に迎えられ、代表の部屋に通された。

　今でこそ慣れたものだけど、応接室ではなくザラさんの部屋に入れる商人はそれなりに少ないらしく、最初は疑問と驚きの目を向けられたものだ。

「このところ外回りに出ていたらしいな？　あの事件で一気に顔を売って、そこら中の国から呼ばれている、といったところか？」

　挨拶も早々、ザラさんに最近の外回り事情について看かん破ぱされてしまった。

「……ご推察の通りです」

「要よう領りょうの悪い回り方をしていそうだ……と言いたいところだが、グリトニアやリミアは断りようもないし、こればかりは仕方ない。何事も、最初は目の回る忙しさを味わう時期がある」

　お？　また怒られるかと思いきや、今日はなんだか優しい。

　強面こわもてなだけに、五割増しで優しさを感じる。

「ギルドの会議は代理がきちんと出ているから問題はない。しかし、代理が識さんではなく亜人だったのは驚いた。以前ならそれで一ひと悶もん着ちゃくあったかもしれんぞ。もっとも、変異体事件後はこの街も亜人への差別が大分緩ゆるやかになってきた。生き残った連中には亜人に助けられた者も多いからな。いつまで保もつかは分からんが」

「それは良い傾向ですね」

「神殿関係者はあまり面白くなさそうだが、この街に限っては、少なくとも表面上は彼らも好意的だ。今のあそこのてっぺんは、あれでなかなか話が分かる」

　神殿のトップか……ハスキーな声の女性としか記憶してないけど、それなりに優秀なんだな。派遣先の街で上手くやっていく能力は、転勤が多い人には有用な資質だ。

「お前のところの代理も一役買っているぞ？　あの、アクアとエリスだったか。彼女らは鋭するどい意見や面白い提案をいくつも出してくれている。会合ではお前よりも彼女らの出席を望む声もある。無論、冗談めかしてはいるが、俺が見るに、目は笑ってなかったな」

「……そこは冗談で、とだけ言ってもらえると」

「馬鹿、奮ふん起きをしろ、奮起を。あの二人に起業を勧める声も毎回あるが、どちらも即座に断ってる。どういうわけか、お前は良い手て下かを持つ幸運に恵まれている。大事にして、お前自身の成長にも役立てろ」

「はい……頑張ります」

「レンブラントの奴に言われて、あれ以来お前を見ているが……別にふざけているわけではないんだな、お前は。ただひたすらに実力が追いついてない、それに尽つきる。なのに、周囲の環境と扱う品、人材、それに幸運に恵まれすぎて、立場だけがどんどん上がっていく。俺に言わせれば、軽くホラーだ」

　……本当にまったくだ。幸運って部分だけは否定しますが。

　それをまさか、ザラさんから言われるとは思ってなかったけど。

「まだまだ未熟で、足りない事ばかりです」

「ああ、まったく。お前を商人として本気で育てるなら、周りと切り離した上でどこかの街の支店でも任せるのが一番だと思う。俺ならそうするな。だが、お前の場合〝戦う商人〟だからなあ……いや、それでは生温い。軍隊商人、殲せん滅めつ商人、地雷商人。なかなか上手い言葉が出てこないが、そんな分類だ。前例がない」

　ひ、ひどい喩たとえられ方だ。

　どれもこれも、商人ってフレーズが完全におまけになってる感がハンパない。

「あの……それで、私にご用件というのは」

　これ以上いじられるのも悲しいので、さっさと用件を聞いてしまいたい。

　流石に会っただけで胃が痛くなる事はもうないけど、今日はこの後も学園に行くつもりだ。

　イレギュラーな用事はさっさと済ませるに限る。

「ん、ああ。用件は二つ。一つは復興への今後の協力について。もう一つはエステルんとこの件だ」

　復興はともかく、娼館のエステルさん？

　となると、〝彼女達〟の事だな。

　僕には特に問題の報告は入っていない。

　エステルさんからザラさんに意見があったと予想できるけど、なんだろう？

「復興への協力ですか」

「ああ。お前は復興に従業員やら講義に参加している学生やらを寄よ越こしてくれて、かなりの助けになっている。そこで確認なんだが、今後もこのペースで協力を続けてくれるのか？　またお前が出かける前に確かめておきたい」

「もちろんです。復興できていない区域はありますし、最後の変異体が暴れた辺りはまだ手付かずです。あそこは公園として再整備するという話ですから、大変な工事になるでしょう？」

　まだまだ手は多いほどいいはずだ。

「助かる。正直、クズノハ商会の協力は、復興のペースそのものを左右しかねないほどの力になっているからな。突如現れたあの二本の巨木は、これからの学園都市のシンボルとして存在感がある。優先順位は上げられないが、できるだけ早く手をつけたいんでな」

　これから街の人の憩いこいの場になっていけるなら、変異体にとっても死に場所としては悪くないだろう。

　公園だけに優先順位はあまり高くないと思うけど、今の復興ペースを維い持じできるなら、そう遠い話でもないよね。

「それで、エステルさんの所で何か問題が起きているんですか？　世間に不慣れな娘達ですけど、面倒事は起こさないと思っていたんですが」

「問題は起きてないがな……ライドウ、お前、あの娘達を一体どこからさらってきた？」

「……。ザラさん、その冗談は笑えません。僕は彼女達の友人で、村とも良いお付き合いがあります。その縁で、あの娘達に仕事を世話しただけです」

　人身売買なんてするわけがない。僕がしたくない商売をクズノハ商会でやる気は一切ない。

　ただでさえ、あの魔族のサリの事で憂ゆう鬱うつなんだ。

　奴隷売買はどうも僕には合わない。

「ふ、冗談だ。まさか娼館のフリーパスを渡したら、働きたいという女を送り込んでくるとは思わなかったぞ。しかし〝利用〟は一度もないようだな、ライドウ？　エステルが寂さびしがっていたぞ」

「勘弁してくださいよ。とてもそんな暇ひまは──」

「女を抱く時間なんぞ、忙しくても作れるもんだ。本当に抱きたかったら、な」

「……大体、エステルさんは娼しょう婦ふじゃなくて店の経営者でしょう？」

「経営者兼娼婦だ。気に入った客なら相手もする。お前には娼婦だと名乗っているはずだぞ？　と言っても、実際相手にできる男は片手で数えられる程度、お前は自慢できるぞ」

「なんの自慢ですか……じゃあ、あの娘達に特に問題はないんですね？」

「概おおむねな。ただ、エステルからもう少し人数を増やせないかとは言われている」

「人数を？」

「お前からは亜人だと紹介されたが、客には特に何も言わずにヒューマンの娼婦として出している。極めて好評だ。ハマる客も大分出てきている」

　魔物と言うと引き受けてくれないだろうから、亜人だと伝えたんだけど……いつの間にかヒューマン扱いされていたみたい。それで問題になってないならいいか。

「ヒューマンとして、ですか。まあ見た目で分かる特とく徴ちょうはありませんしね」

「そうだ。客の中にはヒューマンしか受け付けないという馬鹿も少なからずいるが、自分で気付けないなら、そんなものこちらの知った事ではない。自分で気付いて文句の一つでも言ってきたら、こちらも誠せい意いを見せた上でヒューマンを出すさ」

　この辺りは僕にはない発想だな。

　ニセモノを出したり騙だましたりしても、見抜けない客が悪いという考え。

　ちなみに、この世界だと客にも目め利ききを求めるのは結構普通だから、僕みたいに基本的に本物だけを扱う商人は少数派だ。

「好評との事ですけど、他の女性から妬ねたまれたりしていませんか？」

「その辺はエステルが上手に手た綱づなを握っている。復興も順調で客も増えてきてな。ここらで新しいハコを用意する流れになった。で、あの娘達の村で出てこられる者はいないかと、エステルからせっつかれたわけだ」

「そうでしたか」

「お前に言われた通り、あの娘達の素性は一切詮せん索さくしていない。だからこうして直接頼んでいるんだが、どうだ？」

「……数人なら希望する者がいると思いますが。確認して、近いうちに商会の者に返答を届けさせます」

　実は石化の制御がある程度できるようになったゴルゴンを何人か、ロッツガルドの娼館に送り込んでいる。もちろん、当人達の希望で、だ。

　ザラさんの用件は彼女達についてだった。

　皆特に問題も起こしていないし、実に上手くやっているみたいだ。

　ただ、石化の制御というのがネックで、誰にでもできる事じゃない。

　今のところゴルゴンでもかなりの強つわ者ものじゃないと亜空から出るのは無理だ。その中から娼館に半数、商会の外回りや店員に半数といった感じで、動いてもらっている。

「頼む」

「こちらこそ、働かせてもらって感謝しています」

「……いつか無断で商売をやられてお前とドンパチ──なんて事にならなくて、俺もほっとしてる。何せ彼女ら、暴れる客の鎮ちん圧あつもこなすからな、本当に重ちょう宝ほうする。これからも是ぜ非ひウチで働いてほしい、助かっていると、お前からも伝えておいてくれ」

「分かりました」

「それと、彼女達はクズノハ商会に寝泊りしているようだが、住む場所がないならこちらで部屋を手配できるぞ？　もし風習や環境の問題で同居が難しいなら、娼館じゃなく別に家を用意してもいい」

「随分評価してくださるんですね」

「俺は自分の仕事に前向きで優秀な奴は好きだからな」

　……僕は前向きだとは思うけど、優秀じゃないからなあ。

　ゴルゴンがちゃんと評価してもらえているのを素す直なおに喜んでおこう。

　商会の方の娘達も真ま面じ目めに働いてくれているようだし、ありがたい。

「伝えておきます。ご用件がそれだけでしたら、私はこれで失礼しますが」

「用件は以上だ。……一つ、これは興味から聞くんだが。ライドウ、今度は海で何かやる気か？　ここから海は相当遠いが、お前、潮しおの匂いがするぞ？　営業先が海とは予想外だった。冬の海など、荒れるばかりで大した商売もできないだろうに」

「ああ、これは」

「商売にかかわる事なら無理に話さなくていい。聞こうとは思わん。むしろ、脇わきを締めろと叱しかりたいところだ」

「……ご指導ありがとうございます。いずれ商売になるかもしれない事なので、伏せさせてください」

「それでいい。お前の誠せい実じつさは、ここの商売ではとりあえず隠せ。誠実である事は理想だが、通用する場所は少ないからな」

「はい。それじゃあ失礼します」

「わざわざ来てもらって悪かったな。気をつけ──る必要はお前にはないかもしれんが、トラブルはどこにでも落ちている。賢かしこくな」

　会う度に漏れなく説教をもらうな、この人には。

　なんというか、やっぱり苦手だ。

　ええっと、ゴルゴンで今外に出られる人が何人いるかを確認するのを追加っと。海関連で何人か彼女たちにも声をかけようと思っていたけど、この調子だと無理そうだな。肝心の亜空でやってもらってる牧畜が人手不足になったら元も子もない。

　さて、もうすぐ昼か。あと用事はリミアとの連絡と学園への顔出し。

　リミアからの連絡は店に届くから……先に学園に行くか。

　昼食時なら授業の邪魔をする心配はないし、ジン達を探すのも楽だ。

　復興でこき使ってるだけに、少しはフォローしておかないとな。

　講義の本格的な再開もそろそろ伝えておくのが筋すじだ。

　新しい生徒の募集についても、予あらかじめ事務局に連絡しておいた方がスムーズにいくだろう。

　ただ、学園長やら講師の派は閥ばつが面倒そうではある。こっちは会わない事を祈るしかない。

　やや重い足取りになりながら、見た目にはすっかり元通りになった大通りに出る。

　さて、久々の学園はどうなっているかな。
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　久々に来た学園は妙な雰囲気になっていた。

　活気があるというか、殺気があるというか……なんだか既視感がある。

　正門から第一校舎に続く石いし畳だたみの道は、いかにも金持ちの子が通いそうな上品な雰囲気を漂わせた学園の顔。

　実技講義に使う屋外施設や各種フィールドは軒のき並なみ奥の方にあるから、基本的に正門辺りは荒っぽい気配は皆かい無むだった。

　なのに今は、ここからでも多少の戦闘らしき音や気合の入った叫さけび声が、小さいながらも聞こえてくる。

　これも変異体事件の影響かな。

　ジン達の講義は基本街中での復興作業にしていたので、僕自身が学園に行く必要があまりなく、ほとんど顔を出していなかった。

　識には何度か学園に行ってもらっていたけど、この雰囲気に関して報告はなかった……。

　ま、多少騒がしくなったとしても、生徒のやる気が高まったというなら問題はないだろう。

　さっさと講義について事務局で手続きして……後はジン達の顔だけ見ればいいか。

　いや、どうせ明日は講義だ、軽く見て回って会えないようなら無理して今日会う必要はない。

　連絡も事務局経由で回してもらえば済む。

　長居すればそれだけ学園長その他に呼び出される可能性が高くなるからね。

　第一校舎は来らい賓ひんや保護者、そして関連業者が訪れる。こちらも学園の顔の一つ。

　生徒の出入りこそ少ないが、校舎はいつも綺き麗れいで補修の手が入るのも早い。生徒が使う校舎も相当ハイグレードだけど、更に一段上って感じだ。

　ロッツガルド学園の応接室的な校舎と言える。

　何度か訪れて勝手を知っている僕は、一直線に事務局に向かい、声をかけた。

「お疲れ様でーす」

『!!』

　瞬間、室内にいた関係者が一斉に受付越しに僕を見た。ここの豪ごう華かな内装に気け圧おされる事もなくなった僕でさえ少々引く、異様な雰囲気に包まれる。

　な、何事？

「あのー、臨時講師のライドウですが。講義の内容と届出に一部変更があるので、手続きを……」

「やっと、やっと来てくれましたね、ライドウ先生!!」

　僕が用向きを口にすると、受付に出た人がカウンターから勢いよく身を乗り出してきた。

「へ？」

「助手の識さんには、ライドウ先生に直接お越しいただくよう何度かお伝えしたのですが。その度に他の街に営業に行っていると断られてばかりで……本当にもう、困っていたんです！」

　即座に対応してくれた人の他にも、数人の事務員が受付に詰つめ寄って僕を見ている。

　意味ありげに睨にらんでいたり、安あん堵どの笑みを浮かべていたり、嗚お咽えつを漏らしていたり。

　反応は色々。ただ全員が、〝困っている〟という言葉に大きく頷いていた。

「留守がちにしてすみませんでした。グリトニア帝国に呼ばれて街の外に出た折に、新しい取引に繋つながりそうな案件がありまして……少しでも早い方が良いと判断してすぐにまた出ておりました。でも、休講の届けはきちんと出していたはずですよね？」

　ちゃんと識に頼んでおいた。

「確かに受理しております。とにかく、これを」

　この際事情はどうでもいいとばかりに、目の前に差し出されたのは茶封筒。

　かなりでかくて、厚い。

　ちらっと中身が見えた感じ、全部書類っぽい。

　でも、こんな風にまとめて渡されるなら、そこまで重要なものでもなさそうだ。

　時間がある時に少しずつ確認していけばいいか。

　そんな僕の考えを見み透すかしたのか、事務員が念押ししてきた。

「言っておきますが、全て至急確認していただく必要のある書類ばかりです」

　マジ？

　……これ、全部？

「それからこちらも」

　すぐに同じくらい厚みがある、限界近くまで詰め込まれた茶封筒が追加された。

　どん、どん、どんっと。

　六つもあるんですけど。

「あとは、学園内部に関連する書類は臨時講師控え室の隣室にまとめてあります。ライドウ先生に直接チェックしていただく決まりで、識さんにもお願いできない事でして」

「……どうしてわざわざ隣室に？　いつもは控え室の机に置いてくれていましたよね」

「……それはですね」

「はい」

「入りきらないからですよ」

「は？」

「控え室は他の先生もお使いになりますから。今の段階で隣室は部屋の三分の一程度まで書類で埋うまっています。返答の催さい促そくもあるので全てが別件というわけではありませんが、こちらでも全ての仕分けは難しく、日付ごとにまとめるのが精一杯でした」

　事務員の彼の目は〝こっちには他の仕事もあるんですよ、分かります？〟と語っていた。

「学園の内外どころか、街からも、更に他国からも問い合わせの書類と念話が絶えません。一日の事務の何割かがライドウ先生関連なんです、今の事務局」

　嘘だろ？

「……」

　言葉が出ない。ただゴクリと唾つばを呑む。

「復興に関連した臨時の仕事も多い中でコレですから。ご覧になって分かったと思いますが、事務局は大増員ですよ。ですが、ようやくおいでくださった。書類の整理と処理、今日から持ち帰りでお願いします」

「……は、はい」

「で、講義についての手続きですね。具体的な内容をお聞きします」

「人数の増員と──」

　事務局の全員が目を見開く。えらく反応でかいな。

「講義の回数減を」

「無理です」

　僕がその言葉を口に出した瞬間、きっぱり断言された。

「え、あの、講義の回数を減らす手続きはできるはずですよね？」

「絶対に無理です」

「人数の増員は事務局を通して募集出すだけですよね？　一時停止していたのを解除してもらって」

「はい、〝そちらは〟可能です。むしろ、特例で参加人数枠わくの増加を認めてよいと上から通達を受けていますので、是非現状の限界である八十人まで増員してほしいところです」

　は、はちじゅうって。

　アホか、日本の学校でも一クラスその半分弱だっての。

　教員資格もない僕がそんな人数の教育なんて、できるわけがないじゃないか。

　怪我もするし、危険もある実習形式の講義だ。当然僕と識の目が届く人数まで、というのが大前提になる。

「……無茶言わないでください。増員といっても、精々今の倍ぐらいまでですよ。とりあえず四、五人程度を予定してます」

「そんな人数、焼け石に水です、先生……」

　馬鹿な。少なすぎる。血の雨が降るぞ。事務局には責任はない事務局には責任はない、つまり俺にも責任はない……とか。そんな声が聞こえてくる。念ねん仏ぶつの如ごとく。

「と言われましても私の限界ですから。講師としては、講義で生徒を死なせたくないですし。それよりも、講義の回数減はどうして無理なんですか？」

　最悪死んでもある程度はなんとかなると識は言っていたけどさ。

　……ある程度って、どの程度なんだろうな。

「一言で申し上げれば、学園の総意です」

「総意？」

「生徒、講師、そして運営に関わる派は閥ばつも含め、ライドウ先生がこの学園に関わる度合が増える事を望んでいるという事です。権力争いなども騒がしい状況だというのに、この方針だけは一瞬で可決されたようですよ。なんとかライドウ先生と関わりを持とうとする生徒、講師の意思が、大量の書類から窺えますしね。そういうわけで、その逆を行こうとする手続きは非常に困ります」

「困りますと言われても」

　そんな事情知った事じゃない。

　そもそも、週一程度の臨時講師として以上に関わりを持つ気はない。むしろ月二回にしたくて来たのに。

「もし何かの都つ合ごうでどうしても回数を減らしたいとお考えならば」

　事務員は少し周囲を気にして、小声で僕に囁ささやいた。

「ならば？」

「担当が私でない時にお願いします」

「……ええと？」

「この状況でそれを受理した事務員は、確実に解かい雇こされますから。再就職、厳しいんですよ」

　ま、まさしく知った事じゃないぞ。

「誰かを解雇させる覚悟でやれと？」

　別にいいけど。

「ライドウ先生は好き好んでそのような事はなさらないと、我々一同理解しております。なので……どうか現状維持をお願いできませんか？」

　キラリと光る担当者の目元。

　泣くなよ！　さして親しくもないのにまさかの泣き落としか！

「維持ですか」

「生徒を数名増やされるというならそれは喜ばしいですが、私どもとしては、できるならば、最低でも週に一度の臨時講師のままでいていただきたいと考えております」

「ああ……一度商会に戻って考えてみます。じゃあ、講義の生徒募集だけ再開させておいてください。あ、そうだ。私の生徒、ジン、アベリアが今どの辺りにいるか分かります？」

　たいして期待もせずに聞いてみる。

　一応、自習用の屋外フィールドのどれかだと見当をつけているんだけど。

「彼らなら、この時間は食堂ですよ」

「そうですか。適当に回って……食堂？」

　思わぬ答えが返ってきた。

　なんで知ってるんだ。

「はい。最近はこの時間くらいに食堂で色々ありますので……」

「色々？」

「色々です」

「……とりあえず行ってみます。ありがとうございました」

　食堂ねえ。少し遅い気がするけど、昼食の時間をずらしているのか。

　受け取った書類をなんとかまとめて大きめの鞄かばんに放りこむ。

　歩き難いのは我慢するとして、場所は分かったからそのまま食堂に向かう。

　頻繁に向けられる学生からの視線、妙な活気は相変わらず。

　食堂から料理の匂いが漂ってきても、それは同じだった。

「そういえば、ここはお昼時を過ぎても定食があるんだった。食べていくのもいいかな」

　お気楽に考えながら食堂に入り、ジン達を探す。

　……いた。

　長い食堂のテーブルで、向かい合いながら昼食を取っている。

　……周囲にギャラリーを抱えながら。

　なんで食事にギャラリーが付く？

　羨せん望ぼう、または殺気立った視線が観客から彼らに注そそがれているみたいだ。

　おかげであまり僕に視線が向けられてないのは、ちょっとありがたい、なんて考えていると──

　突然、ジンの背後から一人の生徒が襲い掛かった。

「隙すきありだ、ジンッ!!」

「ねえよ」

　振り向きもしないジンの裏拳がバキッと音を立てて暴ぼう漢かんの顔面にめり込んだかと思うと、生徒は人ひと垣がきの中に吹っ飛んでいく。
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「殺とったわ！」

「何をよ、鬱うっ陶とうしい」

　続けてアベリアは背後から閃ひらめいた短剣をかわして、伸ばされた手に容赦なくフォークを突き刺した。

　食堂に悲鳴が響く。

　なんだ、この世紀末なこうけ──

「シフ先輩、俺と付き合ってくださ──」

　ボン！

　小さいながら確かな爆発音によって、この場を和なごませるだろう愛の告白が撃げき沈ちんされた。

　一瞬でアフロヘアーになって言葉もなく崩れ落ちる告白者。

　色々な意味で勇者だったのに。

「……」

　シフは無言。

　む、惨むごい。個人的に今のはもう少し優しく対応してあげてほしかった。

　しかし、なんて近づき難い空気だ。

　ジン達に賞金でも懸かったんだろうか。

　力のある貴族や商人の子息も通っているこの学園では、大概の無茶は通りそうだから、無いとは言えない。

　とはいえ、一番やりかねない元凶だった、王国の大貴族イルムガンドはもういない。

　僕も学園祭では彼から散々嫌がらせを受けた。

　執しつ拗ような妨ぼう害がいに反則行為があったのは明らかなのに、当人死亡って事もあって、処分なんて軽い軽い。

　つくづく怖いとこだと思ったな。

　僕から見れば狂っているとしか思えないぶっ壊れっぷりだったのに、イルムガンドの実家のホープレイズ家領地での評判は実に良かったそうで、領民や親類からは処分を減じて彼の名誉を回復するよう、次から次へと学園に働きかけがあったらしい。

　でかい貴族とか商人ってのは大概、公おおやけの場での猫かぶりが上手いんだよな。

　なのに根はあんなに陰いん湿しつとか、最悪じゃないかって思うわけで。

　リミアに行ったら、あのイルムガンドの関係者とも会わないといけないかもしれないと思うと、今から憂鬱だ。

　響先輩が世話になっている国だけど、僕にとっては鬼き門もんな気もするな。

「先生!!」

　様子を窺いながら近づくと、ジンの方から声を掛けてきた。

　同時に、周囲が一気にどよめく。

「しばらく来ないうちに、学園も随分と物騒になったな、ジン」

　生徒と接する時は、一応筆ひつ談だんしていた時みたいに淡たん々たんと話すように心がけている。共通語を話しはじめた頃は、威い厳げんがないとか、凄みがないとか、散々言われた。

　筆談していた僕は、淡々としていて物静かで動じない印象だったらしいから、今は自分なりにその印象に合うよう演じているわけだ。

「今の、見てたんですか？」

「ああ。首に賞金でも懸けられたか？」

「まさか。それより、生徒の再募集をかけたそうですね」

　何故もう知ってる。ついさっき事務局で手続きしたばかりだぞ。

　学園の噂は光速か？

「……いくらなんでも情報が早すぎるだろう、識から聞いていたのか？」

　他の生徒達の挨拶に応えながら、状況の説明を求める。

「いえ、事務局筋からの信用できる情報らしいですよ。それが原因で、こうなっています」

「こう──とは、学園に漂っている妙な活気の事か？」

　でもそれだと順番がおかしいな。

「それはあの事件からです。生徒が活発に実習や実戦を行うようになって、ロッツガルドは大分雰囲気が違ってきていますね。その流れで、臨時講師の増員やら自習制度の改革やらもありました」

「へえ……」

　──っと。威厳、威厳。

　厳いかつい感じを心がけないと。

「俺が〝こうなっています〟と言ったのは、今襲われている状況の事です。こうやって取り囲まれる程度は以前からありましたけど」

　そう言って、ジンはギャラリーを見渡す。

　よくこんな環境で食事できるな。

　僕なら一食我慢してでも遠慮したい。

「こいつら、ライドウ先生の講義の増員を知ったみたいなんですよ。ただ、増やすといっても多くても五人程度だとか？　それで、先生に自分らの実力を見せようって魂こん胆たんです。ついでに俺らを排除して枠を増やそうって事で、一気にスリル溢あふれるランチになったわけです」

　もう人数まで知られているし。

　恐るべし、ロッツガルド学園噂速度。

　壁に耳あり障しょう子じに目あり──いや、むしろ全面ガラス張りの勢い。

「そこまで評価してもらえるのは、講師としては嬉しい事だが……あまり物騒なのは困りものだな。力を示すなら他にもやり方はある」

「まったくです!!」

　それまで静かにしていた僕の講義の生徒達のうち、アベリアが大声で同意した。

「アベリア？」

　若干驚いて名前を呼ぶと、彼女はテーブルを大きく叩いた。

「もし本当にライドウ先生に評価してもらいたいなら、私達が毎日やっている復興作業の手伝いでもすればいいんですよ!!　なのに！　そんな事は！　一切せずに！　単純に私達を襲うなんて……！　どれだけ、どれだけあれがきついと思ってんのよこの馬鹿どもは!!」

　講義が終わって余裕があるなら復興を手伝え、とは言ったけど、毎日行ってたのか？

　真面目だな、アベリア。僕の講義の枠だけでも別に構わなかったのに。

　彼女の発言を皮切りに、僕の生徒達が次々と声を上げだした。

　バンッ！　と、今度はイズモがテーブルを叩く。しかもグーで。

　細かく震えてるし、あれ、実は痛かったんじゃないか。

「その通りだ！　僕が術師だと知ると、皆言うんだ。そりゃ便利だ、助かるって。あちこち引きずり回されては限界近くまで魔術を使わされ、もう抵抗する力も残っていないところに、お礼と称して飲めもしない酒と脂あぶらっこくて味の濃い料理を口に詰め込まれる！　あんなの下手すりゃ拷ごう問もんだよ!?　ここまでやっても、肝心の復興は未だ道みち半なかば。作業はいつまでも山積みだ！　ぬくぬく講義に出て手伝いもしない奴らに妬まれるなんて、冗談じゃない!!　便利な道具扱いで酷こく使しされる術師の気持ちを少しは味わってみろ！」

　イズモに続いてミスラも声を震わせた。

「術師はまだ良いじゃないか。魔力が切れたら終わりだろ？　……俺なんか、活力回復と体力回復を併用しながら体力と魔力の限界まで肉体労働だ！　簡単な建物の作り方ならもう一通り覚えたよ！」

　壁タイプの剣士の彼は当然体力も高く、稚ち拙せつながら回復系統の魔術も使える。復興作業現場では特に建築方面の労働力として活かつ躍やくしていると聞いた覚えがある。

　二人とも、そんなにきついなら、週に二回とか三回とかに回数を減らせばいいのに。

　強制じゃないんだしさ。

　アベリアといい、真面目な事だ。

「体力と魔力の限界っていうなら、俺もだよ」

　次はダエナか。

　ザラさんの話では、彼はメッセンジャーとか物資の運搬関係を手伝っているんだそうだ。

「ミスラはまだ独身だからいいよ。俺なんて、作業が終わって部屋に帰ったら奥さんに言われるんだぜ？　どうして帰りがいつもこんなに遅くなるの、復興の手伝いなんて学生の仕事じゃないんだから、もっと家庭を大事にしてよ、ってさ。滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ疲れて帰って泣かれて……あれは心にくるぜ……体力と魔力と精神の限界だ」

　きついなら以下同文だよ、ダエナ。

　結けっ婚こんしてるなら、自分の家庭が第一だろうに。奥さんの言い分は正しい。

　会った事はないけど、彼の奥さんに同情した。

　皆の嘆なげきを聞いたジンがまとめに入る。

「でも、講義が終わったら復興の手伝いをしなくちゃならない。だから俺たちは毎日頑張ってる。この空から回まわりしてる連中はそんな俺達の行動をある程度知っているはずなのに、そこには触ふれようともしないんです。それじゃあ、俺達だって推薦だの口くち利ききだのしたいと思うわけがないじゃないですか。そうでしょ、ライドウ先生!?」

　この妙な活気と行きすぎたジン達へのアクションについては、なんとなく分かった気がする。推薦してくれないなら邪魔者だ、消してくれる。といったところか。

　でも……。

「いや、ジン。言いたい事と状況は大体分かったが。復興の手伝いを無理に毎日しろと言った覚えはないぞ？」

『……』

　？

　ジンをはじめ、皆がジト目で僕を見ている。

　唯一復興作業について何も言わなかったシフとユーノ──レンブラント姉妹だけは普通にしていて、僕にニッコリと微笑ほほえみかけてくれた。

　彼女達もたまに肉体労働をしているみたいだけど、基本的に裏方が多くて、大体は商人ギルドで色々手伝いをしている事が多いそうだ。

　レンブラントさんが先手を打ってザラさんに話をつけていたとか。

　奥さんは他の生徒と同じように扱ってくださいと言っていたし、レンブラントさんも表向きはそれに賛同していたはずなんだけど。流石はやり手の商人、といったところかな。

「ユースリーさんに──」

　しばしの沈黙を破ったのは、ぼそりとこぼれたジンの言葉。

「ん？」

「ユースリーさん一人に、あれだけボコボコにされた後で……」

　嗚咽にも似たその呟きに応じて、イズモやミスラ達が言葉を継ついでいく。

「ツヴァイさんには接近戦にさえ持ち込めず遠距離戦で完かん封ぷうされ」

「アオトカゲさんには武器を掠らせる事すらできずに全滅」

「その後無理やり回復させられて、ミスティオリザード全員を相手にした団体戦で武器も心もへし折られて」

　苦く悶もんに満ちた顔の生徒達が、悪夢を思い出すように口々に当時の状況を語る。

　ああ、復興の手伝いがどうだと言った前後に、確かそんな事があったような。

「ライドウ先生は身動き一つできない俺達に言いました。復興の手伝いをよろしくな、と。先生が立ち去られた後、識さんは回復じゃなく周囲に魔物を寄せない結界を展開して、それでは、と先生の後を追っていかれました」

「……」

　そうだったかな？

　よく覚えてないけど、識には〝後はよろしく〟って言っただけだろうから、細かい対処は知らない。

　じゃあ、回復しなかったんだな、識。

「あの日の夜空と寒さは忘れられません。皆かい勤きんで手伝えと、骨にまで刻きざまれた気分でした……」

　遠い目で天てん井じょうを見上げるジン。

　どうも派手に誤解させてしまったみたいだな。

「そんなつもりは毛頭なかった。見たところ、それなりに基礎能力が向上しているみたいだし、良しとしておいてくれ。それと、学園に来たついでだ、直接連絡しておく。明日の講義はフィールドを確保してあるから、出席するなら街の復興に行くなよ。じゃあ、午後も励め」

「──っ!!　ちゃんと講義してくれるんですね!?」

　さっきまでの陰いん鬱うつな表情から一転、ジン達は期待に満ちた眼まな差ざしを向けてくる。

「近々リミアに行く事になる。学園の臨時講師としてはその前に何回か講義をやっておかないと、流石にまずい気がするからな」

　講義といっても、彼らの現状を確認して次の課題を一つ二つ示しておくくらいだろうけど。

　そうしておけば各自全力で臨のぞんでくれるのが彼らの良いところだ。

「ライドウ先生っ」

　用件は済んだので帰ろうと踵きびすを返すと、聞き覚えのない声に呼び止められた。

　声がした方を向くと、見知らぬ顔ばかり。

　僕の講義に参加したいというギャラリーの人か。

「なんだ？」

　講師口調のまま尋ねる。

　仕事だから仕方ないんだけど、気疲れするんだよな。

「近いうちに生徒を増やされるんですよね？」

　ハキハキした口調の子が一歩進み出た。やはり見覚えはない。

「ああ、予定ではな」

「それはいつでしょうか。数名という情報は確かですか？　選別の基準は？」

「……リミア王国に行く予定があるから、決定はその後になる。数名という情報は確かだ。選別についてはまず書類で選ぶ。希望者は私がリミアに行く前に申請書を出しておく事、これでいいか？」

「先生がリミアにお出かけになるまでが期限という事ですね？　なら書類審査ではどの部分が重視されるのでしょうか。参考までにお聞かせいただけますか」

　遠回しだけど、この子が聞きたい事は分かったから、単刀直入に答えておくか。

　さっさと帰りたいし。

「成績と適性以外は一切見ない。それと申請書類以外に考慮する事柄も一切ない。その後、私と識で実際の身のこなしを見て判断する。つまり、最低限私の講義についてこられる生徒かどうかを判断する。以上だ」

「ありがとうございます！」

　コネなんかは関係ないよと教えておく。

　意図は分かってもらえたみたいだ。

　しかし、迷う。

　肩が凝こるけど、このキャラでいくか、いっそ筆談に戻るか。

　それとも、もはや印象なんて関係ねえやと自然体……これはないか。

　彼らとは友達でもなんでもないし、そうなる予定もない。

　仕事として、どこかで線引きが必要だろう。




　食堂を後にした僕は控え室には戻らず、隣の部屋とやらを少し覗いてみた。

　確かに書類の山だ。

　後で識と取りに来よう。

　あ、久々に図書館に……寄る必要はなかった。

　もう司書のエヴァはあそこにはいないんだ。今後は寄る回数も減るだろうな。

　立派な図書館を脳のう裏りに浮かべる。

　初めてここに来た頃と変わらないようでいて、学園との付き合い方が結構変わってきている。

　ふと実感が湧き、口元が綻ほころぶ。

　これで用事は終わり。

　一度海──いや、亜空に戻りますか。




◇◆◇◆◇




［さて、久しぶりの講義だが］

　翌日、僕と識は学園の屋外フィールドで学生達と対面していた。

　だけど、真剣な表情の生徒よりも、僕らに注がれる大量の視線に意識が向いてしまう。

　見学に来ている生徒の実に多い事。

［見学が多いな］

　筆談に戻した僕は、魔術で空中に文字を浮かべる。

［怪我をしないように控えてもらいたいのだが］

　見学に来ている生徒に向けて、大きめの文字を出す。

　しかし、返ってきたのは〝そのくらい気にしない〟という旨むねの返事ばかり。

　以前なら大半はこれで散っていたのにな。

　まあ怪我してもいいなら、別に構わないか。

　内容は事務局に申請している通りのものなんだし。

［熱心な事だ。まあいい。いつも通り、模擬戦と反省の組み合わせで進める］

　ジンが静かに手を挙げた。

［なんだ、ジン？］

「相手は誰でしょうか。それに応じて俺達も陣形などを変えていきたいので」

　色々考えて予習はしているらしい。実に熱心だ。

　高校生活を送っていた頃の自分と比べると恥ずかしくなるね。

　でも、今回は現段階での素すの実力を見ておきたいから、予習云うん々ぬんは次回以降って事で。

［まずは全員で新しい相手に挑いどんでもらう。その模擬戦の後で近接戦闘組や魔術・遠距離戦闘組、もしくはお前達の自己申告によるパーティ分けで再度模擬戦を行い、反省と検討をする。各自レポートをまとめて後日提出する事。以上が今日の予定だ。まあ本当にいつも通りの講義だな］

「あ、新しい相手ですか」

　ジンがそう口にするのを待たず、生徒達の間に緊張が走る。

　傾向と対策なしの彼らがどの程度の強さなのか、一度じっくり見た上で、あとどのくらい鍛えるかを決めたかった。

　……今回の相手と戦ってじっくり見られるほどなら、既に合格ラインに到達しているような気もするけど。

「まさか……識さんとか先生、なんて事はないですよね？」

　アベリアがおずおずと聞いてきた。

　あれ？　世紀末風味の学園で無む双そうを味わったせいで頭が温くなってるのか？

「私や若様が相手をするわけがないでしょう。そんな思い上がっているようでは、いらぬ大怪我をしますよ、アベリア？」

「すみませんっ!!」

　僕の代わりに識が言ってくれた。

　こりゃあ、まだまだしごかないと駄目かなあ。

［では準備を］

「ライドウ先生！　いつも通りという事は基本的に……なんでもあり、ですよね？」

　ユーノが確認してきた。

［当然だ。もてる全てで抗あらがえ］

「わっかりました!!」

　彼女には何か、隠し玉があるみたいだ。

　識に案内されて生徒が位置につき、陣形を展開していく。

　……前衛、中衛、後衛と分かれたスタンダードな布陣だ。

　どんな相手で何が起こるか不明な状況。奇策に出ないのは自分達への自信の表れかもしれない。そういえば一いちか八ばちかの特攻陣形を組む事は随分と減ってきたな。

　さてと、じゃあ喚よびますか。

　忙しい二人だから、時間厳守でいこう。

　念話で状況を確認し、そして亜空との出入り口を開く。

「……」

「……」

　現れたのは、大小二つの影。

　周囲を見回して相手を確認した彼らは、僕に一礼してからジン達を見み据すえ、構えを取った。

　見学している生徒達からは、僕の召喚で登場した相手を見て、驚きや侮あなどりの声がいくらか聞こえてくる。

　しかし、ジン達にそれはない。全力の警戒状態で即座に観察を開始しているようだ。

「じゃあお願いするよ。エマ、アガレス」

　小さく二人に向けて呟く。

　両名が頷くのを確認して、僕は戦場になるだろう場所を離れる。

　今回ジン達の相手をするのはミスティオリザードではなく、ハイランドオーク。

　術師筆頭のエマと、戦士筆頭のアガレス。

　小柄な女性と二メートルを超える巨体の主である事を差し引いても、同じ種族とは思えないほどに体格差がある。けれど、これでも遠距離ならエマが勝つ。

　さて、どうなるか。

　というか、何分持つかなあ。

　識に目め配くばせをすると、意図を察して合図を出してくれた。

「始め！」

　その声と同時に、先手必勝とばかりにジンとダエナが突撃を仕掛ける。

　体一つ分、ダエナが速い。

　彼が学園祭の前から身に付けていた魔術──身も蓋ふたもなく言えば、全能力強化。ダエナ自身は〝二段階目〟と名前を付けていた。

　開幕から使っているな。

　ジンの瞬間強化に比べると燃ねん費ぴは悪いけど、一回り強くなるというのは、なかなか魅み力りょく的な術でもある。ダエナ自身が気付いているのかどうかは知らないが、身体能力だけじゃなく魔術の威力や周辺感知といった部分まで余さず強化できる辺り、あの魔術は彼のオリジナルだろう。地味に凄いよな。

　ま、気付いていたら術師組が胸むな倉ぐら掴んで教えてくれって言ってるだろうから、まだ誰もあれの本質には辿たどり着いてないな。

　このままアガレスが移動しないなら、ジンより何秒か先行してダエナが接敵しそうだ。

　中衛から後ろはその場を動かず、オークを警戒しながら速すみやかに術の詠唱を始めていた。

　あと、前衛でも盾役のミスラは様子見らしく、開始地点に留まっている。

　油断はない、か。

　アガレスは筋肉の塊みたいなマッチョだし、エマは対照的に縫ぬいぐるみのような無害な外見をしている。

　初見なら、ビビるか侮るかしそうなものなのに、大したもんだ。

「蹴散らす」

　前方を向いたままアガレスが発した短い言葉に、後ろにいたエマが応じる。

「ええ。そう言うと思いました」

　直後、アガレスの体を暗く赤い光の膜まくが包んだ。

　表面には文もん様ようが浮かび上がり、彼の迫力が更に増した。それを皮切りに、いくつもの光がアガレスの身を包んでいく。

　それを見たダエナは反射的に速度を緩め、ジンも両手に剣を持って身構える。

　惜おしい。ここは勢いのまま取り付くのが正解。

「ふぅぅっ……」

　重装備のアガレスがショルダーガードを前に出し、得え物ものであるハルバードを反対の手で持つ。体に力を入れて息を吸い込み、分かりやすい溜めの姿勢を作る。

　まさに、これから突進しますよ、と言わんばかり。

「っ！」

「ダエナ、散るぞ！」

　迫力に押されて逡しゅん巡じゅんしたダエナをジンが動かす。

　判断が早い。

「了解っ！」

　ジンが危き惧ぐした通り、アガレスが光を纏ったまま突進を仕掛けた。

　まさに力任せのオークの突とっ貫かん。

　普通なら、今のジンの判断で十分間に合った。

　でも、エマが掛けた支援がある。

　ケリュネオンを攻めた時、アガレスはフル装備で持てる力の限りに飛来して突撃し、一番槍の武勇をあげたって聞いたな。

　アガレスが飛んだら笑えないだろうな、ほんと。

　左右に散ったジンとダエナの間をアガレスが駆け抜け、その際生じた突風とエマの術の光が二人に触れる。

「げえっ!?」

「衝撃波、それに、熱!?　っ、ぐぅっ!!　このっ!!」

　直接触れてもいないのに、生徒二人が車にでも轢ひかれたかのように転がっていく。

　喋しゃべる余裕がある辺り、ジンは自分から飛んだかな？　無傷ではなさそうだけど、戦線離脱ってわけでもない。

　ダエナもまだ大丈夫そうだな。全能力強化が助けになったか。

　でも、突進の先にいる他の生徒はどう乗り切るかな？

　アガレスの攻撃はまだ始まってもいない。

　しかし妙だ。アガレスの動きが少し鈍にぶったような。

　ジンかダエナが何かした？

「ミ、ミスラ……よろしく？」

　アベリアが障壁を展開してミスラから距離を取る。

　疑問系なのは、アガレスの攻撃の威力を推おし量はかれずにいるからか。それに、自分の障壁が申し訳程度にしか役に立たないと直感している。

　続いて、イズモとシフも障壁を展開してミスラをサポートし、退避。

　シフを庇かばう形でユーノも退ひいて、残るはミスラ一人。

　……役割とはいえ、軽くイジメじゃないかと思える構図だ。

　術師メンバーは皆、攻撃用の魔術も既に発動直前の状態で維持している。少し前はひいひい言いながら挑戦していた事を、もう全員ができるというのも凄いな。

　あれらはこの後、アガレスに向けて発動するわけだ。

　ミスラの悲痛な独り言が聞こえてくる……。

「怖い。マジで怖い。どでかい鉄てっ塊かいが強化魔術つけて突っ込んでくる……防いでも後ろの味方から俺もろともぶっ放される。なんで俺、壁役選んじゃったかなあ」

「怯えが顔に出るとは未熟……む？」

　容赦なく迫るアガレスだが、ミスラの微妙な変化に気づく。

「……でも。巴さんよりは幾いく分ぶんマシ！」

　開き直ったか。

　確かに巴の特訓よりは、アガレスの方がマシだろう。

　選択肢がワーストかバッドってのは理不尽だけど。

　三人分の障壁をさしたる減速もなくぶち破ったアガレスのショルダーガードと、ミスラが構える大剣が、鈍く重い音を立てて激げき突とつした。

　普通に考えれば体格差もあってミスラが吹っ飛ぶけど……流石は防ぼう御ぎょ一ひと筋すじ頑がん固こ一いっ徹てつのミスラだ。上手に受け流して踏みとどまった。

　相当の衝撃とダメージはあっただろうけど、アガレスを止めてみせた。

　巴のお気に入りなだけある。アガレスが感かん嘆たんの吐と息いきを漏らすのも分かる。

　でも、追撃でアウトだなこれは。

「……ほう。見事、驚いたぞ」

　淡々と呟くアガレス。

　今更だけど、オークが共通語話しちゃってるのは大丈夫かな。

　リザードマンみたいに無口でいくべきだったか。

　そんな僕の心配をよそに、ミスラの横方向からアガレスのハルバードが迫る。

　もう動けないだろうから回避は到底無理……。

「みんな、まだだぞ!!」

　シフとイズモが術を、アベリアが弓に矢を番える中、ミスラが予想外の言葉で後方の動きを制した。

　そして、体当たりのダメージなんて無かったかのように大剣を振り上げて、ハルバードを受け止め、弾はじいた。

　おいおい。外傷はなくても、ちょっとリバースじゃ済まないくらいのダメージを内ない臓ぞうに受けているはずだぞ？

　ミスラはダメージの無視──というか、一時的な痛覚の麻ま痺ひを習得して、危険な相あい打うちを学園祭の切り札にしていた。

　でも、今回の場合、あれを使っても体が言う事をきかないだろうに。

　一体どんなカラクリだ。

「今だ!!」

　僕が驚いていると、ミスラの声が一帯に響いた。

「む──」

　アガレスが足元の異変に気付いた時には既に遅く。

　大地が波打ってアガレスの全身に絡からみつき、エマの支援魔術を打ち消した上で動きを拘こう束そくした。

　シフか。

　その援護を受けて、ミスラが大きく後退した。

　次いで風と炎が巻き上がり、アガレスを炎の竜巻が襲う。

　イズモとシフの協力魔術……。

「ぐ」

　アガレスは辛かろうじて土の拘束を振り払った上半身でハルバードを振り回し、炎と風を散らそうとしている。

　更にアベリアの狙いすました矢が吸い込まれていくも、これはハルバードに阻はばまれた。

　流石、アガレス。まだまだ余裕のタフネスだね。

　その後は識のお株かぶを奪うばうような、術式を付与した矢の爆発が続く。

　これにもシフが関係してるな。

　自分の火力を他者に分け与えて、より強力なものにする。一人で合成魔術を撃つよりも燃費も威力も上、ってわけか。

　畳たたみ掛けるね。

　あの矢は確か、イルムガンドを仕し留とめたやつだ。

　アベリアはすっかり自分の引き出しに加えたんだな。

　よく考えて戦っているし、何よりも本気で勝とうとしている。

　思ったよりもずっと、みんな成長している。

「術師だからって遠慮はしないっ！」

　視線を転じると、回復に努つとめているかと思ったジンとダエナが、エマ目掛けて突っ込んでいた。

　さっきの〝今だ!!〟って合図はジンとダエナに向けたものでもあったのか！

　既にダエナは詠唱を許さない距離まで迫っていて、ジンは少し下がった場所で止まっていた。

　凄い。

　基礎能力もだけど、ジン達は本気でミスティオリザードトリオに勝つ気で自主練していたんだろう。

　だから、いきなり相手が変わっても、ここまで的確な連れん携けいを取れた。

　本当に、凄い。

「動きは俺が封じる！　ダエナ、決めろ!!」

　ジンが何か見えにくい術を展開した、気がする。

　妙に気配が薄くて、よく分からない。

「当然……とった!!」

　ダエナの短剣がエマに迫り、そして……空を切る。

「……はっ？」

「幻まぼろし!?」

　水面に浮かんだ景色が波紋で揺らぐようにして、エマの姿がかき消えた。

　いやあ、見応えあった。大健闘だ。

　これを見学していた生徒達が噂を広めれば、ジン達はまとめて世紀末学園の覇は者しゃだな。

　学園祭で優勝したシフは元々だけど。

「ヒューマンもなかなか侮れない存在ですね。勉強になりました。ですが、学生さん？　野戦ではまず迷めい彩さいの類を疑わないといけませんよ？　不自然なまでに動いていない相手など、特にね」

『っ!!』

　声は突進したアガレスと少し離れた場所から聞こえた。

　そこにエマがいた。

　実際のところ、彼女は途中までアガレスにくっついて一緒に移動していた。

　吹っ飛ばされた時点で、ジンとダエナはエマの実体を捉とらえていなかった。

　しかし迷彩とか言っても、気配つきの幻なんて、そうそう見抜けるものじゃない。

　見晴らしの良い平地でも景色に紛まぎれるんじゃ、もう迷彩と呼ぶような代しろ物ものでもない気がする。

　解除しなきゃ、ジン達には分からないって。

　亜空の万能魔法使いエマさんは、今日も絶好調だ。

　既に彼女の周りにはいくつもの魔法陣が展開されている。

　手遅れ。

　ジンは見えない複数の何かに殴られながら空中に持ち上げられ、ダエナは一瞬で氷こおり漬づけにされた。

　ミスラの足元が液状化したかと思えば、首から下が埋まった状態で元の硬い大地に戻って拘束され、イズモは静かに仰あお向むけに倒れて眠った。

　残るはアベリアとシフ、それにユーノか。

　あれ、そういえば、ユーノは？

「ロケットキーーーック!!」

　……は!?

　術を複数展開するエマ目掛けて、空から〝何か〟が降ってきた。

　アベリアとシフを仕留めようとしていたエマは、素早く二つの術をキャンセルして飛来物から距離をとる。

　当たりはしなかったみたいだけど……。

　アガレスの後ろに下がったエマ。

　そして落下点にいたのは──

『……』

　誰もが沈黙していた。

　妙な物体がそこに立っているんだから、当然だ。

「なんで、ソレがユーノのところにいってる……」

　無意識のうちに呟いていた。

　絞り出すような声で。

　一瞬、響先輩が過激グラビアバージョンに変身した姿が脳裏に浮かんだ。

　だけど、それよりも。

　目の前の真しん紅くのスーツに頭痛を覚えた。

　ユーノが装着すると赤なのか。

　……じゃなくて!!

　試作品は〝あれ一個〟じゃなかったのか、澪ぉぉ!?

　甲かっ冑ちゅうの類とは明らかに違う、どこか未来的で生物めいた造形の装甲。

　上空から一気に加速し、大地をかなり抉えぐるほどの勢いで落下したのに、ピンピンしている無駄な耐久力。そしてふざけた技名にそぐわない、その攻撃力。

　全身を覆おおう特撮趣味丸出しのスーツ──僕がリミアで装着して、二度と着るまいと思ったものが、そこにあった。

「クズノハ商会製の装備でも使用可ですよね、先生？　私これ気に入りました！　メイン装備です！　装着時に大量の魔力が必要なのが、ちょっと困るけど」

　勘弁……してくれ。

「さあ、いくよ！　お母様秘蔵の書物と引き換えに手に入れたこの力。成果を出さなきゃ、後がない！」

　出しても駄目だろ。

　ふぅぅぅぅぅぅぅ。

　僕はため息を一つ。同時に、現場に足を向ける。

　アガレスは拘束から脱しているし、エマも体勢を立て直してる。

　彼らに任せてもいいけど──いや、やっぱりここは、僕が出よう。

　識も頭痛に堪こらえるように額ひたいを押さえている。

　気持ちは凄く分かる。

［ユーノ。それは澪から？］

「はい。澪様からです、べレンさんを通じていただきました！　汎はん用よう攻こう性せい全ぜん身しん鎧よろい試作型『ジュウキ』です！」

　ジュウキ……。

　重機か。

　てかそれ、本当にそのくらいの事できちゃうぞ？　ってか復興で使えよ、せめて。

　エルダードワーフのべレンも関わっているなら、ちゃんと性能は抑えてくれていると信じたいけど！

　それ以前に、見るだけで僕が悶もだえるわ！

［奥様の本は、何を出した？］

　本はお返しして、澪にはお説教だな。

「ローレル地方料理考察全四巻です。埃ほこり、かぶってましたし……秘蔵というより死蔵でしたし」

　ユーノのテンションが少し落ち着いてきた。

　僕のこれからの行動が推測できたからだろうか。

　分かったところで、許してあげないよ？

［ユーノ］

「は、はい」

［反省！］

　ヘルメットをどつく。

　どつく。

　どつく。

　どつく。

「きゃー！　先生、埋まる！　埋まります！」

［暗いところで反省すべき。むしろ埋まれ］

　わきゃー、とか悲鳴が聞こえたけど、無視。

　強めにどつく──いや、埋める。

　無事、ユーノが杭くいのように地面に沈んだ。

　終了。

「エマ、悪いけど澪が持ってるらしいその本、探しといて。返しに行くから」

「あ、はい」

　すっかり戦闘モードではなくなったエマが、即座に了解してくれた。

　確かに、努力は認める。

　ジン達は強くなっている。

　それに戦闘中、僕にも何をしているのか分からない部分がいくつかあった。

　一芸においては学生レベルじゃなくなっていると言えるかもしれない。

　自分の適性に合った装備を揃えるのも必要だ。

　しかし何よりも、僕は恐ろしい事を考えてしまった。

　あのシリーズ、まさかいくつかこの世界に流出してるのか？

　クレーンとかショベルとかあるのか？

　だとしたら、恐ろしい汚お染せんが始まりかねない。

　なんとしても回収だ。

　全部回収しないと。手遅れになる前に。

「あの、若様」

「識？」

「リミア王国から連絡が入っているようです。商会にお戻りください。反省と検討は私がやっておきますので」

「リミア……リミアね。正直それどころじゃないけど……分かった」

　模擬戦の途中から歓声さえなくなり、ただ見入るだけになった見学の学生が、僕に気付いて道を開ける。

　まさかリミア王国には……ないよな。

　大丈夫だよな？

　商会に戻る道中、そんな不安を覚えて憂鬱になった。
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「釘くぎを刺されてしまった……」

　リミアからの連絡は、予想した通りのものだった。

　ずばり、お呼ばれの日程について。

　できるだけ早く──先輩がローレルにいるうちに──伺うかがいたいという僕の意見は見事に粉ふん砕さいされた。

　色々と用意もありますからと、先方から提案された日時は、どれもそこそこ先。

　多分、一番早いものでも先輩はリミアに帰ってる。

　となれば、澪には留守番してもらう事になりそうだ。

　幸さいわい、海が出来たから彼女も退屈はしないだろう。そこは救いだ。

「ま、行く日が決まったのは良い事だよな。面倒が一つ片付くんだし」

　わざわざ口に出して、良い事もあったと自分に言い聞かせる。

　リミアに行けば面倒くさそうな国の訪問はおしまいだ。

　アイオン王国はレンブラントさんが上手くやってくれているらしく、呼びつけられてない。

　ローレル連邦には興味があるから、むしろ一度は行ってみたかった。

　神殿の方は女神が大人しくしているからか、こちらも静か。

　世はなべて事もなし。

　そんな感じだ。

　もう少しの辛しん抱ぼうだな。

　それにしても、思ったよりも早く話が終わった。

　僕がさっさと妥だ協きょうしたのが理由だけどさ。

　ジン達の成長っぷりについても少しばかり興味があるけど、今から学園に戻るのも気が進まない。

　うん。亜空の仕事の確認でもしよう。

　机の引き出しから目当ての書類を取り出す。

　今進行している仕事なんかで、僕が見るべきものを識がまとめておいてくれるから助かる。

　パラパラと資料をめくっていく。

「とりあえず海に行ってもらう種族はこれで決定か」

　今回は僕の面談の前に、それぞれ担当者をつけた上で一定期間サバイバルしてみてもらう事にした。お試し期間だね。

　サバイバル、なんていうと凄そうだけど、要は生活してみるってだけだ。

　海と一言でいっても環境は様々。それぞれの種族にあった環境で、実際に亜空の海で暮らせるかをテストする予定。巴達は試験官兼アドバイザーだ。

　その期間に余程目に余る行為でもなければ、追い出したりはしない。

「陸地にも適応できる種族なのが理想だけど……」

　流石にそう上手くはいかない。

　単純に大型の水すい棲せい魔獣は当然陸とは縁遠い。

　人魚なんか、下半身は魚だから、いくら人型っぽくても歩くのすら困難だと一目で分かる。

　一方、種族的には魔族の亜種になるらしいローレライは基本人型で、海中より海上の生活の方が多いから、今のところ余裕で適応している。

　魚に人の手足をつけたギャグみたいな種族も、陸を走り回れる。彼らの種族の名が海王シーロードっていうんだから、もはや存在がネタに思える。

　他にも、いわゆる半魚人によく似たサハギンという種族なんかは、得意ではないながら陸上でも動ける。

　彼らについてはそんな事よりも何よりも、頭の上でピカッと光る皿が印象的だ。

　河童かっぱかと。海河童かと……。

　そんなわけで、水陸両用の種族が港を構えつつ、海オンリーの種族と交流を持つって形が、僕の考える理想。

　その港と僕の家がある街で交流が持てれば、いいかなって。

　で、細かい部分は巴達に任せる。

「人魚にローレライにサハギンに海王シーロード。海馬ケルピーに海うみ大蛇おろちに青月ブルームーンに……」

　順番に確認しても結構いる。

　十種族以上だ。

　別に移住枠を競きそうわけじゃないから、亜空の海に適応さえしてくれれば全員移住で構わない。

　あと、他種族に明らかな敵意さえなければ。

　海は広いんだから、いくらでも棲み分けはできるはず。

　元からいるなんらかの生き物にエサにされそうなら、リタイヤしてもらえばいい。

　全種族が面談になるか、それとも一つも残らないか。

　……いや、流石に後者はまずいから頑張ってほしいな。
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「何をしてんだかな」

　ライム＝ラテは野営地から少し離れた場所で木にもたれかかり、そう独白した。

　ロッツガルドで商会勤めをしていた頃よりも伸びた髪を弄もてあそぶ様子から、彼の戸惑いが見え隠れしていた。

（まったく、どうかしてる。これじゃあ本当にパーティでも組んでるみたいだぜ）

　ローレル連邦で巫女チヤの窮きゅう地ちを勇者響と救って以来、ライムは彼女達と行動を共にしている。

　もちろん最初は、上司である巴の命に従って情報収集するためだった。

　なのにどういうわけか、今やライムは彼らのパーティに溶け込み、ローレルから勇者響に正式に依頼されたミッションに付き合っている始し末まつ。

　今彼が一人いる人ひと気けのない夜の森だが、獣も魔獣も近寄っては来ない。

　この森にいる生物は皆、一見無防備に木にもたれて煙草たばこを楽しむこの男が強者であると認識していたからだ。

　獣達の野生の直感が、彼の安全を約束していた。

（……はっきり言って居い心地ごこちが好い。何十年来の仲間といるみてえな気分にさせられる）

　彼が旧知の仲間と一緒にいるような感覚になるのには理由がある。

　何十年来というわけではないが、響のパーティには以前、もう一人剣士がいた。

　ナバールという名の女だ。

　ライムもその情報は知っていた。

　彼女の位置に今、自分がいる事も。

　そして、戦闘時に時折感じる〝あるべき場所にすっぽり収まったような感覚〟は、それが原因だという事も。

　それどころか、ライムはナバールがどんな女性か、響よりも詳しいとさえ言える。

（あのナバールが、勇者の相棒とはな。一時期ツィーゲにもいたが……復ふく讐しゅう鬼きも随分とお優しくなったもんだ。仲間を逃がすために死ぬなんざ、奴には絶対にありえねえ死に方だったろうによ。ま、俺も他人ひとのこたぁ言えねえが）

　ライムの記憶にあるナバールは、魔族に憎悪の刃を向ける復讐心の塊だった。

　よく目立つ彼女の白髪が魔族の血で赤く斑まだら模も様ようになっているのを見たのも、一度や二度ではない。

　力も金も、全てはより多くの魔族を殺すための糧かて──そういう女だった。

　だが、響やチヤをはじめとする勇者一行から漏れ聞こえる話の中のナバールは、どれも人間味のある魅力的な女性だった。

　これも、響がナバールを変えたからなのだろうか。であれば彼女はあの頃よりも幸せだったのではないか──そう考えると、ライムは響に対して感謝のような気持ちを感じた。

（あの狂った笑みや虚むなしさの果てに死んだんじゃない……なら、良かったんだろうよ。しかも、あいつの踊おどるような剣技は響の中に生きているときたもんだ）

　ライムはため息を隠すように口から煙けむりを吐き出す。

　脳に回る濃のう密みつな紫し煙えんが少し逃げた気がして、また大きく吸い込む。

（響は真しんに勇者たる存在だ。分かりやすいほどに。それはあの女がわざとそれを演じているからでもあり……人々がそれを彼女に望むからでもある。希望の器になる役割を理解した上で受け入れるなんざ、常人の精神じゃねえ。旦那が持ち上げるのも理解できる）

　響を観察するうちに、ライムは彼女が自ら進んで〝勇者〟というイメージをかぶって行動している事に気付いた。

　当初はそれが、大衆を騙している行為ではないかと思えたのだが……。

（勇者が、勇者に望まれる事をそのままに行なっている、それのどこが悪いの？　誰が損をするの？　……だもんなあ。大したタマだわ）

　確かに、響は計算高い。ライムも見ていて時に舌を巻くほどに。

　だが彼女は誰かを貶おとしめようという意図で計算しているわけではない。

　民が勇者に抱くイメージを否定せず、むしろ肯こう定ていして彼らの願い通りに振舞って見せてやる。結果、彼女は一層支持され、勇者響のためならばと、国への協力も厭いとわない民衆が生まれる。

　響もそんな草の根の支持によって、より強い発言力を獲得していく。

　誰も損をしていない。

　騙すから悪いというのは、理想家の言葉だとライムも思う。

　肥大化しつつある響のカリスマ性に多少影響されてもいるが、ライムもまた、真のようにこの女性を認めつつあった。

　そして。

（巴の姐さんからの連絡、何度かシカトしちまったなあ。どうかしてるとは思うんだが……。俺、このまま響に付いていくって選択肢もありなんじゃねえかな。いや……俺は旦那と巴の姐さんに生き方を変えてもらった身だ。今度は響に鞍くら替がえしますなんざ、格好つかねえよ）

　ライムの悩みはそれだった。

　普段よりも三倍は早く地面に落ちていく煙草の吸すい殻がらが、彼の身の振り方への苦く悩のうを示している。

　響の振舞いは、これからも見ていたいとライムに思わせる類のものだったらしい。

　パーティに恒久的に参加してほしいなどと響が口にする事はない。

　恩義あるクズノハ商会から無断で従業員を引き抜くというのは、申し訳ないから──響はそう言っていた。

　だが、もし一緒にいるうちにライムが心変わりしてくれたのなら、真に改めてお願いをしてみる、とも言っていた。

　あくまでも強制ではない勧誘。

　円満になら歓迎ですよと、ライムに語りかけているようだった。

　彼はそれで揺れていた。

　気まずくて、クズノハ商会に連絡を取れない原因。同時にそれは、ライムが少なからず響に傾かたむいている事も意味していた。

　上を向いたり下を向いたり、落ち着きなく視線を動かしていたライムが、顔を横に向ける。

（ん。響か。珍しいな、一人で俺の方に来るたあ）

　そちらに響の気配を感じたためだ。

「気配はしっかり消したはずだったのにな。ライムには参るわね」

　その声とともに、木の陰から響が姿を現した。
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「何か用かい？」

「今日はご飯別にするって言ってたでしょう？　一応、協力者には気を遣っておかないと」

　彼女は持っていた木皿を笑顔で差し出す。

　ライムの視線が皿にきたところで、響は芝しば居いがかった仕し草ぐさで皿にかぶせてあった布を取り払った。

　香味野菜と肉汁の織おりなす食欲を誘う匂いが、周囲に広がる。

「気を遣うって、自分から言っちまったら……なんだかなあ」

「ライムが相手だと、飾って見せなくてもいいから楽なのよ。前にも話したでしょ？　そう振舞う意図に悪意がないなら、演技も悪いものじゃないわ」

「……俺は部外者なんだが」

「でも、手伝ってくれている。ローレル連邦からの依頼にまで協力する必要なんて、無かったはずなのにね。商会の下見には関係ないんだから」

　ライムは響の指摘に苦笑を浮かべて頭を掻かく。

「……それ、蒸むし料理かい？　厨ちゅう房ぼうもないのに、どうやってそんなもの作ったんだか。折角だ、もらうわ」

「あら、ご名答。蒸すって言っても、難しいものばかりじゃないわ。便利に使える調理法もいくつかあるの」

　話題を変えたい意図に乗ってくれた事に少し感謝しながら、ライムは受け取った料理に手をつけた。

「美味うめえ。いつ勇者廃業してもあんたは大丈夫だな。今日のも巫女さんと響が作ったんだろ？」

「ありがと、その通りよ」

「肉の臭みが消えるように野菜の相性を考えて、下味もつけて、か。勇者のくせに家事もこなすってのは、なんてーか、厭いや味みじゃねえか？　世の他の女性に対して」

「できて困るものでもないわ。貴方だって、煙草を吸うわりに随分味に敏びん感かんじゃない。それも厭味なんじゃない？」

「……こりゃあ参った」

　一言応えた後、ライムは黙もく々もくと料理を平たいらげにかかる。

　響も沈黙を嫌うでもなく、時折話を振りながらその場に留まっていた。

「ごちそうさん」

「お粗末様。綺麗に食べてもらえると気分がいいわ。作った甲か斐いも、持ってきた甲斐もあったってものね」

「んで？　ご機嫌取りに来ただけじゃねえだろ？」

「貴方の胃袋を掴みにきたのは本当よ？」

「そういうのは、俺じゃなくてベルダの兄さんにしてやんな。うちにゃあ澪の姐さんをはじめとして、料理好きが多いんだ。このくらいじゃ掴まれねえよ」

「残念。……明日の事よ」

「紫の雲かい。森を腐くさらせながら結構な速さで迫っているらしいな」

　響の気配の変化に合わせて、ライムも真面目に応じる。

「ええ。間違いなく強い毒性を持ってる。酸性雨なんて生なま易やさしいものじゃないわね。逃げてくる生き物が少ない事を考えるともっとヤバい何かだと考えた方が妥当でしょう」

「動物達が逃げ遅れるほど、か。大おお事ごとだ」

「私達の中で周囲に風を展開しながら戦闘もこなせるのは、私とウーディだけ。雲の規模と危険性を考えると、チヤちゃんとベルダは離れた場所でバックアップに回ってもらうしかない」

「緊急だったから全員で来たもんな、あんたらは。だが、俺も風を展開しながら戦うくらいの事はできるぜ？」

「……貴方を今言った〝私達〟に含めていたら、私はここには来てないわ」

　少しの間、響は真剣な眼差しでライムの目を見つめてから、そう切り出した。

「なるほどな。つまり、攻撃役に俺も加われと」

「ええ、お願い」

「ストレートだな」

「……」

　真に対して感じるのとは違う、自おのずと手を差し伸べたくなる雰囲気をライムは感じていた。

　そして、その時点で彼の答えも決まっていた。

　まずくなったら撤退すればいいと内心で線引きはしたが、ライムは頷いた。

「分かった、手伝ってやるよ。ったく……もうどんだけ響に貸したか。ちゃんと覚えてるだろうな？」

「本当に助かるわ」

　満面の笑みで感謝を示す響。

　彼女は一つ頷いて、言葉を続けた。

「お好みなら、嫁よめ入いりでもして一生かけて恩返ししましょうか？」

「タチの悪い冗談だぜ……。勇者の男になんぞなりたくもねえよ、面倒くせえ」

「ばっさり!?」

「俺はな、女は全部好きだが、結婚を望んだ事は一度もねえ」

「……そのうち刺されるわよ、本当に」

「その忠告も聞き飽あきてる」

「あーあ、フラれた。私諦あきらめが悪いから、またいつか再挑戦するわね」

「へこまないねえ、流石は勇者」

「それじゃあ、明日はよろしくね」

「任された」

　戻っていく響に一言だけ答え、ライムはその場に残った。

（旦那……）

　再び悩むライムの夜は、まだ長い。
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　射程。

　それこそが勇者響の最大の弱点かもしれない。

　彼女の戦闘能力は日々上昇している。だが、遠くを攻撃する技術に関しては、近接戦闘と比べるとどうしても劣おとる。

　今回の相手は遥か上空の雲だ。

　攻撃を加えようと思えば、当然そこまで攻撃を届かせる手段が必要になる。もしくは、そこまで接近する手段が。

　響には後者しか選択肢がなかった。

　彼女に同行するのは魔術師ウーディとライム。

　嵐あらしのような風とともに撒き散らされる様々な毒と、触れれば確実に体に害を及ぼすだろう色付きの雨を防ぎながら、彼らは可能な限り雲に接近し、考えうる限りの攻撃を放って雲を散らそうとした。

　直接的なアタッカーは響とウーディの二人。

　ライムは彼らのサポートに回っていた。

　相手は大きな雲。ある程度までしか接近できない以上、こうなるのは必然でもあった。

　響一人で常時高度な障壁を展開、操作しつつ、渾こん身しんの攻撃が行えたなら、もう少し別の連携もあったかもしれないが。

「奥の手だったんだけどな。穿せん孔こうでも駄目か……どうしたものかしら。もっと近づくしか……ない？」

　響は今、空にいた。

　口調はまだ余裕があるが、表情はかなり硬い。

「冗談言っちゃいけねえな。これ以上は接近できねえよ。大体、穿孔？　剣圧をあんな風ふうに変化させて飛ばすなんざ、十分化け物レベルだ。胸張っていいぜ」

　ライムは本心からの感想を響に返す。

　響は遠距離への有効打として、剣圧を弾丸のように飛ばせないかと考えた。

　突とっ拍ぴょう子しもない発想だが、彼女はそれをやってのけた。

　今はまだ神器の力を借りてやっと。更に全力で放つにはライムのサポートも必要とするが、じきに単独でも放てるようになるだろう。

　異常なまでの発想力と、それを可能にする成長。

　ライムは響と行動を共にする中で、真が彼女を評価する理由を肌で感じてきたが、それでも今回の切り札には驚きを禁じ得なかった。

　魔術師ウーディも、ため息混じりに苦笑する。

「一点への攻撃力なら、私よりも上じゃないですか……。まったく、この歳でまだ上を目指せと尻しりを叩かれようとは。勇者一行というのは、年寄りに優しくないですねえ」

　彼の攻撃もまた、雲に有効な一撃を加えられていない。

　はっきりいって、手詰まりだった。

「こりゃあ、無理だ。一度戻って対策を練ねる。それが今取れる最良の選択だ」

　ライムの提案を受けた響が、苦く渋じゅうに顔を歪める。

「……戻れば、いくつかの村が被害に遭あうわ。確実に」

「人は避難させられる。村はまた作れる。……別の場所にだが」

「ウーディ、何か手はないの？」

　響とウーディが地上にいるメンバーと念話でやり取りをして、ギリギリまで打開策を探す。

　だが、ライムには一つ考えがあった。

（姐さんに連絡すれば、なんとかなるかもしれねえ。多分、この雲は荒野産のナニカ。来た方向から見ても間違いねえ。姐さんや旦那が、何か知ってるかもしれねえ）

　しかし……と、彼は思う。

　響に惹ひかれて連絡を何度か怠おこたった身で、それはあまりにも都合が良すぎる。

　既にプライドなど真達に木こっ端ぱ微み塵じんにされた彼だったが、それでも躊ちゅう躇ちょがあった。

　助けを求める理由が、私的で、そして勇者を助けたいという思いも含まれたからだ。

（いや。迷っている暇はねえ。これが最後だ。時期的にも、もう俺も帰る頃合い。これでいくつかの村の人が、ガキどもが救えるなら、悩む必要はねえ。響の助けになるのは結果だ。ただ、それだけだ）

　ライムは悩み、悩み、決めた。

　上司である巴へ念話を放つ。

　巴は、すぐに応じた。

（姐さん、ライムです）

（……久しいな。そちらは、居心地が好いか？）

　ライムの心中を見透かしたような巴の言葉。

（──っ。すいやせん。俺は……響に……）

　取り繕おうとした考えをすぐに捨て、ライムは巴に全て話そうとした。

　だが巴はそれを制し、用件を促す。

（いや、構わん。少々意地の悪い聞き方をした。すまぬな。それでも連絡をしてきた。それでよい。用件はなんじゃ？）

（今、ローレル連邦に紫色の雲が押し寄せて被害が出はじめてます。俺の読みでは、これは荒野の気候が漏れたんじゃねえかと）

（遠からず、じゃな。その認識でも間違いではない）

（それで、何か打開策をご存じないかと）

（……ふぅ。随分と、入れ込んだもんじゃな）

（姐さん。響の本質は共存共栄を第一としたもんです。旦那とも俺らとも、うまくやっていく事はできるんじゃ──）

（奴が、その第一の考えを捨てぬうちはな）

（え？）

（……まだ仮定の話にすぎんが、もし響が考えを翻ひるがえせば、若を最も傷つける存在にもなりうる。若を傷つける存在への対応は……一つじゃよ）

（……警戒はどうしても必要っすか）

（と、思うておる。これはまだ若には話しとらん、お前にだけじゃぞ？　若には〝政治家には気をつけてください〟と言っただけじゃからな）

（……）

　ライムは返答に窮きゅうした。

　響と真は手を取り合える──それがライムの進言。だが、巴は更にその先を見ていた。

　ならば自分に何を言えるのか。

（それとな、ライム。お主はまだ若を分かっておらん）

（は？）

（その雲で実演してやろう。その場を動くな。そして、誰も動かすな）

　巴との念話が途と絶だえる。

「響、ウーディ」

　ライムはただ何か予感がして、一緒にいた二人に呼びかける。

「なに？」

「どうしました？」

「ここを動くな。それと、下の二人にも同じ事を伝えてやってくれ」

　そう言いながら、全力で周囲に感知を巡めぐらせる。

　引っかかる気配が……あった。

（門が開いた！　出てきたのは……翼人が、二人？）

　感知の範囲ギリギリで亜空の門が開いたのをライムは感じ取る。

　偶然ではない。

　確実に巴が、わざわざ彼にも分かる位置で門を開けたのだ。

　白い翼の翼人が、黒い翼の翼人を抱きかかえて遥か上空に上がっていく。

　翼人。

　亜空の住人だ。

　響やライムらがいる場所よりもずっと高い場所、積み重なる紫の雲の天辺よりも更に高く。

　翼人は上がっていった。

（なんだ？　何が起きる？）

「ライム、何か手を考えたの？　話してくれない？」

「手は……もう打った」

「え？」

「だから……動くな。何もせず、見ていてくれ。最良の結果を望むなら」

　ライム自身、何が起こるのか分からない。

　だから話せる事もほとんど無かった。

　翼人が今度は、ライムの感知可能範囲ギリギリの場所で停止した。

（確か……黒い翼人の中には他者と情報をリンクできる奴がいるらしいが……一体誰と？）

　黒い翼の翼人は、白い翼の翼人と比べて飛行高度が劣る。だからあのように抱きかかえられているのだとライムは理解した。

　つまり、この場に必要なのは、あの黒い翼人の方なのだと。

　リンクの相手を推測しようとしたライムだったが……答えはすぐに出た。

「っ!!　何!?」

「いかん、防御をっ！　間に合わないっ!?」

「動くな!!」

　響とウーディの言葉よりもほんの少し早く、ライムもソレに気付いた。

　もっとも、ソレの速度を考えればその時間差に意味はなかったけれど。

　彼方かなたから、紫の雲を、そして響らを目掛けて極太の光が奔ほとばしる。

「──っ!!」

（俺は、用済みってわけですかい？　姐さん……）

　ライムはどこか達観した気持ちでその光景を見守った。

　だがそれも、ライムがまだ〝彼〟を、己おのが主と決めた男の事を理解していなかったからにすぎない。

　巴の言葉は、色々な意味で正解だった。

（旦那……。まあ、旦那にやられるなら……元々あの人に拾われた命だしな。俺みたいのでも、死んだ後の事はちゃんとやってくれると、不思議と信じられるしよ……）

　潔いさぎよいまでに死を受け入れ、そして目を閉じるライム。

　この一撃がどこから放たれたものかは彼には分からない。

　だが、翼人がリンクしていたのが真である事は、ライムに確信があった。

　つまりこれは、真の一撃。

　光は響らの目前にまで迫り……無数に弾け、器用に彼らを避けて通り過ぎる。

　細かな光の筋になったそれが、紫の雲に突き刺さっていった。

『……』

　言葉がなかった。

　響もウーディもライムも。

　その中で一人、ライムは意味の違う沈黙を保たもっていた。

（ああ……本当に）

　強引に引き千切られた雲が、散り散りになっていく。

　響と真を比べるなら、ある一点を除いて響の方が上だとライムは感じた。

　それは、今も全く変わっていない。

　だが。

　その一点の持つ意味を、彼は過小評価していたのだと思った。

　いや忘れていたのだと気付いた。

（俺はこの〝力〟に、いかなる不利をも問答無用でねじ伏せるこの力に、魅みせられたんだ。そうだ、俺は……あの亜空だいちさえ所有する旦那の行く末を……見てえ）

　ライムは未だに、響に対してある程度の好意を抱いている。

　しかし彼の頭の中では今、ツィーゲでの記憶が鮮明に再生されていた。

（……途中で降りるにゃ勿体ねえ。俺はクズノハ商会のライム＝ラテだ）




「さて、帰るか。終わったしな」

　紫の雲の欠片かけら一つない青空を見て、ライムは未だ沈黙する響とウーディに話しかけた。

　周囲にはまだ真の魔力の残ざん滓しが残っている。

　あれだけの術を行使し、付近にいた三人には傷一つ付けない離はなれ業わざを行なった真の魔力が。

　ライムは誇ほこらしいような、呆あきれるような、不思議な笑みを浮かべていた。

「……これが、ライムの奥の手？」

　響が微かすかに震える声でようやく口を開いた。

「……ああ。勿論、神殿の時と同様にあんたらの手柄にしといて問題ないぜ」

「何をしたのかは教えてもらえないの？」

「分からねえ」

「え？」

「分からねえよ。俺はただ相談しただけだ。あの雲の事を知っているかもしれない人に、何か手はありませんか？　ってな」

　憑つき物が落ちたかのような清すが々すがしい顔で響に応えるライム。

「なんという……」

　ウーディが言いかけた言葉を、ライムは全て肯定する。

「本当にな。呆れるよなあ。笑うしかねえ」

「クズノハ、商会……」

　響は恐らく、ある程度の事実を既に推測している。

　だが、今はその言葉を呟くだけに留めた。

　下手な発言をライムに聞かれるのを防ぐために。

　ライムの心の変化も、彼女は直感で察していた。

「俺もそろそろ帰らねえと。向こうで仕事が山積みだわ」

「そう……楽しかったのに、残念。彼……ライドウ殿がリミアに来る時は、是非貴方にも一緒に来てほしいわ。これでおしまいなんて寂しいもの」

「旦那から頼まれりゃ、そうするさ。俺も楽しかったぜ、響」

　空から地上に戻り、チヤとベルダ両名に合流する一行。

　見事、紫の雲を撃退してローレルの民を救った勇者。

　響の名声はまた一つ高まった。

　成功と言える結果だろう。

　けれど、チヤ達と合流する少し前。

　響は唇の端はしを噛んだ。

　強く。

（ライム……私は……）

　響が最も強く望んだものが、またその手をすり抜けた。

　彼女はそれを理解していた。

　そうした感情を表に出さぬようにしていた響だったが、今回はできなかった。

　悔くやしいと、喉のど元もとまで気持ちがこみ上げてきた。

　辛うじて言葉には出さなかったのは彼女の意地か。

　どちらにせよ。

　ライムを介した響と真の勝負は、真の与あずかり知らぬところで真の勝利に終わった。













６




　久々の学園での講義から数日。亜空での移住テストも順調に進んでいる。

　凪なぎの海のように、静かなもんだ。

　そんな中、嬉しい報告が入った。

　海に住もうとしている種族のほとんどが亜空での生活に適応できている、との事だった。

　鮫さめやら巨大なタコやら、元からいた生き物に危険を感じてリタイヤした種族が二つほどあったものの、大抵の種族が無事に過ごしているらしい。

　このまま進んでくれれば、寒い海と暖かい海、どちらにも住人ができる事になる。

　住人に対して土地が異様にあるのが亜空。それは当然海にも当てはまる。

　色んな場所に住んで情報を集めてくれるなら、これほどありがたい事はない。

　隅すみ々ずみまで自分達で探索しなければいけないとしたら、相当大変だし。

「とまあ、概ね問題はありませんな。在来種の生き物とコミュニケーションを取りはじめているものもおります。懸け念ねんしていた海の種族同士の諍いさかいなども起きておりません」

　特に問題もないまま、巴の報告が結ばれた。

「良かったね。リタイヤした種族は残念だったけど、今後クズノハ商会で関われる事があったら協力するって言っておいて」

「既に伝えてあります。ヒューマンの漁師と問題が起こりそうなら相談に乗るとも」

「流石。サリもうまくやってる？」

「初仕事とあって、張り切っておりますな。特におかしな動きもありませんぞ」

「そう」

「ところで若。識から聞きましたが、ロッツガルドの学生が随分と成長していたようで？」

「ん、ああ。凄いよ、皆立派になった。卒業するまでずっと鍛えちゃうと、やりすぎになりそうだし……もう彼らには教える側に回ってもらった方が良いかなって」

「教える側、ですか。連中はそれよりもっと強くなりたいとせがむでしょうなあ」

「教える事でできる成長もあるよ。それに、〝もっと強く〟って言っても、もう学園で最強クラスなんだよ？　同学年なら余裕で最強。これ以上鍛えて差を広げなくてもいいんじゃない？　多分ヒューマン同士の戦争とか、大抵の種族との戦闘になっても十分に活躍するくらいだと思うから」

「……なるほど。少々興味がありますので、あとで識に情報を見せてもらっても構いませんかな？」

「もちろん。ただ、変に干かん渉しょうしちゃ駄目だよ？　どこまでが巴に鍛えられたせいか知らないけど、ミスラなんて随分おかしな能力まで習得してるんだから」

「気を付けましょう」

　本当に。

　巴が鍛えたミスラが切っ掛けになって、ジン達は物凄く成長していた。

　各々が特殊な能力を身に付け、自分の個性をより際立たせて強くなろうと努めた結果だろう。

　ロッツガルド学園にいる時点で、元々才能はある子達だ。高く目標を据えればそれだけ伸びていくのは、ある意味驚くべき事じゃないかもしれない。

　そう考えると、僕や識はその手伝いをしただけなんだろうな。

　新しく入れる子もジン達のレベルに仕上げて、後は個人の成長に任せれば十分強くなる。

　講師としてどこまで学生を鍛えるかの目安も見つかって、こちらも順調。

　実に良い。

「じゃあ……巴、これから時間ある？」

「また、ですかな？　移住希望種族の面倒を見ねばなりませんので、今日お付き合いするのは……」

　巴が言葉を濁にごす。

「……そっか、残念」

「若の世界の環境を再現するのは相当疲れますでな。若がリミアに発たたれる前にはなんとか時間を作りますので。申し訳ありません」

「分かった。忙しいのに無理をさせているのは分かってるから、気にしないで」

　そう言うと、巴は突然苦い顔をする。

　巴？

「……あー、若。ちと、よろしいですかな？」

　会話を中断して、遠慮がちに尋ねてきた。

　ああ、念話してたのか。

　話しながらでも念話できる器用さは、僕も見習いたいところだ。

　どちらにも集中するってのが、僕には難しい。〝慣れ〟でなんとかなるなら、訓練してみようかなあ。

「なに？　念話？」

「はい。ライムからでした」

「へえ。先輩達と一緒にいるんだっけ。なんだって？」

「……ええ、大した事ではありませんが……あの紫の雲、先日のアレでは完全に散ってはいなかったようです」

「……やっぱり。なんか手応え薄かったんだよな。まさか、もう悪さしてるとか？」

「はい。で、今ライムと響らのパーティで対処しているのですが、どうもまずい様子で」

「響先輩でも？」

「の、ようですな」

　信じられない。響先輩が。

　あの程度ならどうとでもしそうなのに。

　もしかして、遠距離攻撃関係の手て札ふだが少ない、とか？

　先輩、剣を持ってたしな。

「自分でローレルへの手助けなんて言っときながら中ちゅう途と半はん端ぱなのは、格好つかないよなあ。響先輩にまで迷惑を掛けるのもアレだし、僕がなんとかするよ」

「……頼めますか」

「うん。ただ、あの群体ってのは、どうも前のやり方だと駄目な気がするんだよね……手応えも薄かったから。一応、考えている事はあるんだけど、ある程度近づいて確認しながらじゃないと駄目そうなのがなあ」

　せめて相手の位置をもう少し正確に把握したいところだ。

「では、翼人が以前、若との模擬戦で使った戦術を応用してみては？　離れた場所にいる相手と情報を共有する、アレです」

「ああ、なるほど。確かに使えそうだ。じゃあそれでいこう。なら僕は狙えそうな場所に移動しないとね」

「ちょうど見晴らしのいい山があります。距離は多少ありますが、若なら問題ありませんな？」

「アズサと魔術があるから、実質的に射程は気にしなくてもいいようなもんだよ、僕は」

「では、どうぞ。儂は翼人をそちらに送りますので、情報の共有というものを確認するついでにコトに当たってくだされ」

「了解」

「若」

　巴が開けてくれた門に、アズサ片手に入ろうとしていたところを呼び止められた。

「なに？」

「ライムと勇者が近くに浮いているようですので、ついでに何発かお見舞いしても構いませんぞ？　特にライムなど」

　突然どうしたんだ、巴。

「なんでライムにそんな事しなくちゃいけないんだよ」

「……なに、最近少々弛ゆるんでおるようですから、気き付つけにと思ったまでです」

「怖い事言うね、お前も」

「響にも良い刺激になるかもしれませんぞ？」

「嫌だよ。あとでバレたらどう弁解するんだよ、まったく」

「……いってらっしゃいませ」

「うん、すぐ戻る」

　門の先は説明通りの山頂だった。

　まさに絶景。三百六十度のパノラマだ。ローレルではさぞ名のある山かも。

　そして遠くの空に明らかな異物が一つ。

　紫色のシミにも見えるそれが、問題の雲だと分かった。

「結構大きくなってるな。前ほどじゃないけど」

　弓を構え、矢を番える。

　標的の雲はかなり遠方だけど、この世界に来て魔術を併用するようになったせいもあるのか、外す気がしない。

　届くかどうかも気にしなくなっていた。

　見えるなら当てられる──自然にそう思えるようになった。

　ただ、あの雲の場合はおそらく、沢山の個体の集合体だから、一つの的まとと見てはいけないんだと思う。前回の攻撃の後で感じた事だけどね。もしくはあの雲全部を直径に入れてしまうような大規模な攻撃で片づけるってのもある。今回は先輩とライムがいるから真っ先に却きゃっ下かした。

「さて、翼人のリンクは……」

　翼人の登場を待っていると、紫の雲から少し離れたところに彼らが出てくるのが分かった。

　二人か。

　すぐに念話が入り、僕に情報を送っていいかを確認された。

　当然ＯＫ。

　少しの間を置いてから、僕の頭に紫の雲をここよりもっと間近で見ているような、奇妙な風景が浮かんだ。

　目にしている遠方の雲と、頭に浮かぶ間近の雲のギャップが少し気持ち悪い。

　肉眼で遠くのそれを見ながら、同時にカメラで撮影したその場所のアップが脳裏に何枚も投影されているような不思議な感覚。

　でも慣れてしまえば便利かもしれないな。

　おかげで響先輩と仲間の魔術士、それにライムが浮いている場所もはっきり分かる。

　座標を記しるします──と、翼人から続報が入った。

　頭に浮かんでいる雲と先輩達の景色に方眼紙みたいなマス目が刻まれ、色んな数字が浮かび上がった。

　ふうん。翼人はこうやってお互いの間で情報をやりとりして狙いをつけていたのか。

　確かに分かりやすい。Ｘ軸Ｙ軸Ｚ軸、って感じ。

　感覚に頼った僕の狙撃にはあまり必要なものではないけれど、攻撃地点の誤差をなくしていくには有用だと思う。

　翼人にお礼を言って、現在地で待機するように伝える。

「見えているあの紫の雲を射抜く。脳裏に浮かぶ景色の、雲だけを射抜く……」

　本当に不思議な感覚だった。

　まっすぐ狙う感覚はいつものもの。

　でも同時にモニターの中の景色に狙いをつける。

　日本にいた頃には考えられないような離れ業なのに、意外とすんなり作業は終わった。

　いや、まだだ。

　先輩達を避けるだけじゃ駄目だ。

　そして雲の核みたいな部分を射抜くだけでも駄目。

　もっと、もっと、もっと、もっと……。

　正確に。雲を形作る命の一つ一つを意識して、その全てを殺し尽くす。

　曖あい昧まいに。同時に彼らの繋がりそのものを包ほう括かつして絶つ。

　そのためには……。

「……」

　集中状態を保ったまま、僕は番えていた矢を下ろす。

　今回は、これじゃない。

　必要なのは矢というよりも術の触しょく媒ばい。

　同時に無数の標的を射抜くには弓術と魔術、両方必要だから。

　エルドワに作ってもらった様々な種類の矢から、一番魔力を蓄たくわえられる特性を持つ矢を選び、再び番える。

　琥こ珀はく色の矢。

「先輩達を避けて核を射抜きつつ、雲を構成する命全てを連れん鎖さ的に滅ぼす……」

　脳裏に浮かぶ雲が、僕が定めた無数の照準で埋め尽くされる。

　やれる。

　静かに矢を放つ。

　琥珀の矢はしばらく形を保ったまま宙を進んだものの、すぐに砕くだけて、視界を埋めるほどのでかい光の塊になって紫の雲に迫っていった。

　そして少しすると、その光の塊が炸さく裂れつした。

　よし、できた！

　先輩達を避けて雲の核を次々射抜き、同時に散弾として光の糸のように散った部分がそれぞれの標的を貫つらぬいたのが、手応えとして伝わってきた。

　殺した。

　前回と違ってそう実感できた。

「……ふぅ。仕留めた」

　翼人も見届けたようだ。

　こちらに向かって飛んでくる。

　一人抱えているけど、凄く速い。

　彼らに手伝ってもらって、僕の弓の可能性はもっと広がった。遠く離れた室内にいる特定の標的だけを射抜く事だって、今ならできる。

　純粋に、嬉しい。

　弓は僕にとって代え難いものなんだと、再確認した気がした。
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　亜空の都市からさほど離れていない場所に、全く手付かずの広大な森が広がっている。

　僕が開拓しないように指示した場所だ。

　それから、無む闇やみに入り込まないようにとも伝えてある。

　亜空の森はここだけじゃない。恵みを受けたいなら、他の森に足を伸ばせばいいだけの事で、皆反対もなく受け入れてくれた。

　どうしてそんな指示を出したのか。

　理由は、その森を縄張りにする生き物だった。

　狼……日本ではもう絶滅したとされている動物。

　国によって狼に対する印象や見方は様々だけど、日本では、誇り高く賢い動物で、森の守護者のようにも扱われていた。

　……と、僕は思っている。

　僕にとってニホンオオカミは、どこか神聖さも感じさせる動物だった。

　まさか異世界の──そのまた異世界みたいな亜空でお目にかかれるとは思ってなかったけど、嬉しかった。

　だから、完全に僕のわがままで、彼らの存在を認めた。

　邪魔だから、危険だから狩る、という対象にはしたくなかった。

　今僕は、その狼が棲すむ森にいる。

　果くだ物ものやら穀こく物もつやらが山盛りになった大皿を両手で抱えて。

　獣道という表現がぴったりな道をしばらく歩くと、少し視界が開けた場所に出た。

　石で組まれた簡素な祭壇が目に映る。

「……着いた」

　大皿を祭壇に置いて、そのまま脇に座って上を見る。

「濃いね。緑が濃い。潮風も悪くないけど、僕はこっちの方が落ち着くなあ……」

　深呼吸が何より気持ち良い。

〝自ら来るとは珍しい〟

　草むらから現れた〝彼〟の言葉に応える。

「たまには、ね」

　大型犬よりも大きな印象を受ける、狼。ニホンオオカミがこのサイズだったかどうかは分からないけど、迫力は十分だ。

　正面から対すると、肩幅の厳つさに圧倒される。

〝それは、お前達が育てた作物か。餌え付づけなどされぬと言っておるのに〟

「餌付けのつもりなんてないよ。友好の証あかし」

　ハッハッと息遣いだけが耳に届く。

　なのに、頭には彼の言葉が確かに伝わってくる。

　もう慣れたけど、面白い感覚だよな。

〝友好か……まあいい。ミスミよ、彼方から嗅ぎなれぬ風の匂いを感じた。何か知っているか？〟

「ちょっと知り合いの神様が無茶したみたいでね。海が出来た」

〝海？〟

　初めて聞く言葉だったのか、狼は首を傾げた。

　周囲に、彼以外の狼の気配を複数感じる。

　ボスの後に控えている様子で、皆一定の距離を取って、それ以上近づいてこない。

「この森よりも遥かに巨大な、塩水で出来た湖──みたいなもの」

〝……ふむ。にわかには信じ難いが、ミスミがそう言うのなら、そうなのだな。我らの暮らしには関わりなきものと思ってよいのか？〟

「うん。ここからだと相当遠いからね。むしろ、どういう嗅覚してるんだよって驚いた」

〝その果物など、皿に盛っておる時から嗅ぎ分けられたぞ？　人とは不便な生き物だな〟

「あははは、狼からしたらそうなのかもね。で、この友好の証、ちょっと別の意味もあって」

〝……あの妙な羽虫どもの事か？〟

「……ご名答。ごめんね、迷惑をかけたみたいで」

　アルエレメラが狼とどうやりあったのかは分からないけど、いきなり戦闘を仕掛けたのは間違いないようだから。

　謝罪が二割、狼に久々に会いたいのが八割で、こうやって作物のおすそわけに来たわけ。

〝別に、あの程度なら構わぬ。スズメバチが多少強くなった程度のものだ。話を聞かぬものなどいくらでもいるから、慣れておるよ〟

　スズメバチって名前を聞くと、僕は本能的な恐怖を覚える。ここにもいるんだ。皆に注意しておこう。

　アルエレメラも、そう喩えられると結構怖く感じるな。

「誰か怪我をした子はいない？」

〝おらんよ。だが、少し問題があるのは確かだ〟

「聞くよ」

〝その前に確認するが、奴らはもうここへは来ぬのか？〟

「来ないよ。大分怖い目に遭ったようだし、すっかりこの森に怯えている」

　本当に、かわいそうなくらい。

〝そうか……。実はな〟

　何故か珍しく言い淀む狼に、続きを促す。

「うん」

〝奴ら、美味うまいのだ〟

　……ん？

〝蜜みつを濃縮したような濃厚な甘みで、なかなか美び味みだった〟

「……」

〝以前、ミスミの民には危害を加えぬと約束はしたのでな。あの羽虫もそうだというなら、残念だ〟

「美味おいしいんだ、あれ？」

〝うむ。蜂はちの巣を襲撃するより余程魅力的だ〟

　真顔の狼。

　別にそういう意図じゃないだろうけど、口の端から垂たれる唾だ液えきが、生々しい。

「ごめん、我慢してほしい」

〝仕方あるまい。ミスミは我らを皆殺しにできたのに、共存を申し出た。その借りは大きい。従おう〟

「ありがとう。後であの皿と同じ品目を追加で持ってこさせるから、皆で食べて。気に入ってもらえるのがあるといいんだけど」

〝我らには十分な森の恵みがある。ミスミに我らを良く扱う理由はなかろうに……最初に言ったが、施しなら無用ぞ？〟

「……いいじゃない。時々こうやって交まじわるくらいの共存、って事で」

　ここにいてくれるだけで嬉しい、なんて言えないしなあ。

　変人扱いされそうだ。

　……って、もうされてるか。

〝……変わった男だ。まあ、礼というわけではないが、熊には羽虫を食わんように伝えておいてやろう〟

「……熊。君達よりも甘いの好きそうなイメージだね、確かに」

　というか、大好物っぽいイメージ。

　はちみつ、くまさん。組み合わせが怖いくらいにはまる。

〝まだ食ってはおらんだろうから、問題はなかろうが。あの羽虫を味わった後なら、暴れたかもしれぬな。だがミスミよ、我らは空の連中とは関わりなく生きておる。そちらにはお前自身が話をしに行けよ〟

「あ～……うん、分かった。ありがとう」

　そうか、アルエレメラは猛もう禽きん類るいにも捕ほ食しょくされる可能性があるか。

　山には近づかないようにアルエレメラに伝えて──も駄目そうだな。

　転移すればすぐだから、これから済ませてしまおう。

　話をしに行くっていっても、亜空の中だと気楽でいいなあ。
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　険しい岩山。

　切り立った峰みねの狭はざ間まに緑が広がる場所がある。

　仮に上から眺めたら、まるで無理やり作ったヘリポートのようにも見える所だ。

　翼でもなければまず辿り着けない、もしくはカモシカ的身体能力が必要。

　森を歩くのと違って山登り、それもいきなりクライミングをするのはしんどいからなあ。

　ここはパッと見ただけでも登山者に相当厳しい山だから。

　でも、転移してしまえばそんなに苦じゃない。

「あ、いたいた」

　その一角に、彼はいた。

　奈良の大仏様でも見上げていると錯さっ覚かくしそうな藍あい色いろの塊。

　近づいていくと、その塊が、翼を畳んだ鳥だと分かる。

　翼を畳んでアレだもんなあ。馬鹿でかいとは、この事だ。

　彼がこの亜空の空の王様。

　鷹たかとか鷲わしではなく、ロック鳥というらしい。

　狼よりも珍しい──というか、幻げん獣じゅうの類の気がするけど、こうも存在に現実感がないと、かえって狼の方が凄いと感じてしまう。

　だってなあ……ここまでくると魔物だし。

〝王か、久しいな〟

　彼は僕を王と呼ぶ。

「久しぶり。その呼び方、何か馴染まないんだけどなあ」

　よ、地主さん、とか大おお家やさんって言われた方が、しっくりくるんだけど。

〝遠方までよく参られた。翼人とは上手くやっておるが、別の用件か？〟

　呼び方については、さらっと流されてしまった。いや、無かった事にされた。

「まあね。新しくここに住まう事になった種族について、お願いがあって」

〝ああ、馬鹿げた広さの湖で何やら沢山の種族が騒いでおった。あの件か？〟

「いや、それは別件。海の方は、もし向こうに住む鳥がいるなら、好きにしてくれていいよ」

〝ほう……あの湖は海というか。実に広大で、多様な命の存在も感じた〟

「だろうね。今、あそこに住みたいって人達の選考中なんだ。まあ、暮らすとしても海うみ辺べか海中だから、空の生物とはかち合わないと思うよ」

　ロック鳥も早速海を見に行っていたみたいだ。

　狼といい、あんな遠くの出来事なのに、よく感知してるなあ。

〝他の者にも話しておく〟

「で、今日のお願いってのは、アルエレメラっていう妖精種族の事なんだ」

〝……知らぬ名だ。空を生活の場とする者達であれば預かるが〟

「いや、分類としては、山とか川を生活の場にする、虫に近いスタイルなんじゃないかと。僕もまだそこまで詳しくないんだけど」

〝……食わぬように通達せよ、と？〟

「察しがいいね。羽があって空を飛びはするけど、見た目はちっこい人だから、食べないようにしてくれると助かる」

〝分かった。王の民ならば狩らぬよう気をつけさせよう〟

「お休みのところ、悪かったね。じゃあ、また」

〝ああ……用向きがあればこちらからも伺う。呼びつけてくれて構わない〟

「うん、気軽に来てもらっていいよ」

〝新たな王の民によろしく〟

　これでアルエレメラの件はもう大丈夫だろう。

　一度海の様子を見たら、お店に顔出すか。
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　へえ、ローレライは港町を作って海辺で生活するつもりなんだな。

　海辺にやって来た僕は、彼らが建材を運んで何やら作業している光景を、少し離れた場所から眺めていた。

　元々は岩がん礁しょう地帯でひっそり暮らしていたと資料にあったけど、サリ辺りが入れ知恵したのか、それとも、より良い環境で町を作って暮らす事にしたのか。

　砂浜が広く続いているし、見たところ波も穏やか。

　何度見てもここはリゾートの海だ。

　良いところだと思う。

「若様」

　僕の姿を見つけて、サリの方から声をかけてきた。

「頑張って働いてるみたいだね」

「若様から初めて仰おおせつかった仕事ですから」

「今はローレライのアドバイザー、かな？」

「はい。と言っても、このままほとんど問題もなく試験期間は終了しそうですが」

「良かったじゃない。で、ローレライはここにずっと住みたいと思ってくれてる？」

　気になるところだ。

「もちろんです。他種族との関係も構築しはじめていますし、前向きです」

「他種族と？　それは積極的だね。具体的には──」

　その時、僕の後ろをダダダダッと何かが高速で走り抜けていった。

　思わず音の方向に顔を向ける。

〝マグロマン〟が走っていた。

　ヒレとか一切使わずに、胴から生えた二本の逞たくましい足で、アスリートばりの全力疾しっ走そう。

　何か長細い木箱を持っていたけど、中身は分からない。

「特に海王シーロードと交流が盛んですね」

「ああ、なるほどね」

　マグロって、海では凄く速いらしいけど、陸でも速いんだな。

　あ、そのまま海に飛び込んだ。

　凄まじき水陸両用だ。

「彼らは大層な名に負けない、非常に優秀な種族ですね。今走っていったヒキャクのマグロさんもですけど、ゴウリキのタラバクラブさんなんて、海底の巨大な岩を一撃で砕いて潮の流れを調整したりできるんですよ。初めて聞く種族でしたが、世界とは広いものですね」

　ヒキャクのマグロさんに、ゴウリキのタラバクラブさん？

　飛ひ脚きゃくに強ごう力りき……日本古来の郵便屋さんに、荷運び兼山さん岳がく案内人か。

　納得だ。

　……って、そんなわけあるか。

　トライアスロンできそうなマグロと、多分カニっぽいであろうタラバクラブが同じ種族って、まずおかしいだろう？

　おかしいよね？

　おかしくないのか？

「世界は広い、の一言じゃあ説明できない気がするよ、海王シーロードは」

「彼らはローレライ以外の種族とも交流を重ねているようです。おそらく、海のキー種族になるのではないでしょうか」

　サリは尊敬の念を込めて彼らを評価している。

　純粋なのか、ずれているのか。

　僕は別の意味で海王シーロードに興味が湧わいてきた。

　社交性抜群なのがまた愉快というか、不思議というか。

　森に山に海。

　今日は結局、亜空自然巡りになったけど、こんな過ごし方もいいもんだ。

　なんとなくリフレッシュできた気がするよ。

　サリの様子も見られたし。

　このまま亜空で何か生き甲斐を見つけてもらえると嬉しいな。
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「あ、ありがとうございました……!!」

「うん。しっかり回復して、次の講義に遅れないように」

　講義終了を告げた講師に、生徒全員が頭を下げる。

　学園では特にこういう儀礼の決まりはないが、彼の講義では既に見慣れた光景だ。

　いつもの講義との違いは、見学者の存在だ。

　ライドウの講義が生徒を再募集すると知れ渡って以来、多くの生徒が見学に来ている。

　授業内容は変わらない。

　今日の講義では助手の識を伴っていなかったため、彼が去っていった後には学生が残るのみ。

　膝を笑わせながら気力で立っていたジンとダエナがそのまま後ろにぶっ倒れ、シフとアベリアはそれぞれの武器に縋すがるようにして崩れ落ちた。

　冷や汗をだらだらと流し、顔が真っ青──これは魔力の使いすぎによくある症状だ──のイズモなど見るも無惨だが、ミスラとユーノは比較的ピンピンしている。

　これはミスラの特異なスキルと、ユーノの特殊な装備のためだろう。

「えぐい、マジでえぐい」

「先生なら魔術なしで変異体と殴り合えるんじゃないだろうか」

「やれるね。間違いなく素手でやれるね」

　死にそうな顔をしたダエナとイズモが、真顔で頷き合っている。

「……だけど、立てる」

　ひとしきり呼吸を整えたジンが、早くも立ち上がった。

　決して痩やせ我慢している様子はない。

　疲労は抱えつつ、しっかりと自分の力で立っている。

「そうね。少なくとも、学園祭の前だったら次の講義に出る気力は残ってないもの」

　アベリアも腰を上げながら、心底からの苦笑を漏らす。

「休み中のドラゴン退治の効果も少しはあるんでしょうけど……」

　シフは思案げな顔で視線を巡らせる。

「……分かるよ、シフ。それにジンが言いたい事も」

　アベリアも二人と同じ事を考えていたからだ。

「先生がぼそっと言ってたよね。それなりに力をつけているみたい、って」

「ライドウ先生には何か見えているのかなぁ？」

　ユーノは何かを探すように自分の周りを見回すが、当然、そこには何もない。

　彼女の身を包む奇妙な全身武装には似合わぬ、不自然に女の子らしい仕草だった。

　これこそは本人曰いわく、運命の装備。既に各方面が汚染されていた事から、真が回収を断念し、紆う余よ曲きょく折せつを経へて晴れてユーノのモノになった品だ。

　ちなみに、この経緯には澪やレンブラントもそこそこ関わっているが、スーツ回収に関する一連のやり取りは真にとっては悶絶を禁じ得ない地じ獄ごくの時間だった。

「ユーノは明らかに変わってるけどね。いきなり防御力最強になってるし。何その装備。ツィーゲってどんな魔ま境きょうなのさ？」

　肩を竦めるミスラ。

「これはクズノハ商会製の試作品だよー」

　ミスラの中で、まだ行った事がない辺境都市のイメージがおかしな方向に変わっていく。

　もっとも、ユーノが持っている装備こそ溢れてはいないが、それ以外の部分において、ツィーゲはミスラの想像よりも更に魔境と化していると言えるが。

「んでも、先生は〝それ〟の攻撃を普通に受け止めたり流したりしてたよな。なあユーノ、ちょいと俺を攻撃してみてくれない？」

　ジンだ。

「思い切り？」

「せっかくだからな。一番イイのをくれ」

「えー、本気ですか？　まだ余力はあるから、私は構いませんけど」

「全力で頼む」

　彼がリクエストしたのは、先程の講義でユーノが放った一番威力のありそうな攻撃。

　他の面々は呆れた表情でジンを見ていた。

　アベリアとシフは早くも回復魔術の準備にかかっている。

「じゃあ今の魔力で撃てる一番で遠慮なくいきますよ？　ジェーーット、パンチーー!!」

　ユーノの武装の肘あたりから、魔力の光が噴出。瞬時にして勢いをつけたユーノの拳がジンのガード目掛けて走る。

「うごあーーーー!?」

　接触と同時に、鈍く大きな音とジンの悲鳴混じりの声が響く。

　ジンは体ごとユーノに押し込まれるように、足元の土を派手に削りながら後退した。

「っつううう！　覚悟しときゃ、なんとか受けられない事もない、みたいだな」

「殴撃ナックルはぁ！　加速するっ!!」

「ぶっぼあーーっっ!!」

　突き出した拳に反対の手を添えたユーノが、ジェットパンチの追加攻撃技に移行した瞬間。

　ジンが後方の、まばらに木が生えた所まで吹っ飛んでいった。

　今度はジンのみ。ユーノはその場から動いていない。

「ジーーン、回復してほしかったらここまで戻って来なさいよー」

「右に同じでーーす」

　アベリアとシフの情け容赦ない言葉が浴びせられる。

「あの時手を添えたのは、その攻撃だったんだ。先生がちょっと腰入れて受けてたやつ」

「なるほどね、追加攻撃か。そういうのもあるんだ。もうユーノと一対一はしたくないなあ」

　ミスラとイズモが吹っ飛んだジンのいる方向を見つめて呟いた。

　そんな二人の会話を聞いたシフが小声でアベリアに告げる。

「あの鎧でユーノが使えるスキルの中では、まだ最強じゃないんですけれどね、あれ」

「……それマジ？」

「本気と書いてマジです。そもそもジュウキから放たれる技って魔術なのかスキルなのか第三のナニカなのかすら分類不能ですが。私が見たのはクリムゾンブラストドリル、というものでした」

「名前からして凄そうね。確かに、魔術みたいにも聞こえるわ」

「威力は確かにあのパンチの比じゃないですが、ペナルティも大きかったです。ユーノはしばらく動けなくなりましたから」

「決められなきゃおしまいか。おっかない技ねえ」

　アベリアがおどけた仕草で震えてみせたところで、ユーノが鎧を解除して伸びをしながら戻ってきた。

「あれは本当に死ぬかと思ったよ──って、お姉ちゃん、皆には内緒にしてって言ったのに！　まだまだジュウキの力を引き出せないのが悔しいよ。体がついていかないんだもん」

「ジンはあの様ざまよ？　立派立派」

「ジェットパンチ？　先生は片手で受けたもんなー。もっと色々鍛えないと！」

「なら、ユーノも〝復興肉体ボランティア〟する？　認めたくないけど、私らの基礎能力の向上はあれのおかげよ？」

「またまたぁ、騙されませんよ、アベリア姐ねえさん」

「…………」

　アベリアの沈黙と表情を目にしたユーノが、先輩の言葉が単なる冗談ではなかった事を察してキョトンとする。

「えっと……」

「本気よ。正直、自分でも驚いてる。思い返すのも辛い時間だけど」

「……本当に基礎体力つくんだ。信じられない」

「体力だけじゃなくて、魔力もね。ホント、我ながら信じられない」

　二人のやり取りを微妙な笑みで見守っていたシフが、アベリアの一言に大きく反応した。

「ま、魔力も上がるの!?」

「多分」

　アベリアは口元に人差し指を当てて、これは秘密だと示す。

「まだ確証はないんだけど、明日にでも測定してみるつもり。体感としては一割もいかないくらい、かな。講義の最中にちら見した感じだと、イズモも多分同じ風に感じてると思う」

　小さな声で囁くように告げられた言葉に、シフは息を呑む。

「……あの、魔力の最大値って、生まれた時からの固定。完全な才能の世界ですよね？」

「……のはずよね」

「復興肉体ボランティアって……奇跡のスーパーマジックキャンプ？」

「ただし、地獄のキャンプよ。こっちは確定事項。今日の講義まで、魔力の事なんて気にかける余裕がなかったくらい、超ハードな日々なんだから」

「……でも、魔力そのものを成長させられるかもしれない」

「うん。かもしれない」

「なんて革命。お父様め、娘の成長機会を奪うだなんて……！」

「いや、あんたら姉妹、別作業でかなり嬉しそうだったし」

　アベリアの突っ込みは華麗にスルーし、深しん窓そうの令れい嬢じょうレンブラント姉妹は、地獄の門を開ける事を本気で考えるのだった。
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　セイレン＝ガルメナという女性がいる。

　元からそれなりに名の知られた女性だったが、学園祭とそこで起きた惨さん劇げきを経た今では、学園関係者で知らない者はいないというほど有名だ。

　クズノハ商会、ライドウのそれとは違い……愚おろかな、それはもう愚かな女として。

　セイレン女史は学園の研究施設で働く研究員である。

　当然、その頭脳は優秀だ。

　では何故彼女が、愚かだ、馬鹿だと知れ渡っているのか。

　学園祭の前まではそうではなかった。

　ただその容よう姿しに注目されていただけの女性だった。けれど彼女は特別に見み目め麗うるわしいわけでもない。

　まるで謎かけにも聞こえるが、答えは実に簡単だった。

　セイレン＝ガルメナは、ロッツガルド学園の臨時講師ライドウに告白された唯一の女性なのである。

　変異体事件でロッツガルドがかつてない悪夢に見舞われる前は、ライドウの好みを探るための数少ない手がかりとして。

　そしてライドウとクズノハ商会についての諸々が明らかになりつつある今となっては……とびっきりの玉たまの輿こしに乗り損そこねた馬鹿女として、その名は語られている。

　学園都市は今、全力で復興に取り組み、前に進みつつある。

　しかしセイレンにとっての変異体事件の後始末は……全く終わっていなかった。

　彼女がいるのは、以前クズノハ商会が店舗を構えていた場所付近にある、ラヴィドールという名の小こ洒落じゃれた酒場。

　決してセイレン自身はライドウに好意があるわけではないし、ストーカーになどなるはずもないが……以前はライドウや識、クズノハ商会の面々がそれなりに利用していた酒場だ。

　もっとも、店舗の移転を含めてバタバタしている現在では、彼らが訪れる事はほとんどなくなっている。

　セイレンはある意味、ライドウ、深澄真とよく似たところがある女性だった。

　不運とか奇き縁えんとか、まあそういう部分で。

「マスター、フィズアークおかわり!!」

　フィズアークは、ライドウがここを訪れた時に必ず飲むカクテル。

　それを知るマスターは──ライドウがこれを好む前から、セイレンがこの飲み物を好きだった事も知っている──微かに困った表情を浮かべて酒を作りはじめる。

　間の悪い女性だ、と思っていた。

　食べ物や酒の好みを見ても、付き合いさえすれば二人は意外と上手くいくんじゃないだろうかとも考えたが、口には出さない。

　その可能性があまりに低いと知っていたからだ。

　以前彼は、それとなく二人にそれぞれの話題を振ってみた事がある。

　ところが、ライドウはセイレンという女性を全く覚えていなかったのだから驚きだ。

　対してセイレンはそれなりに面めん食くいなところがあって、ライドウには感情としての好意を持ってはいない。

　ただし。

　彼に付属する様々な力──武力、財力、名声──というものには惹かれていたが。

　現にあの時ライドウから全力疾走で逃げた事を、セイレンは今、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって後悔している。

　もしあそこで……ライドウがほんの僅かでも自分に好意を向けていただろうあの時に、ただ一度だけ頷いてさえいれば。

　一体どれだけのものを手に入れられたのだろうか。

　──そう思わずにはいられなかった。

　ライドウの講義を受けた生徒達の成長は恐ろしいものがある。

　実際目にした時の驚きを、彼女は今でも鮮明に思い出せた。

　彼女にとって特に驚異的だったのはイズモという生徒だ。

　彼は、魔術を編む詠唱のどこかに手を加えていた。

　詠唱の専門家であるセイレンにはそれが分かった。革新的な何かがある、と。

　ライドウの女に収まっていれば、自分にはそれを知る機会があったし、イズモから詳細を聞き出す事も可能だった。

　もしライドウか助手の識がそれを教授したというのなら、もっと根本的な技術さえ知りえたかもしれない。

　そんな思いを巡らせる彼女の前に、カクテルグラスが差し出された。

「セイレンさん、これで最後にしてくださいね」

「追い出すの？　ここも私を追い出すの!?」

「……他のお店もじきに落ち着きますよ。今は少し熱を持ちすぎているだけですから。ライドウ先生みたいな英雄を振った女、だなんてね。それから、うちはお客様を追い出したりなんて絶対しませんからご安心を。貴女あなたのお酒の量が少し気になっただけです」

　クズノハ商会は変異体事件の解決においてエース級の活躍をした。その武力は多くの住民が目にしている。

　ただの噂や伝でん聞ぶんではない。皆が実際に目にしたのだ。

　この効果は、絶大だ。

　誰もが彼らが英雄に等ひとしい力の持ち主だと認知している。

　そしてライドウこそが、そのクズノハ商会の代表。

　今は優秀な教え子と従業員が彼の命めいで惜しげもなく復興に協力し、実績は日ごとに積み上がっていっている。

　そして彼自身も、街の生活物資が不足しないように、私財を投じて次々と周辺都市から必要な物を集めている。

　緊急性が高く、需要が多い物資は当然、相応の値段で売れる。並みの商人であれば好機とばかりに値を上げるに違いない。なのに、クズノハ商会からもたらされる物資はローレル連邦や王国、帝国からの無償支援の次に安あん価かだった。

　商売として見れば明らかに赤字の値段である事は、誰の目にも明らか。

　財力と善性の証明。

　皆がそれを目まの当あたりにしていた。

　ライドウという光が強く照らすほど、反対にセイレンは追い詰められた気分になった。

　どこに行っても、侮蔑や憐あわれみを含んだ視線、嘲ちょう笑しょう、あるいは謂れのない敵意が彼女を迎えるように感じるから。

　彼女が先に口にしたように、飲食店から追い出されるような経験も数度ある。遠回しな退店勧告を含めれば、結構な回数になるほどだ。

　それほどに今のクズノハ商会とライドウは、街の英雄だった。若い学生達にとっては特に。

　この都市で、学園の生徒が一切関わっていない場所というのはあまりない。その上、商人も、となると言わずもがな。

　ゆえに、今の彼女に逃げ場はないのだ。

「大体さ、なんであの男は私を覚えてないのよ。おかしいでしょ？　一番になってくれるなら結婚もお金も望みどおりにしよう、とか言っておいて」

「……」

　積極的に肯定を示す事もないが、マスターも内心では頷いていた。

「で？　意を決して会いに行ってみたら、ほんの数ヵ月しか経ってないのに貴女誰でしたっけ、よ？　はぁ？　何それ？　ありえるの？　ねえ、美味しいの？」

「……」

　といっても、告白に対して全力疾走で逃亡という断り方をしておいて、もう一度会いに行く神経もどうか──と、マスターは考える。

　自分も、誰だとは言わないまでも、そんな女性とやり直す事はないだろうな、と内心で何度も頷く。

　もちろん、それを口にするどころか顔に出す事もないが。

「せめて、詠唱理論だけでも話、聞けない……か……なぁ……」

　セイレンはそう呟きながら、眠りに落ちた。

　彼女の専攻は詠唱言語とその効率化。

　ライドウの詠唱がどのように行われているかをセイレンが知ったなら、彼の残念な容姿全てを無視して彼女の方から結婚してくれと懇こん願がんした事だろう。

　ライドウは、ほぼ全ての詠唱言語とその違い、そして魔術の改良方法まで理解しているただ一人のヒューマンなのだから。

　たとえば『あいうえお』という詠唱があったとして、その魔術効果を倍増させる詠唱が『あいあいうえお』だとする。

　何故『あいうえおあいうえお』ではないのか、『だぶるあいうえお』では駄目なのか。

『あ』は他の言葉に置き換えられないのか。

　そもそも五文字である意味はなんなのか。

　彼女が研究しているのは、そんな極めて基礎的な分野で、すぐに実利が得られる研究ではないため、理解者もスポンサーも少ない。

　だからこそ、彼女は学園内でも早めにライドウに接触した一人でもあった。

「お休みですか……。あのお方は遠回しに言って気付くタイプではないからなあ、折を見て私からライドウさんに直球で話してみるとしますか」

　ライドウの告白に頷かなかったのは、彼女にとって失策だ。

　しかしそれはもう取り戻せないし、この二人が今後くっつく可能性は限りなく低いと、バーテンダーとしての勘が告げている。

　だが、こうして街の復興に全力を尽くすクズノハ商会とライドウの姿を見ていると──希望的観測である事は重々承知の上で──彼が事情を知ったのなら、セイレンになんらかの形で手を差し伸べるんじゃないだろうかと、マスターは思うのだった。

「何せ……こんなちっぽけな店なのに、真っ先に気にかけてくださるような方なんですから、ね」

　ラヴィドールも先の惨劇で建物の大部分が損そん壊かいした。

　だがその様を見たライドウは、〝内緒ですよ〟と口元に小さな笑みを浮かべて、一瞬にしてラヴィドールが入っていた建物を修復した。

　新しく作り直したのではない。

　マスターとしてこの店と過ごした多くの時間と、その証達もすべてそのまま。まるで……時を戻したかのような、見た事も聞いた事もない、最高の修復術を用いて。

　現場を見ていた者は彼以外誰もいない。

　だからマスターは、たまたま無事だった、災さい禍かを逃れたのだと周囲に嘘を言い、ライドウの名前は決して出さなかった。

　開店すぐの頃、まだ客があまり寄り付かなかった頃からずっと、律りち儀ぎに顔を出してくれるセイレンもまた、彼が大切にする常連の一人だ。

　彼女が店に足を運ぶ頻度が上がっているのは嬉しいが、その事情を気の毒にも思っている。

「大丈夫、きっと上手くいきますよ。この街のこれからみたいに、きっとね」

　この街にはクズノハ商会がある。根拠はそれだ。

　だからきっと、この街はもっと良く変わっていく。

　ライドウよりもセイレンよりも長くロッツガルドに住むバーの主は、同情に値する常連の寝顔を眺めながら、学園都市の未来を夢想するのだった。
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「──っはあっ！　もう駄目だ、動けない。動かない」

　荒い息を吐きながら草原にぶっ倒れる。

　全身を包む懐かしい疲労。

　日本にいた時にはいつでも味わえた、この感覚。

　これだ。

　これが無いと、やっぱり駄目だ。

「若、もう、よろしい、ですな？」

「……ありがと、巴」

「では……ふぅぅ」

　胡坐あぐらをかいていた巴が、座った姿勢から前のめりに崩れる。

　同時に、全身に感じていた負荷がなくなって、体が軽くなった。

　……無理をさせているのは分かっているんだけど、これは譲ゆずれない。

　話すのも億おっ劫くうで、僕と巴は夕闇の中しばらく無言のまま過ごした。

　元の世界──日本の環境の再現。

　これによって、僕の体にかかる負荷は桁違いに増大する。

　以前は再現時間も短くて修練に使うには向かなかったけど、今では巴も習熟してきて時間がどんどん延びた結果、六時間程度なら保てるようになった。

　その頃から、彼女の都合がいい時に弓の修練に付き合ってもらうようになっている。

　ちなみに今日は十時間弱続けた。

　本来の巴の限界時間よりも長いのは、巴に対して魔力の譲じょう渡とをした結果だ。

　初めて魔族の国でこれをやった時よりも大量に渡したところ、澪と識がそうだったように、巴の外見にも変化が起こった。

　具体的には髪の色が銀色になった。

　澪と識から話を聞いていた巴は、遂ついに黒髪になれるのかと喜んでいたのだけど……

　意気揚々と試してみて、用意していた鏡で自分の顔を見た時の巴の表情はなかなか見み物ものだった。

　なんで自分だけ日本人から離れていくのかと、それは盛大に嘆いたものだ。

　あの夜初めて、悪酔いしている巴を見たな。

「やっぱこれだよ。呼吸するのも億劫で、体がまるで自分のじゃないみたいに動かない。全身で痛みと痺しびれが大暴れ」

　疲労のピークを過ぎて、余裕が出きてきた。

　環境が戻ると回復も早くなるみたいだな。

　もう少し、味わっていたかった気もする。惜しい。

　体の限界まで練習して、疲れのまま横になっているのは結構好きだから。

　異世界に来てからというもの、どんなに長時間練習してもこの感覚が無かった。

　内心、凄く不安だったんだ。

　身体と技術がゆっくりと衰おとろえているんじゃないかって。

　存分に体を苛いじめる事に慣れていた僕としては、毎日少しずつ後ろに下がっている気がして、怖くて仕方なかった。

　不必要に皆を心配させたくないから、あまりそういう感情を表には出せないけど、ね。

　ジン達が講義で日常的にそうなっているのを見る度に、実は羨うらやましく思っていた。

「儂は、別の意味で体がだるくて仕方ありませんが。こういう役割は、識に任せたつもりでおりましたぞ、まったく……」

　魔力を相当使った巴が、汗も拭ぬぐわずに顔だけ僕の方に向けて呟いた。

　巴からすると異様に疲れる事だけに、あまり好んでは付き合ってくれない。

　我慢して週に一回でも──と頼んだら、あまりの回数の〝多さ〟に仰のけ反ぞられてしまった。

　こっちとしては、できれば一日おきくらいがいいのに。……本当は毎日だけど。

　結局僕が妥協して、十日に一回は死守した。

　あとは巴の都合次第でプラスアルファだ。

　本当は全部自分でやれればいいんだけど、界を使って環境を再現すると練習に対する集中が途切れがちになる。

　いや、今でも筋トレだけならなんとかなるから、当面はそれで良しとしないと。

「こればっかりは巴にしか頼めないんだ、これからも頼む」

「……この訓練は、いつまでやるおつもりで？」

「いつまで、とは？」

　巴の言葉の意図が分からずに聞き返す。

「同じ事を繰り返す。筋力を高め、集中し、ひたすら弓を射る。どのような技術の習得が目的で、それはいつ頃……どのような形になるのかと、切実に考えておりました」

「そんなの、ないよ？」

　筋トレ、射しゃ法ほう八はっ節せつの反復。

　より深く自分と弓に向き合うためにやる事だから、終わりはない。

　一生続ける。

「……ない？」

「ない」

「では、そこまでお疲れになって続けているのは、単なる反復でしかないと？」

「単なる反復じゃないよ。少しずつ、前に進んでいる。多分ね」

「多分!?」

「うん」

　巴の顔が引きつった。

　そうか、巴だって剣術の基礎を延々とやってはいるけど、それは技術の習得や向上が主な目的だ。

　なら理解できないかもしれない。

　でも、巴にもそのうち絶対に分かると思う。

　剣が好きなら。

　僕にとっての弓のように。

「ま、前に進んでいるとご自覚されているのに、目標はない、と？　では、一体どこを目指しているので？」

「どこ？　先人を含めて、まだ誰もその頂いただきなんて見ていないと思うよ？　もしくは至ったのだとしても何かの理由で記してはいない。多分、僕は見られない。だけど、それは問題じゃないんだ」

「こちらの世界に来て数日の若に景気よく吹っ飛ばされた理由が、分かる気がしますな……なんとなく」

「そう？」

　まだ疲労が残っている体を動かして、立ち上がる。

　うん。

　弓の練習だけは、日本でもここでも、変わらずに僕の核のままだ。

　巴には本当に感謝だ。

「お戻りになるなら、先にどうぞ。儂はまだしばらく動けそうにありませんので」

　青い髪に戻った巴が、僕の様子を察してそう促してくれた。

「いや、待ってるから一緒に戻ろう。僕は矢を片付けて道具の手入れをしてるよ」

「……」

　後片付けを終える頃には、巴も一人で立てるまでになっていた。本人曰く、魔術を総動員して回復したそうだけど。

　介抱は苦にならないと言っているのに、この辺りは巴のプライドに関わる部分なのかも。

　ま、頼もしいのは良い事だ。

　これで家に帰れば、澪が張り切って作った夕食が待っている。

　今の僕って、結構幸せなのかもな。

　周囲の人に恵まれて、満たされてるから。




◇◆◇◆◇




　夕食を終え、仕事部屋で識と二人。

　僕は椅子にもたれて、学生についての資料に目を通している。

　新しく受講したいって子達の方じゃなくて、ジン達のものだ。

「どうぞ」

「ありがと、識」

　識が紅茶を淹いれて持ってきてくれた。
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　ん、ミルクティーか。随分甘い匂いがするけど、紅茶だよな？

　念のため、軽くスプーンでかき混ぜてみる。

　良かった、普通に混ざる。

　生クリームに紅茶をブレンドした、とかじゃないみたいだ。

　無駄に警戒してしまった。

「今日は若様の世界のものを真似して作ってみました」

「僕の？　へえ」

　真似も何も、一応この世界にもミルクティーはあるんだから、似たようなものなんじゃないか。

　僕は紅茶について特に拘こだわりはなくて、飲めればいいというだけなので、ミルクティーと言われても、紅茶に牛乳を混ぜるか、牛乳で紅茶を淹れるかの違いがあるくらいの知識しかない。

　まあ、飲んでみれば分かるか。そうそう外れのある飲み物でもないから安心だ。

「……っ」

　マジか。超甘い。

　この甘さ……ハチミツ？

　……まさか、アルエレメラなんて言わないだろうな。

　それにこれは……牛乳で淹れたとかいう以前に、甘すぎる。

　ミルクティーというよりもチャイ？

　うーん、不思議な飲み物だ。

　体を酷使した今日みたいな日には美味しく感じる事もきっとあると思うけど、僕にはちょっと合わないかも。

「ちょうどよい甘さで体も温まるかと」

「ちょうど、いい？　識、これってちなみに何？　ミルクティー？」

「確かシルバーティーとか。ご存知では？」

「飲んだ覚えもないし、名前も知らない。一体僕はどこでそれを知ってたんだ？」

　紅茶だし、日本じゃない。

　となると、旅番組か何かで情報が出たのかなあ。

　流石にそこまでとなると、思い出せるかどうか怪しい。

　シルバーティー、ねえ。

「はて、それは。シルバーティーとは僅かな紅茶にミルクとハチミツで仕上げた飲み物です」

　僅かな紅茶って言っちゃってるぞ。

　それ、分類的に紅茶なのかよ。

　まさか元の世界の飲食物について識から教わる日が来るとは思わなかった。

「なるほど。ゆっくりいただくよ」

　むしろ、甘すぎて今手にしている分を飲みきれる自信すらない。

　ティーカップ一杯がモンブランクラスの山に見える。

「おかわりはいくらでもありますので、遠慮なく仰ってください」

　既に二杯目に口を付けている識が、にこやかに言ってくれた。

　おかわりしない。絶対。

「うん……。それで、ジン達の能力だけどさ」

「いかがですか？」

「……凄いね。なんというか、成長しすぎ。現状でも予定を随分上回る強さになっている気がするんだけど？」

「なっています。もう一段成長させたなら、一対一は無理でしょうが、全員でかかればライムと良い勝負になるでしょう」

「いきすぎだね」

「……」

「参った。あの子達の素質というか、エリートぶりというかを、甘く見ていた。上手く説得して指導役だけに留めておきたいところだよ」

「……若様。その事なのですが……いっそ彼らをクズノハ商会に取り込んでしまうというのはどうでしょう？」

　頭を抱える僕に、識が提案を返してきた。

「あいつらを雇やとうって事？」

「はい」

　今でもジンとアベリアはうちの店舗でバイトしてるし、働きぶりもそれなりだから、無理ではないと思う。

　亜人を差別しないと言いながらヒューマンを雇わないのでは、それはヒューマンへの逆差別になっちゃうし。

　うーん……。

「ついこの前までは少しずつ距離を取るっていう僕の意見に賛成してくれていたのに、どうして急に？」

「その資料にもある通り、彼らの成長と能力です。正直に申しまして……その、非常に魅力的な研究対象です。亜空に入れるのは難しいかもしれませんが、商会で働かせて手元に置き、成長を観察したいと思いはじめております」

　研究者としての興味が出てきたと。

　研究対象……。教育者として目覚めた、なんて理由じゃないところがマッドな元リッチっぽい。

　改めて資料を見る。

　記載されているジン達の能力は、確かに凄い。

　イレギュラーな成長をしているのは間違いないだろう。

　まずはユーノ。事前に見た資料の内容を思い出す。

　彼女は言うまでもなく、あのスーツだ。

　澪に問い質したら、譲った事を白状した。

　ただ、ユーノはあのスーツが非常に馴染んでいるらしく、このまま使わせてほしいと自分の意思で強く主張しているらしい。

　確かに彼女の戦い方に適した武具（？）ではあると思う。

　スペックを見せてもらったところ、僕のやつとは大分仕様も違うし、能力も抑えてあった。

　意味をよく知らなければ特に羞しゅう恥ち心も感じないだろうから、悩ましいところだ。

　よく見たら、何故か資料にスーツの使用継続を乞うレンブラントさんの嘆たん願がん書と書名も添えられているじゃないか。まったく、なんて行動力だ、あの人。

　次がシフとアベリア。

　自分自身で複数の術を融合するんじゃなくて、他者と術の融合を行い、個人の負担を軽くしつつ成果を大きくする手法を身につけている。

　将来どこの国にもたらされたとしても、国の魔術分野での総合力を大きく引き上げかねない技術だ。

　そのくらい、あの二人は魔術をきっちり仕上げる方向で成長した。

　ただしその分、アベリアは弓の方があまり変わってない。身体能力の向上以上の成果はなさそうだ。命中力は多少上がってるようだけど、まあ誤差の範囲内だ。

　で、男ども。

　イズモは詠唱をアレンジしていた。

　変則的な再利用、とでも言おうか。

　元々、詠唱をいくつにも分断して組み合わせて発動させるという器用さを発揮していた彼だけど、先の講義では、既に使用して消え去ったはずの詠唱を次の術の詠唱にも利用するという、理解し難い事をやってのけていた。

　個人の才能だろうと識は言っていたが、彼が興味を持っているのは間違いなさそうだ。

　ダエナは元々身体能力を爆発的に上げる身体強化の奥義みたいな術──本人曰く、二段階目──を切り札にしていた。

　効果時間はさほど長くないものの、短期決戦には非常に効果的でもある。

　彼の成長はその更なる強化。

　二段階目の発動中に、もう一段上に自分を押し上げる。

　発想の原点はジンの瞬間強化らしい。言ってしまえば重ね掛けだが、シンプルかつ誰に対しても効果的な嫌らしい手だ。

　身体への負担が相当きつそうだけど、土台になるのが何より自分の体だと本能的に分かっているんだろう、現在進行形できっちり鍛えているのが、その体つきからも見て取れる。

　教えられずによくもまあ適した訓練法を見出すものだ、と思う。

　で、メインディッシュの二人。

　一人目、ミスラ。

　学園祭の前までは相打ち覚悟の痛覚無視らしき技を切り札にしていた。

　安全も考えて、当然使用は封印したけどさ。

　巴に遊ばれる中で、ミスラはその力を愉快に進化？　させた。

　識は〝ダメージディレイ〟と名付けていたが、その言葉通りダメージを遅ち延えんさせる効果で、即死級の攻撃を受けない限りはやれるらしい。

　らしい──というのは、習得以来そこまでのダメージを受けていないから。

　まあ、当然か。

　どの道、後で傷を負うので一見無意味に思えるが、このスキルの凄いところはここからだ。

　大体三十分弱でダメージはやってくるんだけど、その間に回復魔術を受け付ける。つまり、治ち癒ゆが間に合えば、三十分後には何も起こらないのだ。

　処理待ちでスタックされているダメージを、適用前に魔術で癒いやせる。

　異様な力だ。

　才能と言えばそれまで。

　間違いなく、万人に再現可能な能力ではなさそうだ。

　識の私見も、僕の感想に似たものだった。

　当然、ミスラの能力にも識は興味津々だった。

　そして最後がジン。

　あいつは、一部だけど僕の界に気付いていたらしい。

　そしてそれを再現した。

　模擬戦の時にエマの幻像に対して使ったのがそれだ。

　もちろん、正確に理解していない能力を再現するなんてできるわけはないから、あくまで模も倣ほう。似て非なる魔術を習得した。

　自分の周囲の空間に干渉して様々な効果を生み出す。

　効果は自分がきちんと理解し、把握したものじゃないといけないし、いくつも制約はあるようだけど、とても界に似た術と言える。

　しかも展開するだけなら魔力への負荷も少ない。もっとも、効果を加える段階での負荷は相応らしい。

　今はまだ範囲を広げての運用は重力操作しかできないそうだけど……恐ろしい子だ。

　本人は重くしたり軽くしたりみたいな、とか話してたようだ。

　むしろ、なんで初歩からそれができるのかと言いたい気分になるね。

「末恐ろしい戦力だと思うよ？」

「同感です」

「……成長していけば注目も集めるし、ウチで雇用していようがお構いなしに、大国が引き抜きに来るんじゃない？」

「間違いなくそうなりますな」

「勇者二人は人を魅み了りょうしたり惹き付けたりっていう能力も持ってる。まさかの事態もあり得るんじゃないかな」

「まさか、というほど低い確率ではなく、他の勢力につく可能性はあります」

「それでも観察したい？」

「……はい。もしその〝まさか〟があれば、私が処理しますので。お許しいただければ」

「ふぅ。ジン達にも、将来を選ぶ権利はあるんだ。わざわざ学園に通って、あんなに力を求める子達なんだから、上昇志向だってそれなりに強いはず。クズノハ商会はそれに応えられる場所じゃないよ？」

「若様、それはジン達を見くびりすぎです。あれらの中には既にクズノハ商会への就職を望んでいる者もおりますよ」

「ほんとなの、それ？」

　衣食住と、それなりの収入で生活の安定は保証できるけどさあ。

　出世とか上昇志向は、あんまり受け止めてあげられない。

　それに現状だと、うちは半分以上がヒューマン以外との商売だしさ。

　ヒューマンの雇用かあ。

　確かに、僕たちの不利益になりそうな時に対処できるのなら、周りの目もあるから少しは雇った方が良さそうではある。

　秘密にはあまり触れさせないとして、何かマズイ事をしでかすようなら……。

　一応、前向きに考えてはみるか。

「……雇用については、少し考えてみる。識としては、雇いたいんだね？」

「はい。雇うならいつでも消せるように仕込みはしておきますので、その点はご安心ください」

　消すって……生徒に対して情が移っているんだか、いないんだか。

　苦笑を浮かべつつ、僕は一息ついてカップを口に運んだ。

　う、冷たくなってる……。

　知らなかった。

　冷たくなると香りが抜けて、甘さがグレードアップして感じるんだな。

　あ、そういえばもう、海の試験も終わる頃か。面談も近いな～。

　……甘い。

　考えを逸らそうとしても、やっぱり駄目だった。

　何杯もお代わりしてポットを空にしてしまった識とは飲み物を共有できないかもしれないな、と思った。

　とてもじゃないけど、僕にはあれを空にできない。




◇◆◇◆◇




　引き続き、僕は執務室で、学生関連で書類仕事中。

　生徒達の雇用の話題になったので、もう少し彼らについて話してみる事にした。

　識曰く、ジンは研究者としてなら弟子にしたい子、らしいんだけど、僕にはいまいちピンと来ていない。

　ジンが僕の界を直感的に推測して展開した力場は、簡単に言えば相手を重くしたり自分を軽くしたりする、重力操作のようなイメージだ。

　自分を軽くしつつ相手を重くする事は同時にできないが、自分だけを軽くするのは、範囲を小さくすれば可能だ。反対に、自分以外を中心に展開して、相手だけを重くする事もできるらしい。

　これは、界ではなく術として展開しているジンだからこそ為し得る使い方と言える。界って結構曖昧な命令で発動できちゃうもんな。

　発動起点、魔力の消費以外の使い勝手は、本当に界そっくり。

　なんで重くとか軽くって効果なのか識に聞いたら、彼の中で、空間への干渉方法として一番楽にイメージできるのがそれだったんだとか。

　ジンの認識だと、ある物体が移動するのは、その物体に方向性をもった力が作用するからで、重力や摩ま擦さつをはじめ、移動時に生じる諸々の負荷を総合してなんとかかんとか……と、識が愉快な説明をしてくれたが、僕は概要の理解に徹てっする事にして、細部は聞き流した。

　この話をしている識は楽しそうだった。僕とは別の意味で。

　この辺が、一般人と研究者の違いなのかもしれない。

　ジンがやっている事を僕なりに言い換えると、動くのに必要な力の倍率を変える場を展開しているって感じだ。

　凄いね。

　なんか物理の授業を聞いている気分になった。

　物理は……嫌いではないけど、正直好きでもなかったんだよな。テストの点で言えば上げる余地はある科目の一つだったし。

　その手の学問がまともに発達してないこの世界で、ジンはどうやってそんな考えに至ったのか、不思議でならない。

　識も驚いた点は僕と同じだったようで、僕の物理の教科書を持ち出して、この事を直感的に理解しているのではと、ベクトル云々の部分を開いてくれた。

　でも考えてみれば、ジンはロッツガルドというエリート集団の通う学校の生徒。それも特待生。

　秀才か天才のどちらかなんだろうな……。

「しかし、ジンが研究者ねえ。二刀流で先陣きって突っ込んでいく今のイメージとはかけ離れてるなあ」

「そちらでは、ジンはせいぜい一流止まりでしょう。研究者としてなら、画期的な理念の一つや二つ発見するかもしれません。超がつく一流になれる可能性が十分にあります」

　ただし、研究者として。

　本人の志向を考えると、なんとも複雑な。

「面めん食くらうだろうねえ。店員としてでも戦士としてでもなく、研究の弟子にしたいってんだから。……ところで、識が目をつけた子は他にはいないの？」

　たとえばアベリアとか。

　今度は弟子じゃなくてウェディングドレスを着せたい、なんて言い出したら面白いんだけどね。

　そういう相手なら、亜空に入れる事を含めて考えてもいいと思っている。

　今のところ可能性がありそうなのは、識かライムくらいだし。色んな意味で中身は別として、外見は二人とも結婚適齢期で、何よりモテる。

「そう、ですなあ。私の判断とは関係なく、シフとユーノはいずれ店員として雇う事になるかと思います。レンブラント氏との関わりの面で」

「……ああ。まあ、それは、ねえ」

「二人とも能力的には特に惹かれるものもありませんが、こちらには概ね好意的ですし、商会の従業員として使う分には問題ないかと。卒業までには商人ギルドの試験に合格しておくと明言していましたから、支店を作る際にも役に立ちます」

「やる気は十分、か。レンブラントさんも乗り気なんだよねえ、これが。で、他には？」

「他……イズモは、今のところ進路について相談されていません。本心では故郷のローレルに戻りたいのだと思われます。何やら事情がありそうですが、口にしませんので、自分でなんとかする気なのでしょう。本家と分家の確かく執しつなどに巻き込まれては面倒ですから、我々もその方が助かります。基本的に放置して、イズモから連絡があれば話を聞く程度がちょうど良いと考えております。活用している理論はともかく魔術師としての純粋な力は可もなく不可もなく、特に雇う魅力は感じませんな」

　口にはしませんので──って、もう全部知ってる感じじゃん。

　本家と分家か。日本でもある、いかにもドロドロしそうな話題だ。

　確かに、わざわざ首を突っ込みたい事じゃない。

「ダエナは？」

「既婚者ですし、本人は学園への就職希望を口にしていました。〝学園と揉めるなら早めに教えてください、逃げますから〟と、酒の席で笑っていました。……目は真剣でしたが。イズモ同様、別に望む道があるなら無理に誘うほどの人材でもありません」

「奥さん、妊にん娠しん中だっけ？」

　そんな噂を聞いた。

　つわりとかで大変なら、講義なんて休んで傍にいてやれよ、と言ってやりたいところだけど、本人は何も言わないし、デリケートな問題だからこっちから聞くのもねえ……。

「ええ。若様の耳に入ると講義を休めと言われかねないので、安定するまでは絶対秘密にしてほしいと頼まれていました」

「……あっさりバラしたね」

「もうつわりなども治まって、随分落ち着いたようですから。何度かウチにも体調の相談に来ていましたが、最近はそれもありません」

「ふうん。じゃあ奥さんがつわりで苦しい時も、あいつは普通に通学して講義も受けていたのか」

　それでいいのか、旦那。

　必要な物があったら、なんでも部屋まで届けてやるのに。

　奥さん大変なんだから、配達くらいサービスするよ。

「ダエナも特待生ですから、奨しょう学がく金を貰って学園に通う立場としては、勉学に励んで結果を出そうとするのは当然とも思えますが……」

「……そんなものかなあ。ならミスラとアベリアはどんな感じ？」

「ミスラのダメージディレイは非常に興味がありますね。彼が卒業するまでには全て解明したいところです。巴殿に気に入られている事ですし、飽きられるまでは鍛えてもらえるでしょうから……本人の希望があるなら、雇うのもありでしょうな」

「少し引っかかる言い方だね。何か問題でもあるの？」

　少し間が気になって聞いてみた。

「彼の両親は女神の熱烈な信徒らしく、ミスラには神殿への奉仕──というか、就職を希望しています。本人は困り顔で頭を掻くばかりでしたが、あのまま押し切られて神殿に行く可能性が大だと、私は思っております」

「うげ。女神の熱烈な信徒……なんて萎なえる言葉だ」

「性格も戦い方も受身な子ですし、流される生き方を既に受け入れているなら、あとは本人の好きにすれば良い事ですしね」

「ああ」

「一応、神殿とクズノハ商会は対立する可能性がそれなりにあると伝えておきましたから、これから卒業まで唸うなる事になるでしょうなあ、ミスラは」

「そりゃ悩むだろう」

「流されるままだったミスラも、神殿に就いたその先に若様と対峙する未来が待っていると知れば、必死に流れに逆らって泳ぎだすかもしれません。両親か若様か、これはこれで面白い決断が見られそうです」

　淡々とした口調で告げる識の口元に、一瞬悪い笑みが浮かぶのを僕は見逃さなかった。

「……黒いぞ、識」

「恐れ入ります」

「じゃ、アベリアは？」

　最後に回す辺り、結構大事にしているんだろうか。

　それとも、逆？

「アベリアは、器用貧乏ですし特に魅力あるスキルもありません。グリトニア帝国からスカウトが来ていまして、そちらで騎士団に入る選択肢が既にあります。彼女自身はウチへの就職を望んではいますが、こちらにメリットはないので、わざわざ雇い入れる必要はないでしょう」

「あ、そう」

　グリトニアからスカウトね。

　結構大口だ。

「リミア王国行きは誰も考えてないんだな」

「リミア王国からはまだなんのアプローチもありませんので、選択肢に入れていないのでしょう。ただ、王直じき々じきにお褒ほめの言葉をいただいたわけですから、彼かの国の貴族も気にしてはいるようです。ジン、シフ、ユーノはともかく、他の四人はリミアから誘われればそちらに行く可能性はあると見ています」

　グリトニアかリミアなら、僕は間違いなくリミアを選ぶな。

「ダエナとミスラも？」

　ダエナは奥さんがこの街にいるし、ミスラは両親が神殿に入れ込んでいるんだろ？

「ダエナは家族の住む家も面倒を見てもらえるという条件であれば、他に行く選択は十分にありでしょう。あとは引越しの手間と待遇で判断するのでは？　ミスラについては、リミアには女神の選んだ勇者がおりますから、両親も納得する可能性は十分です」

　響先輩か。

　確かに女神の熱烈な信徒なら、勇者への協力は栄えあるお役目だー、とかなるかもね。

　僕には全く理解できないよ。

「なるほどねえ」

　それにしても冷たいな、識。

　アベリアはあんなにクズノハ商会に──というか、識にアプローチしているのに。

　アベリアー、脈みゃくなさそうだよ。

　じゃあ僕が雇いたいのかと聞かれると、正直どうでもよかったりする。

「若様はアベリアが気になっておいでですか？　何か注目している分野がおありとか」

　何故か神妙な顔をして聞いてくる識。そう取られちゃったか。

「ん、いや。識に、その……大分懐なついているようだし、ウチでバイトもしてるだろ？　それで少し気になった、かな」

「懐くといってもそれほどでは。あの程度でしたら、学園にいくらでも同じような娘がおります。講義を受けている中ではアベリア一人ではありますが……」

　どんだけモテモテなんだ、お前は。

　……一回識だけ学園に行かせて、一日尾行してみようかな。

　ライムといい識といい、そんなんじゃそのうち女性関係で身を滅ぼすぞ？　一いち途ずに奥さんを愛してるレンブラントさんを少しは見習えって言いたい。

　というわけで、アベリア、ごめん。

　僕としては人の恋こい路じを邪魔する気はないけど、触る気もないから。

「しかし……アベリア……確かに」

　識は何か思い出したとばかりに顎あごに手を当てて考えている。気のせいか芝居がかった様子で。

「うん？」

　これはまさかの復活ルート？

「ヒューマンベースのキメラの素そ体たいとしてなら、魅力はありますな。属性への適性といい、総合的な能力といい、なかなか高いレベルでまとまっていますから……私のデータも極めて少ない分野ゆえ、充実を目指したいと考えていました」

「うっわ……」

　聞かなきゃよかったかも。

「巴殿から興味深い資料はいただいたのですが、やはり生なまの実験は大切です」

「それは……あんまりだなあ。アベリアには普通にエリート様として大国に行ってもらうのが無難か」

　最悪、グリトニアに行って智樹の魅了の餌え食じきになった場合でも……識のモルモットにされるよりはマシだろう。

「そうですか？　まあ、まだ誰にとっても先の話です。今でもそこらの大人よりは高給取りの彼らですから、妥協した進路は選ばないでしょう」

　そうなんだよなあ。

　ジン達は今でも毎月学園から結構な額がくを支給されている。多分、ウチの店員になったら給料は下がると思う。

　あ、そうだ。

　肝心のジン本人はどうなんだ？

「そもそもジンは……ウチにくる気なの？」

「本人はそれ以外の進路は考えていない、と申しておりました」

　本気か。

「給料下がるのになあ」

「……ジンは上昇志向が強い子でしたが、最近は少し変化が見られます」

「うん？」

「あの子は出会った時から損そん得とく勘かん定じょうはドライに行い、そして己おのれが下した決定に強く拘る傾向がありました。その点は今も全く変わっていません」

「だったらどうしてクズノハ商会に就職したがるかね」

　損得だけなら、明らかに損するぞ？

「ジンは分かっているのですよ。クズノハ商会で得られるであろう経験が、何よりも自分にとって価値があると。そしてそれは、他では決して得られないと」

　経験が価値……損得勘定って、そういうのも含めてか。

　なら分かるな。

　そこでしかできない経験。その人からしか学べない事。

　それらも含めて損得を勘定して、ドライに判断するっていうなら、僕も共感できる。

　……ふふ、何か初めてジンに親近感を覚えた。

「価値かあ。亜空はともかく外回りともなれば、クズノハ商会の店員でも冒険者の真似事はしてるもんねえ」

「ジンがアクアやエリスに追いつくにはまだまだ多くの時間が必要でしょうが、あの子はクズノハ商会で更に強くなりたいのでしょう。力を欲しているのは伝わってきます」

「強く……ねぇ」

　僕が首を捻ると、識は申し訳なさそうに頭を下げた。

「どうして強くなりたいのか、までは」

「識、それはいいや。知ってても言うな。言いたくなったら、ジンが僕に話すだろうさ」

「……分かりました」

　イズモの時みたいに本当は何か知っていそうな気がしたから、止めた。

　……なるほどねえ。

　生徒は生徒で色々考えているわけだ。

　んで、アベリアは結構焦らないといけない状況だと。

　まだ完全にアウトではなさそうだから、チャンスはある……かも。

　どう転んでも亜空を見せるような関係にはならないと思うし、脅威としてカウントする必要もない相手。それが僕にとってのジン達なんだけど……。

　講義で関わった講師として、彼らが希望の進路に行ければいいなとは思う。

　ああ、だからか。

　クズノハに就職したいっていうアベリアの事が少し気になったのは。

　そこで強権発動してまで雇おうとしないのが中途半端だけど、そういうところも僕だしな。

「では若様。リミアに向かわれる前に、この候補生達を少々選別しましょうか」

　ジン達の話が一段落したところで、識は学園から持ち帰った書類の山を手で示した。

「やるの、今から？　リミアでやればよくない？」

　登頂成功率結構低そうなレベルの凄い山だし、これ。

「もちろん、最終的な吟ぎん味みはリミア行きの間にしていただきますが、少しでも進めておきませんと」

「……だよね」

　持っていける量じゃないし、亜空に置いとくのも、今回はちょっと無理。

「というわけで、こちらを」

　識がティッシュボックスほどの厚みの書類を差し出してきた。

　重量以上のプレッシャーを感じる。

　まずはこれだけ見るって事か。

　見きれるか？

「で、あちらの山につきましては──」

　識がパチンと指を鳴らした瞬間、書類マウンテンが燃え上がった。

「……っ!?」

　火事！

　火事になる！

「ちょっ！」

「ご安心を、延えん焼しょうなどはしません」

「あ……そう」

「あの山の方は、全て落第ですので、ちょっとしたパフォーマンスで始末してみました」

　にこやかにやるな。

　唐突にやるな。

　普通にびっくりするわ。

　ここ室内、店舗の二階だから。

「って事は、全部でこれだけ？」

「はい。それなりの量ではございますが、あの山を見た後ならばなんとかやれそうに思える量かと存じます」

「確かに」

　そんな気がする。見事な識マジック。

「まったく、見ているだけで脳が汚染されそうな危険物質も数多くありました。若様がご覧になったらどうなっていた事か……」

　……危険物質って。

　講義の募集に対して応募してきただけの書類だよね？

「今お渡しした物が全てまともかと言えばそうでもないのですが、若様に上げても、経験として受け止められるレベルにはなっていると言えなくもない代物ですので」

「そんなに脅おどされると、既に見るのが怖いよ」

　経験ってなんだよ。受け止められるレベルってなんだよ……。

「私も徹夜のデスマーチで幾分ハイになりましたので、中にはそれなりの愉快成分も交じっております。リミアのお供にどうぞ」

　徹夜続きだと識でも危なくなるレベルの代物なのか。

　想像もできないけど、一応覚悟しておこう。

「お、お疲れ様」

　僕は苦笑を堪えながら識の徹夜作業を労ねぎらった。

　……リミアか。

　そういえば、まだ誰を連れて行くか決めていなかったな。

　こういう時は識が一番良いんだけど、今回はやめておいた方が良さそうだ。

　色々やってもらう事もある。

　それに、響先輩ともまずい方で面識があるのもネックだ。

「では、私は海の様子を見て参ります」

　ようやく肩の荷が下りたとばかりに部屋を出ようとする識を呼び止める。

「あ、識。リミアなんだけどさ」

「なんでございましょう？」

「連れて行くなら巴と澪、どっちが良いと思う？」

「澪殿です」

　即答。

　というか。

「識、なんで顔を逸らす？」

　それどころか、目が泳いでるぞ。

　なんて分かりやすい挙きょ動どう不ふ審しんぶりだ。

「私としましては澪殿が良いかと思います」

　識はただそう繰り返すだけで、全然こっちを見ようとしない。

「識？」

　澪と裏で何かあったのか？

「ま、まだ亜空は陽も高い事ですし、何百年かぶりにビキニパンツなどで海水浴でもして参ります！」

「ビキニ!?」

　そこは安定のトランクスタイプだろう!?

　──じゃなくて。

「識は澪殿お一人での同行を推したとお伝えくださいませ！　失礼致します！」

　そう言い残して、識は脱兎の如く走り去っていった。

「識!?」

　お伝えくださいませ、って誰にだ!?

　あいつ……澪。

　変身スーツの事もだけど、なーんか企んでるな。

　僕の害になる事じゃないのは確実だ。

　それは分かる。

　けど……ふ、不安だ。

　リミアに行くのが、急に不安になってきた。
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　風もなく、静かに雪だけが降り続くケリュネオンの街の外。

　国といっても今のケリュネオンは実質的に街一つしかない状態。つまり街を一歩出ればどこも原野。危険度も一気に上がる。戦う力がない者は無事では済まない。

　今のこの国では、街を囲む壁の内側だけが辛うじて人の住む領域だった。

「名物ときたか」

「特産物というのは確かに盲もう点てんですよね。我々でも考えもしなかった」

「……盲点というか、今はまだ、とてもその話をする段階にないというか……」

「まったく、若様らしいという事だ」

　ほぼ白一色、見た目だけは美しい広大な雪原を結構な速度で進む一行があった。

　のんびりと会話をしながらも警戒は行き届いており、彼らに油断はない。

　ハイランドオークの男女に、翼人とドワーフの男性が一人ずつ。

　彼らは、現在冒険者ギルドが開拓と探索を進めている方向とは別の方向に進んでいる。

　つまり、もともとこの地を支配していた魔族が手を入れている可能性こそ否定できないが、まだケリュネオンの民が足を踏み入れてはいない未開の地にいる事になる。

　一行の所属はクズノハ商会。

　今のケリュネオンの命いのち綱づなの一つであり、国民誰もが知っている組織の者達だ。

　この日、彼らはある指令の下に動いていた。

　クズノハ商会において最も優先度が高いオーダー、代表の意見を受けての行動だった。

　魔族領を訪問する前、商会の代表である真は、身一つで雪原にふらりと出ていた。

　その際、彼が口にした言葉は──

「ケリュネオンの名物になりそうな物って、何？」

　である。

　その問いを聞いて、誰もが目を点にした。

　当然だが、ケリュネオンはまだ、その年の冬を乗り越えて生活を安定させていく事に全力を注ぐ段階にある。

　名産品だの、特産物だのが議題に上がるはずもない。

　この国の現状を最もよく知っている一人であろう、ハイランドオークのエマですら、この真からの問いに答えられなかった。

　ライフラインもままならない、戦後の疲ひ弊へいしきった国で、真っ先に名産品や特産物を気に掛ける者などそうはいない。

　ある意味、相当に余裕がある第三者視点からの意見として貴き重ちょうではあるが……誰の目から見ても、今は取り組む余裕のない事案と言えた。

　物凄くポジティブに捉えたとしても、あまりにも未来を見すぎている発言だったのだ。

　しばしの空白の時間の後、真は国の宰さい相しょうとなるべく日々奮闘している女性、エヴァ＝アーンスランドと話してくると言って去った──かと思えば数刻で戻り、今度は雪原に消えたのだった。




「……で、見つけちゃうんだもんね」

　ハイランドオークの女、ユエンが呆れたように笑ってこめかみを軽く掻く。

「あのエマですら、エヴァから聞き出していない情報だったらしいのだが。幼少の頃の曖昧な記憶など、間違いである事も少なくはないというのに……うむぅ……」

　同族の男戦士セランドは唸っている。

　主の持ち帰った成果に。

「かつてケリュネオンで至高の味とされたらしい森の幸さち。珍ちん獣じゅうマンガールオークに幻の山さん菜さいストーブコーンでしたか」

　黒い翼を揺らす翼人の青年シャロが名を口にすると、ユエンも頷いて教えられたばかりの情報を反はん芻すうする。

「エヴァがうろ覚えの記憶で言うには、畜産や栽培はできず、狩猟と採集でしか手に入れられない物だという話です」

　この辺りの知識も、真が出かけた後、エヴァに問い質してエマ達が知った事だ。

「若様は畜産も栽培も可能だと仰っていたがな。そう教えてもらったと気軽に口にされていたが……一体、〝誰に〟教えてもらったのか」

　エルダードワーフの鍛冶師兼戦士であるクマトが、髭ひげに触れながら怖い事を呟いた。

　クズノハ商会と、その母体である亜空を束たばねるライドウこと深澄真は、そこに住むすべての存在との意い思し疎そ通つうを普通にこなす、異才の人物だった。

　初期の移住者であるオークやリザード、蜘蛛くも型の魔物であるアルケー、亜空に元々住まう獣達、後に加わった森鬼、ゴルゴン、翼人。

　真は、それら全ての種族と問題なく会話ができる。

　彼がどのようにこの驚異的な意思疎通を可能にしているのか。またその力はどこまで意思を通わせる事ができるのか。

　クマトの言葉には様々な疑問が込められていた。

「若様が直接口にされなかった事だけに、あくまで想像になるが……まあ、当人達と話をしたのだろうな。きっと」

　少し遠くを見つめたセランドが口にした答えは、おそらく正解だろう。シャロは苦笑混じりに頷いて、同意を示した。

「だって僕ら、〝お迎え〟に行くんですもんね」

　そう。彼らの任務は〝お迎え〟である。

　真は散歩から帰ってきたような気軽さでケリュネオンの街に作られたクズノハ商会の店舗に顔を出すと、マンガールオークとストーブコーンという名を挙げた。

　そして、それぞれの棲息地の大まかな位置を示して、〝迎えに人をやってほしい〟とだけ伝えてケリュネオンを後にしたのだった。

　根拠は弱いが、彼の行動と僅かな言葉から推測する事はできる。

　真はエヴァの子供時代の話からその二つにアタリをつけ、ケリュネオンの領内を単独で探索、実際にそれらを発見したのだろう。

　そして、彼の持つ能力で意思疎通し、交渉が成立した。

　だからこそ、真は畜産も栽培も可能だと言ったのだろうと、一行は考えている。

　亜空の王たる真は、決して根拠のない自信家ではない。

　彼がこうだと教えた事の多くにはなんらかの裏付けがあり、大きく間違っている事はまずないのだった。

「アガレスが恐怖で震えたっていう狼とだって会話ができるんだから、原住生物の一種や二種、説得できても不思議はない」

「ゴルゴンが手を焼いていた牛っていう家畜も……若様がお話をされてからは気き性しょうが大分穏やかになったって聞いてるわ」

　セランドとユエンが真の実績を挙げて自らの推測の根拠とする。

　亜空で畜産を担当しているゴルゴン達が、当初かなり飼育に手こずっていた、牛という獣がいる。

　肉も美味、乳も有用という優れた特性は魅力的だったが、激しい気性が厄介な動物だった。

　羊の飼育を順調に進めていたゴルゴンは、牛の飼育にも全力であたっていたものの、負傷者が絶えない状態であった。

　そんな中、真がふらりと現れて放牧地を一回りしたところ、その日を境さかいに目に見えて飼育がやりやすくなったと、ゴルゴン達は随分と驚いていた。

　他にも、亜空の精せい鋭えい部隊を全滅寸前まで追い込んだ狼という森に棲む魔獣に対しても、彼は単身出向いて話をつけて戻ってきた実績がある。

「しかしまあ……それなりにいるものですね。若様に襲い掛かるのも」

　四人が歩く先を見て、シャロがため息交じりに呟いた。

　彼が翼を用いて風を操り、前方の真っ白な雪原の表層を吹き飛ばすと、何色かの染みが現れた。

　それらは真に襲い掛かった輩やからのなれの果て。彼の警告を無視して食らおうとしたモノの末路だった。体液の染みの下からはどれも一撃で仕留められた死し骸がいが姿を見せる。

　ちなみに、今は一行の目印代わりにもなっている。

「この辺は未だ探索や開拓の手があまり入っとらん地域だけに、ヒューマンや亜人はこやつらにとって格好の餌えさに見えるのだろう。だが……ふむ、狩りや修練を行っている地域と比べると強力な魔獣もそれなりにおる。冒険者ギルドの進路選択もなかなかしっかりしとるじゃないか。こちらを避けて比較的探索が容よう易いな方から手を入れたわけか。賢明賢明」

　しゃがみ込んで骸むくろを確認したクマトは、その種類から真が進んだルートを行く困難さを考え、より安全なルートを拓ひらいて先への探索を進める冒険者ギルドの精鋭部隊を褒めた。

「ええ、直属部隊を束ねている女性がかなり優れた直感の働くタイプみたいですね。戦闘力も指揮力も高次元でまとまっていると評判です」

「あちらも力を入れて協力してくれている何よりの証しょう左さか」

　ケリュネオンでは山岳部が最も強力な魔物の巣そう窟くつとなっており、次いで森林、渓けい谷こく、平野部の雪原の順に危険度が下がっていく。

　今セランドを先頭としている部隊が進むのは、森林に隣接する雪原。危険度で言えばどちらつかずの、判定が難しいエリアの一つだった。

　ただ、エルダードワーフの戦士であるクマトの目で見る限り、ここは森林部に相当する、危険度が高めのエリアであった。

「山岳部で報告があった雪ゆき獅じ子しはいないようだが、大きめの大だい雪せつ獣じゅうやらスノウバードはそれなりに出没しているな。ユキコロガシやアレスバードなどは、そもそも若様に挑んでないだろうから……」

「棲息してはいますね。目印探しのついでの周辺感知にそれなりに引っかかります」

　クマトとユエンがもたらした情報を整理し、セランドは冒険者ギルドに伝えるべき情報を頭に留める。

「なるほど。では戻ったら、それらを目当てにこちらに入り込まないように警告を出しておこう」

　ユキコロガシにアレスバード──どちらもケリュネオンの冒険者が最初に狩り方を教えられる魔物であり、手順や対策を間違えなければ、まず負ける事はない相手だ。

　確かに最も弱い部類の魔物で、今では戦闘経験を積む相手として認識されはじめているが、油断していい相手では決してない。

　それに、他に出没する魔物の情報を見落とせば容易たやすく命を落とす。

　亜空の戦士に比べて練れん度どが低いケリュネオンの冒険者を引率する機会が増えたセランドだけに、そういった部分も気にしていた。

　特に大雪獣と呼ばれている大型の魔獣は、ケリュネオンの雪原部と森林部では食しょく物もつ連れん鎖さの頂点に君臨する強力な魔獣であり、亜空の戦士であっても年を経た成獣との一対一の戦いは避けたいという相手だった。

　ただ、それも彼らの主人たる真からすれば、全く取るに足らない相手であると、雪原の惨状は示していたが。

　四人が足を止めたその場所では、七匹ほどの大雪獣がほぼ一箇か所しょで絶命していた。

「一撃必殺。若様は雪原での戦闘経験はないと仰っていたのに。哀あわれなものね」

『……』

　ユエンが誰に向けてでもなく呟いた言葉は、すぐに風に紛れて消えた。

　ここは試合の場ではない。

　実力が互角の相手と一対一で戦っているうちは邪魔が入らない、などという都合の良いルールは一切ないし、同時に何匹もの魔物を相手にする事も念頭に置かなくてはならない。

　だからこそ、単独行動や深追いは厳禁なのだ。普通の者にとっては。

「……北北西八百メートルほど先に、雪のない開けた場所があります。それに獣の反応も多数」

　シャロがある方向を指さして三人に示した。

「ストーブコーンの群生地……確かに街からはかなり離れているが、若様の通った後を歩くならさほど苦もなし、か。予定通り開拓が進んだら、発見はずっと先だっただろうに、結果的に大分早まった。一緒にいる獣がマンガールオークだな？」

　セランドが目を細めて、進むべき方向とその先にあるであろうモノを確認する。

　そこに、大雪獣を検分していたクマトが最後尾に合流した。

「待たせたな。この程度の大きさであれば大雪獣の骸に用はない。面白い素材ではあるが、亜空で扱うにはちと物足りん。このまま森の糧でよかろうよ。いずれケリュネオンの連中が自力で狩れるようになれば、彼らにとっては良い素材となろう」

　再び歩き出した彼らは、雪中の行進にも慣れた様子で、目的地までの距離を順当に縮ちぢめていった。

　吹雪ふぶいているならともかく、ただの降雪程度の気候なら、世界の果ての気候に適応し、かつ初期からケリュネオンを知っている四人にとって、大した苦にもならない。

　慣れ、というやつだ。

『……っ』

　やがて目的の場所に着いた四人は、そこにあるものを目にして思わず息を呑んだ。

　既に何があるかは真から聞かされていて、事実、予想していた通りの光景がそこにあった。

　それでも驚いたのは、世にも珍しい光景を目にした反射か、あるいは真という人物への再評価か。

　一面というと大おお袈げ裟さだが、視界の六割ほどに茶色い土が露わになった大地が広がり、そこには青々とした植物が繁しげっていた。

　この雪に覆われた森で剥むき出しの土が広がる、冗談のような光景だ。

　早春の森では樹木の根元で早く雪が解ける〝根開き〟という現象があるが、今のケリュネオンは真冬。

　それに、根開きで見られるような一部の融ゆう雪せつではなく、その植物の生えている周囲一帯からきれいに雪が消え去っていた。

　黒に近い茶色の大地がはっきり露出している。

「気のせいではなく暖かいな。ストーブコーンが高温を発しているのか」

　クマトは器具を取り出すと、気温を測定して目を丸くした。

「外気温はマイナス十五度程度だったが、この辺りはプラス三度ほどあるな。植物の力も侮れん。なんとなく、荒野を思い出させる」

「エヴァの話によると、ストーブコーンは特定の条件が揃った所で何年かに一度育ち、冬に結実する幻の山菜という扱いでしたが……」

　シャロの言葉に反して、明らかにここのストーブコーンは群生していた。

　山菜であれば、自然に群生する事も稀まれにあるのかもしれないが、驚くべき光景には違いない。

「若様曰く、特定の木の組み合わせで出来る土ど壌じょうが大切らしい。あとは低い気温と適度な湿しっ気けだったか。聞いた限りはキノコに近い性質を持つようだが、キノコとは違って一年草で、目に見える種子で増やせるらしいぞ」

「……それ、どんだけ試し行こう錯さく誤ごすると分かる情報なんだろう」

　クマトの解説もシャロの疑問も、主への畏い怖ふを根底に感じさせるものだった。

　少なくとも、一度亡国となる前のケリュネオンでは一切判明していなかった情報だ。

　全力で取り組んだとしても百年単位で試行し、数えるのも馬鹿らしくなるほどの膨ぼう大だいな失敗を糧に取り組む必要があるだろう。

「本人ストーブコーンに聞けばものの数分……という、愉快な答えが待っとるだけだな。何せ、若様だからな」

「ですよね」

　ともあれ、この瞬間、エヴァの記憶にあった幻の山菜が、ケリュネオンの有力な特産品候補として生まれ変わった。

　周辺をこれだけ暖かくする〝作物〟で、味も期待できるとなれば、栽培しない手はない。

　しかも冬に旬しゅんを迎えるのだ。

「調理するには多少癖くせがあるようだが、それを解決するのは厨房の連中の仕事だ。苦労もあろうが、喜んで取り組むだろうさ。さて、いくつか……うむ、触れても火傷やけどをするほどの熱ではないな。これもありがたい」

　セランドが太めのトウモロコシを思わせる房を一つもぎ取る。

　ストーブコーンは、真の記憶にあるトウモロコシを太く短くした外見をしていた。

　最も大きな違いは、近づいただけで分かるほどの熱を発するという点だが、それ以外はずんぐりむっくりしたトウモロコシそのものである。

　セランドがラグビーボールのような変形トウモロコシの皮を剥むいてみると、そこには予想通り、大粒で艶つやのある、真っ赤な粒が密集していた。

「……美味そうだな」

　ぼそりと呟くセランド。

　宝石のような赤色は美しくもあり、同時に食欲もそそる。

「危険な毒は無いけど、生食には向かないらしいから──」

「どら、死にはせんなら味もみておこう……っ、ぐあっ!!」

　シャロの制止をさらりと流して、豪快にガブリとかぶりついたセランドが、数回の咀そ嚼しゃくの後、悶絶した。

　周囲からため息と、生温い視線が彼に注がれる。

　ハイランドオークの男は筋きん骨こつ隆りゅう々りゅう、野生の猪を更に逞しく直立させたような、それはもう見事な肉体をしている。だが、存外に野菜を好物とする者が多い。

　セランドもその例に漏れず、亜空産のタケノコを至上の美味と公言するベジラバーの一人だった。

　ベジラバーであっても食欲は旺おう盛せいそのもので、見た目に美味しそうなストーブコーンを見て、ついその味を確かめたくなったのだろう。

　以前、あく抜きを待ちきれず大ぶりのタケノコに生でかじりつき、そこそこ痛い目に遭った経験は、彼の教訓になっていなかったようだ。

「で……お味は？」

　ユエンがうずくまったセランドを冷たく見下ろして一言。

　美味しくなかったのは明白ではあるが。

「……滅茶苦茶」

「うん？」

「滅茶苦茶……辛い!!」

　どうやら生の状態ではかなり辛いようだ。

「あ、そう。言っておくけど……大切な食糧なんだから、全部食べなさいよ。食べかけで捨てるなんて、絶対に許さないから」

　生食に向かないとの警告を無視した上で、一口味をみたらポイ──そんな事、荒野出身のハイランドオークの矜きょう持じが許すはずはない。

　亜空に招かれ、真と巴の庇護を得る前は、世界の果てで草木の根を齧かじって飢うえを凌しのぎ、狩りをしてきた。その記憶は、ユエンにもセランドにもしっかりと残っているのだから。

　セランドは可愛かわいらしいつぶらな目に涙を浮かべながらコクコク頷くと、一口で轟ごう沈ちんした生ストーブコーンをそっと懐にしまった。

　このまま食べきるのはとても無理だが、後で調理してもらって、なんとか食べようという心積もりだろう。強烈な辛みを経験した彼にとって、これが聞いた話の通りに美味しくなるとはどうにも信じられないようだ。

　クマトは一人しゃがみ込んで土に指を触れ、付近の植生や土壌を分析する。

「特定の樹木の組み合わせで出来上がる土壌を条件に、晩秋の低い気温と適度な湿気で発はつ芽が、雪深くなる時期に結実する一年草か……。察するに、この地域で晩秋にこの植物に適切な低気温と湿度になる事は少ないのではないかな」

「その条件で発芽率も低めだったりしたら、確かに幻ですよねえ」

「晩冬には枯れて雪の下に埋もれるとあっては、幻の山菜と呼ばれても不思議はないな。さて、こちらはある程度採集して帰るとして、次は……」

　彼が目を向けると、がさがさと音を立てて、ストーブコーンの茂みから続々と獣が出てきた。

　姿を現したのは、随分と個性的な外見をした豚ぶたらしきものだった。

「若様が仰っていた〝羊ひつじ豚ぶた〟という言葉がまさにしっくりくるな」

　いつの間にか立ち直ったセランドが、しみじみと感想を漏らす。

　そう、まさに羊の毛を纏った豚──ウールオークと呼ぶべき獣がそこにいた。

　元の体色は黒か白、まれにマダラになった個体もいる。

　彼らはオスもメスも例外なく胴体の大部分に縮れた長い毛を生やしている。

　毛の色は白、茶、黒、金、銀と様々。

　セランド一行がこのストーブコーン群生地に到着した後も、逃げるどころか続々と集まって遠巻きに四人を見ていた。

　その様子は何かを待っているようにも思える。

「マンガールオーク、間違いないですね。若様から聞いている特徴と完全に一致します」

「エヴァの情報では、警戒心が強くて、多くは山岳部で過ごしているため、森林部で目にするのは稀、という事だったが……」

　逃げる兆きざしも警戒している様子も全く窺えない。

　更に言えば、ここは山岳ではない。

「エヴァも多忙な中を彼女なりに頑張って情報を集めたんですから、この際、多少の誤差は大目に見ましょう」

　ユエンはエマに追い立てられながら必死に情報集めをしているエヴァの姿を思い出して、苦笑する。

〝なんでこの忙しい中、突然グルメ情報なんか～！〟と、半泣きになりながら走り回るエヴァの様子は、実に微笑ましかった。

　もっとも、途中虚ろな目でライドウに対する愚痴を口にしだした時には、さすがのユエンもお仕置きが必要だと顔を引きつらせたが。

　今回この豚と穀物を持って帰ってやれば、エヴァも多少は真という人物を正しく理解してくれるのではないかとユエンは期待している。

　そもそも、自分との比較対象に持ち出す人物ではないのだと。

　何せエヴァの口にした〝グルメ情報なんか〟が、今やケリュネオンの状況を大きく変える可能性を秘めているのだから。

「ふむ……肉が美味らしいと聞いているが、この毛も相当な優れものと見える」

　大雪獣にも大して関心を示さなかったクマトが、職人の目で感嘆のため息を漏らした。

　これにユエンがすかさず反応する。

「衣服にも使えそうですか？」

　羊みたいな毛を生やしているという特徴を真から聞いた時から、彼女は繊せん維い素材として利用できないか期待していた。

　多少畑違いだといえど、物作りを得意とするエルダードワーフを感嘆させる素材というのなら、期待も高まるというものだ。

「衣服？　ふむ、それもありといえばありだ。そのまま加工しても防寒性はかなり期待できる。ただそれよりも、別の主素材に対してこの毛を何割か交ぜるという方が良いのではないかな」

「良いですね、寒さが厳しいケリュネオンでは相当重宝するでしょう。ただその言い方だと、貴方は他に目をつけた使い道があるようですけど」

「ずばり、防具として。具体的にすぐ思いつくのは外がい套とうだ。この毛、儂らの技で上手く加工してやれば、そこそこ強力な隠おん形ぎょう効果を持たせられそうだ。それに、外套一つでそれなりの吹雪の中一夜を明かせるレベルの冷気耐性も期待できるのではないかな。しかもそこそこの防御力を持ったまま」

「……それは、とてつもなく需要がありそうです」

「だな。もっともそちらの用途で使うとなると、衣服を作るのとは比べ物にならん量が必要だし、手間も掛かる。正直、人が増えんとドワーフが過労で倒れかねん。しばらくは試作続きだろうから、その間に人不足が解消されればいいが……」

　クマトは興味津々でマンガールオークの毛に触れながら、困っているのか嬉しいのか、複雑な表情を浮かべていた。

　しかし少し引いてみれば、新しい玩具おもちゃを手にした喜びが勝まさっているのが分かるだろう。

「あの、思うんですけど……」

　そんな中、シャロがおずおずと手を挙げ、三人の視線を集めた。

「この二種って、畜産と栽培が軌道に乗ったらとんでもない事になっていくような気がしません？　その、単なる名産品とか特産物って枠に留まらないような……」

　シャロは真の言葉をその通りの意味で受け取り、マンガールオークとストーブコーンをあくまで観光商材的な意味の名物として考えていた。

　だが実際にこれらを目にして、単なる名物や特産品といった客寄せの目玉という枠には収まらない可能性を感じていた。

　その凄さがじわじわとこみ上げてきて、つい口から出てしまったゆえの発言だった。

「考えてみれば、そもそも名物や特産物ってのは、その地域の気候や風土、文化に根差して出来上がる物なわけで、当然、その地に合った物だからこそ特産物となりうる」

「ケリュネオンの名物と謳うたうのなら、ケリュネオンという地では当たり前に存在しなければならん……もっと言えば、ありふれていて使いやすいものでなければならん」

　シャロに応えて、セランドとクマトがそれぞれ持論を語る。

　確かに、町まち興おこしのために後付けで名物になる、〝作られた名産〟というものも存在する。

　しかし、本来の名物や特産品というのは、地域に根ざし、長い時間住民に親しまれてきたものだ。

　つまり、当地の気候や風土に適応した家畜や作物は、名物や特産物となりうる。更に言えば、主産業として国の一翼を担になう重要な役割をも背負っていく可能性を持っているのだ。

　その事実に改めて気付いたシャロが、冷や汗混じりに言葉を絞り出した。

「……流石、若様？」

　だが、ユエンは苦笑しながら首を横に振る。

「きっとあの方は、純粋に観光資源的な意味合いで軽く口にされただけでしょうけど」

「ああ。だが、確かにこの二つの発見はケリュネオンにとって非常に大きな実りをもたらすぞ。穀物は主食になり得るし、家畜は肉もとれて、ケリュネオンの極寒を凌ぐ衣服を賄まかなえる」

「それも、冒険者垂すい涎ぜんの、一級品の冷気特化防具か。アーンスランド姉妹の株は、またもうなぎ登りというわけだな。どんどん高まっていく評価の後を必死に追いかけるなんぞ、亜空の外でのうちの若様を見とるような、妙な感覚がするな」

　クズノハ商会の主がこのまま表に出ない方針を貫いたならば、アーンスランド姉妹は、後のちのケリュネオンの歴史において、現人神のような凄まじい高評価を与えられる事になるだろう。

　これは間違いなくそれだけの発見だ。

　ケリュネオンが今後数百年存続できた場合、という条件はつくが。

『……』

　束つかの間ま、四人に神妙な沈黙が訪れた。

「と、とりあえず、マンガールオークの皆さんもお待ちだし、連れ帰りましょう。まずはエマ、エヴァに報告ね。セランドとシャロは、ストーブコーンをお願いね。私がマンガールオークの先導をするから、クマトは最後尾で後方警戒お願い」

「了解だ」

「分かりました」

「引き受けた」

　ずっと静かに待っていたマンガールオークの群れは四十頭ほど。

　臆おく病びょうなはずの彼らは、ユエンに先導されるがまま、従順に歩き出した。

　雪原の行進もなんのその。

　ストーブコーンの群生地を抜けて気温が下がっても気にした様子もなく、元気に進む。

　このケリュネオンに棲息しているのだから当然だが、両種ともにかなり寒さに強い。

　貴重でありがたい特性といえた。

　そして半日ほどかけて、四人と四十頭とストーブコーンの株と十数キロの実が、ケリュネオンの都に到着した。

　狩りの獲物ではなく、生きた家畜、ただの果実ではなく、栽培可能な穀物。

　この日、ケリュネオンをまとめるエヴァ＝アーンスランドは、身をもって知る事になる。

　エマが〝大地を割る〟とまで言った〝ライドウのハイハイ〟の威力を。




◇◆◇◆◇




　言うなれば、イタリアはアルバ地方の白トリュフ。

　もしくは日本のマツタケ。

　滅ぶ前のケリュネオンにおいて、マンガールオークとストーブコーンはそのような貴重な存在だった。

　もちろん、再興を遂とげた後も希少性は変わらない。

　むしろ、それらを探す知識も経験も大半が失われた事により、文字通り幻と表現してよかった。

　そもそもあらゆる面で余裕のない今のケリュネオンでは、このまま一度完全に人々の記憶から消えるのは時間の問題とも言えた。

　順当に復興していったとしても、再発見は何年も先の事になっただろう。

　しかし、クズノハ商会の代表であるライドウは、一日にしてそれを為した。

　しかもただの再発見ではない。

　彼は白トリュフを黒トリュフに、マツタケをシイタケに置き換える、そんな道筋をも同時に示した。

　黒いダイヤと呼ばれ、かつては今よりも遥かに貴重で高価だった黒トリュフは、人の手で栽培する手段が確立されて以来、多くの人々に手が届く存在となった。

　シイタケもまた江戸時代まではマツタケよりも貴重とされるほど高級な食材で、干ほしシイタケは重要な輸出品にさえなったが、原げん木ぼく栽培が確立してからは、こちらもまた庶民の食卓に並び、愛される食材になった。

　ライドウが見つけてきたマンガールオークとストーブコーンは、貴重な献けん上じょう品としてその場限りで持ち帰られたのではない。

　家畜化と栽培についての基本的な知識も一緒にもたらされたのだ。

　これを表現するなら、大袈裟でもなんでもなく、奇跡。控えめに言っても革命という言葉で表現されるだろう。

　実物を目にしたエマですら、思わず口を半開きにしたまま無言になった。

　エヴァに至っては、文字通り目を点にして──言葉を選ばず、端的にその時の彼女の表情を表現するのならまるでハニワ──抜け殻がらのような状態で、絶句していた。

　麦や米と並び、トウモロコシは穀物として人々の主食となり得る作物だ。

　ケリュネオンでは夏に収穫できる小麦の一種を主食として育てていたが、収穫性をみればあまり褒められたものではなく、穀物は他国からの輸入が欠かせなかった。

　エヴァにとっても食糧事情は頭の痛い問題であり、恐らく生しょう涯がいをかけて考えていく事になるだろうと彼女は覚悟していた。

　だが、ストーブコーンの安定栽培が成功したら、状況はガラリと変わる。

　畜産分野でも、マンガールオークの存在はとてつもなく大きい。

　肉質はもちろん、毛やその他の部位も素材として最上級と、かつてのケリュネオンで珍ちん重ちょうされた幻の動物。

　猟りょう師しや冒険者が血ち眼まなこになって探しても、年に何度か仕留めたという報告があれば万ばん々ばん歳ざい。専門家ですらその警戒心に手を焼く、専もっぱら狩猟の獲物でしかなかった幻の豚を、住民が飼える。

〝宝石豚〟と呼ばれるほどの高値で取引され、深追いして命を落とす者が多い事から、別名〝猟師殺し〟とも称されたマンガールオークをだ。

　将来的には毛も肉も毎年十分な量を確保できるなど、にわかには信じ難い話だ。

　しかし、紛れもない現実である。

　エヴァ＝アーンスランドは、一分一秒さえ惜しんで日々仕事と勉強に励んでいる。

　だからこそ、ライドウから特産物だの名産品だのの話を聞かれた時は内心苛いら立だった。

　──ここがウィンターリゾートにでも見えているのか、あの男は。どうして珍しい山菜と動物の話が、今のケリュネオンに重要だなんて思えるの？

　教師役を引き受けてくれているエマをはじめ、クズノハ商会から派遣された面々にはとても言えなかったが、資料を漁あさっている間、エヴァは内心でライドウへの怒りをぶちまけていた。

　グルメ情報を収集するのに割さく時間など一秒も無いのに、と。

　だが──

　エヴァは今、絶句していた。

　クズノハ商会の探索チームが連れ帰った数十頭の珍ちん妙みょうな豚は、確かに大昔に見た覚えがある、マンガールオークだった。

　もっとも、エヴァが見たのはその死骸であり、生きた実物を前にするのは初めてであったが。

　警戒心が強いはずのマンガールオークは、一行に従順に引き連れられてケリュネオンの街までやってきた。

　住民も多くが集まり、初めて見るその動物に好奇の視線を注いでいる。

　なのに、一匹たりとも逃げる素そ振ぶりを見せない。

　ライドウという男は、その道についての知識が乏とぼしく、ヨチヨチ歩きもままならない状態であっても、事もなげに偉業を成し遂げてしまうのだ。

「ハイハイ？　これが……先生のハイハイ」

　うわごとのようにそう呟いたエヴァの姿をちらりと横目で見たエマは、自身も驚きつつ、どこか満足げに小さく頷いた。




　探索チームがマンガールオークとストーブコーンについて、そして今回の探索地域について一通りの報告を終えて退席した十数分後。

　全力疾走してきたエヴァの妹ルリアが、前のめりになりながら執務机に座る姉に疑問の言葉を浴びせていた。

「お姉ちゃん!?　あれ、マンガールオークだよね!?　それに、クズノハ商会のオークさんが持ってたアレ、もしかして……もしかして、ストーブコーン!?　私見た事ないけど、お姉ちゃんはあるんだよね、ねえ、そうなの!?　本物!?」

　ルリア＝アーンスランドにしては珍しく、饒じょう舌ぜつで落ち着きなど欠片もない興奮した有あり様さまで、文字通り飛び掛からんばかりの勢いだ。

　今日ケリュネオンに唐突にもたらされた二つの食材の名は、ルリアも一応知っている。

　マンガールオークについては一度だけその肉を食べた経験もある。

　ストーブコーンは絵を見た事があるだけで、口にした事はない。

　元領主の子であっても、子供の口に入る事は珍しい貴重な食材である。片方だけでも口にしたルリアは幸運な部類だと言えた。

　姉エヴァはどちらも食べた事があるが、これは貴族の長ちょう子しゆえの特権である。

「……ええ。でも、まずは落ち着きなさいルリア。確かに……信じられないけど、間違いなくあれは、マンガールオークとストーブコーン。幻の食材よ」

「……」

　姉の肯定を受けて、ルリアは口を閉じ、ゴクリと音を立てて喉のどを鳴らした。

「調理方法どころか採集方法や捕獲方法さえ失われていたというのに、何故か今、どちらも城にあるわ。それも大量にね……」

　そう言うエヴァの目は、どこか遠くを見ていた。

　この一件で増えるであろう自らの仕事量への絶望によってではなく、奇跡を目にするという──最近では何度か起きているけれど、決して日常ではない──異様な事態への理解を半ば放棄しての表情であった。

「凄いよ、あれだけ数がいれば、ばっちり皆に美味しさを伝えられる。私、頑張る。絶対に調理方法を確立──」

「駄目よ」

「？」

　姉からのはっきりした否定の言葉に、ルリアは目を丸くする。

　見れば、エヴァは今、真剣な表情でまっすぐに妹の目を見つめていた。

「調理は許可しないと言ったの」

　エヴァが改めて口にした念押しに対して、ルリアは戸惑いの表情を浮かべる。

　確かに希少だが、どちらも食材なのだ。

　料理人として主に活動しているルリアからすれば、調理するなと言った姉の意図はすぐに読めない。

「えっと。でも、お姉ちゃん？　せっかくクズノハ商会の皆さんが獲とってきてくれたのに」

「……あれはライドウ先生がやってくれた事なの」

「……あー。なんでもありだね、相変わらず」

　見知らぬ土地であるはずのケリュネオンで、いきなり失われた幻の食材を手に入れて戻る。

　確かに、なんでもありと言わせるだけの成果だ。

　けれど、妹はまだ何も分かっていない。

　今回の奇跡の意味を正しく教えるべく、エヴァは口を開く。

「先生が仰るには。マンガールオークも、ストーブコーンも、このケリュネオンの特産品にできるんじゃないですか、との事よ」

「？」

　無言で首を傾げるルリア。特産品ってなんでしたっけ、といった疑問符溢れる表情だ。

「そうよね、意味が分からないわよね。同感よ。あの方はこう仰ったの。マンガールオークを飼育しろ、ストーブコーンを栽培しろ、とね」

「森の至宝を？　え？　できるならとっくに昔のケリュネオンでやってたでしょ？　あれは人の手で育てられないから貴重で、幻なわけで──」

　そう。命の危険を冒おかして初めて手に入れられるかもという食材だからこそ、領主でさえ簡単に入手できないほどの高級品になったのだから。

　飼育や栽培が可能なら誰だって実行している。

　もちろん、過去に挑んだ者はいるが……マンガールオークは決して人に慣れず、人里に撒いたストーブコーンの種子は発芽さえしなかった。

　既に試行錯誤は繰り返され、結果、とうにその課題は諦められていたのだ。

　もちろん一部の変人が取り組み続けていたかもしれないが、少なくとも国が一度滅ぶまで結果は全く出なかった。

「これを、見なさい」

　エヴァは若干の重みを感じる程度の紙束を差し出す。

「へ、あ、はい。……ええっと、ええ!?　『とりま、マンガールオークの基本的な飼育方法と、ストーブコーンの栽培方針』!?　え、えー……」

　ルリアはまずライドウの手書きと思しき表題に驚きょう愕がくし、パラパラとめくるにつれて言葉少なになり、やがて食い入るように読みふけった。

　それほど時間はかからず、ルリアは顔を上げて姉を見た。

「だから、調理は今は駄目と言ったの」

　小さく頷いたエヴァは改めて調理を禁止する旨を告げた。

「まさか、これもライドウ先生が書いたの？　あの人、神様？」

「正確にはライドウ先生が口頭で伝えた事を、従業員の方が走り書きでまとめたモノがそれよ。表題はあの方の手書きそのままらしいけど。ちなみに」

「？」

「ライドウ先生がマンガールオークとストーブコーンの名前を知ったのは、今朝よ」

「はい？」

　今朝という言葉には今日の朝以外に深淵な意味でもあっただろうか、と首を傾げるルリア。

「で、商会の用事で遠方にお出かけになる前に、私の記憶から引っ張り出したあやふやな知識をもとに森に出かけていって、ストーブコーンとマンガールオークの棲息地を小一時間で見つけて、人と暮らすように〝説得した〟そうよ」

「……」

「で、彼らの基本的な生育や生活に関する事は〝直接聞いた〟から分かるんですって」

「……」

「事実あのマンガールオークが逃げもせず街まで従順についてきているし、ストーブコーンなんてほら、発芽の条件や生育に適した土壌が特殊だという事まで書いてある。直接聞いたなんて言われても笑えないわ」

「……」

「もし書いてある事が全て本当で、この通りで上手くいこうものなら、ケリュネオンはこの二つを間違いなく特産品として、輸出品の看板として活用できるって寸法。それに、ストーブコーンは収穫後に長期保存ができるそうだから、この国の主食になるわ。毎日がストーブコーンよ？　つくづく……実感したわ。あの方は根本的に私達とは全く違う。比較という行為すら無意味な存在だって、身に染みた。ルリアが言った通り、ライドウ先生は人というよりも神に近いモノなのかもね」

　何十年もかけて克服していくべき課題のいくつかを、目の前で数時間のうちに解決されてしまったかもしれない。

　自分の〝グルメ情報〟の欠片を使って。

　ただ資料に書いてあることを淡々と伝えただけなのに、何故かおかしくておかしくて仕方がない。

　笑うしかない。

　疲労や苦悩、最近はそんな表情がお馴染みになっているエヴァの顔に、唐突に笑みが割り込んだ。

　ケリュネオンという国で収穫できる穀物といえば、小麦だ。

　耕作面積を拡大して少しでも夏に収穫できる小麦の量を増やし、備蓄して冬の備えとしていくというのが、エヴァの頭にあったこの国の短期の目標の一つだった。

　だが短期といっても、達成するまでに幾いく度どかの冬で餓が死し者を出してしまうのは目に見えていた。

　それは為い政せい者しゃとして自分が背負わなくてはいけない業ごうだと、彼女は考えていた。

　綺麗事だけでは国の運営などできるはずがない。

　人手はいくらでも必要な一方で、その人口を確保すれば、ケリュネオンの食糧は確実に足りなくなる。だからこれは最早どうしようもない難題。

　犠牲は避けて通れない。

　こういった言葉をエヴァの口から聞く度に、エマやユエンはあからさまな失望を表した。解決策は、とりあえずは存在するからだった。

　大きな借りを作る事になるが、今ケリュネオンを助けている二つの組織から力を借りれば、目先の犠牲はゼロにできるかもしれない。

　ただ、冒険者ギルドやクズノハ商会の支援を得て奇跡的にそれらをくぐり抜けられたとしても、それは単なる甘え。更には自国の自立を脅おびやかす後のちの禍か根こんになる可能性も残す。

　エヴァはこう考えていた。

　無論、現状でさえ既に冒険者ギルドにもクズノハ商会にもおんぶにだっこ。今更だ。張るべき意地などあろうはずもない。

　しかし彼女はこの件で、自分でさえ気付いていない無意識の意地によって、自力での舵かじ取とりに固執し、ある意味犠牲が生まれる未来の悲劇に酔っていた。

　結果として今回はそうならなかったが、このままエヴァがそこに気付かず視野を狭せばめていくのなら、エマもいずれ容赦のない辣しん言げんをもって修正しただろう。

「神様。神様……といえば」

　黙ったきりだったルリアがふと顔を上げ、思い出したように話題を変えた。

「ん？」

「ケリュネオンにはまだ女神神殿も精霊神殿も一つもないよね」

「……」

「……どうする気、お姉ちゃん」

「この国に、ケリュネオンに女神の神殿はいらないわ。だから造らない。今も、今後も」

「そっか」

「ええ」

　迷いなく即答したエヴァに、ルリアは肯定も否定もせず、ただ相あい槌づちを打った。

　今のところ、ケリュネオンで暮らす民の中に神殿を求める声はない。

　中央食堂という人の集まる職場にいるルリアは、その異常性にも気付いていた。

　ここへの移民は、誰もが望めば叶うわけではない。

　自分達姉妹以外の国民は、冒険者ギルドかクズノハ商会のどちらかが連れてきた者しかいないのだ。

　時折、誰かの掌てのひらの上で観察されているような、なんとも言えない気持ちがルリアの内に湧くことがある。

　そしてその感情は、決まって彼女自身の手で打ち砕かれていた。

（別に、誰の思惑で今があっても構わない。だってお姉ちゃんが……ううん、私達が望んだ言葉が現実になったんだから）

　絶対に、女神ではない何者かの思惑。もしかしたら、今さっき自分が口にした神様かもしれない人──ライドウか。

　だがやはり、それで構わないとルリアは思う。

　ここに来て、学園都市での暮らしと、それ以前の……思い出したくもない記憶がどんどん頭の中で薄れていくのを感じるから。

　もしこんな濃密で全力な毎日がこれからもずっと続いていってくれるなら、誰の手の上であろうと関係ない。

　ルリアはそう思った。

「そうだね。とりあえず、冒険者ギルド様、クズノハ商会様で良いね。あ、マンガールオークの飼育とストーブコーンの栽培、私の方でも人を探すけど、お姉ちゃんの方でどのくらい集められそう？」

「人。そう、人ねえ。正直なところ、もう兼けん務むでしか人は回せないわね」

　つまり、人手不足に関しては加速したという事になる。

「料理の知識がある人も欲しいんだけど、冒険者ギルドでそっちの技能がある人をリストアップしてもらって、お話ししてみるしかないか……。クズノハ商会だと澪様が料理に詳しいらしいんだけど……あの人を一日拘束とかお願いでき──」

「勘弁して。絶対無理。料理方面で誰か必要なら、あの方じゃなくて料理人を探すわ。澪様は少数精鋭でこの国を魔族から取り戻すような女じょ傑けつ、英雄なのよ？」

「一応先生に話してはみるけど、やっぱり難しいよね。最さい高こう峰ほうの冒険者を料理目的で拘束だなんて」

　ルリアは気付いていない。

　確かに普通に考えたら不可能だ。

　依頼を出して正式に澪を雇ったとしても、報酬が物凄い事になって、割に合わない。

　冗談でもなんでもなく、ギルドを通してお願いすれば一流の料理人を百人、緊急で用立ててもお釣りがくる金額になるのは、計算するまでもなく明白だった。

　しかし……今ケリュネオンには澪が見た事がない食材が二つもある。

　両方真が見つけた物で、しかも美味とくれば、澪が自発的に来てもおかしくはない。

　そう、ロハである。

　真がそっと〝あの食材美味しそうだよな〟などと囁けば、彼女は確実にケリュネオンにやってくるだろう。

　価値観の違いとは恐ろしいものである。

「あ！」

　ぶつぶつと難しい顔で独り言をいっていたエヴァが、唐突に声を上げてルリアを見た。

「なに？　料理人とプロ農民が地面から生えてきた？」

　どうしようもない人不足を把握して、姉の気持ちが少しだけ理解できたルリアなりの冗談である。

「英雄で思い出した。巴様」

「国境を割ってくれた？　私はまだ見に行った事ないけど、どんなスキルを放てばできるんだっていう、もの凄い断だん崖がいだって冒険者の皆が……」

「そう、その巴様。確かこの間、国民の候補になりそうなのがいくらかいるから送っていいかって打だ診しんがあったの」

「クズノハ商会さんの紹介なら問題ないんじゃない？　亜人さんでも大歓迎だよ。私が見ている限り、差別みたいのもないし、もうヒューマンと亜人のカップルもいるくらいだもの」

「もちろん私も歓迎よ。ただ……」

「ただ？」

「ちょっとくらい肌が青いのが交じっても構わんじゃろ？　とか言われたのよね」

「肌、青!?」

「その時は、まさか連中から実力行使で奪い取っておいて、そんなわけないだろうから、きっと巴様の冗談だと思って流しておいたわ」

「だ、だよね。いくらなんでも魔族は」

　ルリアの表情が少し強こわ張ばる。

　ツィーゲや荒野のベースという環境ならともかく、学園都市以北でしか暮らした経験のない彼女にとって、魔族は共存する相手としては考えていない存在だ。

　先の学園都市の騒動も彼らが主導したとされるだけに、抵抗感が無いといえば嘘になる。

「でもね、ルリア……彼らは間違いなくこの世界で最も寒冷地での暮らしに特化した種族。そう考えると、個人的には物凄く魅力的でもあるのよね。彼らの持つ知識が」

　もし魔族を受け入れた事で劇的な生活の改善、開拓の進展が為されるのならば、私情にとらわれてその機会を捨ててしまうのは惜しい。

　これから政まつりごとの世界で生きていこうとする上でも、大きな損失であると思える。

　もちろんそんな考えに相反して、全ての元凶である魔族をこの国に再び入れるのは本末転倒ではないか、と訴うったえる自分もいる。

　魔族の受け入れ……それは、まだエヴァ自身でさえ納得ができていない問題だった。

「それは分かるけど、はは、私はやっぱり、今はないかな。でも、さっきも言ったけど、人が増えるのは大歓迎だから。人の割り振りについてはまた夜にね、仕事終わりに顔出すから」

「ありがとう、ルリア。いずれにしても、マンガールオークとストーブコーンは最優先事項の一つに上がってるから、動くのも早いと思う。また無理をお願いするけど、頼むわね」

「毎日無理ばっかりだから、大丈夫～。それじゃ、エマさん達によろしくね」

　そう言い残して、ルリアは部屋から走り去っていった。
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「さて、二度目か」

　己が施した結界が仕事をしている事を確認した巴が、星せい湖こと呼ばれる生まれたての湖の畔ほとりから森に入っていく。

　お目当ての場所まで、距離はさほどない。

　だが、当の巴が張った結界のおかげで、常人が誤ってそこに辿り着く可能性はまずなかった。

　──そのはずなのだが。

「む。こんなにおったかの？　まあ、事件からしばらく経っているのは違いない。世捨て人の里とはいえ、多少はその姿を変えるか」

　巴は把握した一番近い人の気配に向かって、躊躇う事なく歩を進める。

　以前一度ここには来ている。

　主から調査を命じられ、物もの見み遊ゆ山さんの商会の者を装よそおってだ。

　当時に比べて明らかに人の気配が増えてはいたが、彼女はあまり気にしなかった。

　ケリュネオンという国に放り込む民たみとして、ここで暮らす人々は申し分ない素質を持っていると確信していたからである。

　そこがブレなければ、数の変化など彼女にとっては気にすべき事ではなかった。

「ふふ、幸いかな。あの時と同じ気配。確かリミアの元兵士じゃったか」

　巴が楽しげに呟く。

　あえて気配を消す事なく足を踏み入れた巴に気付いて、男が足を止めても、彼女は気にせず近づき、接触を果たした。

「久しいな、その節せつは貴重な話を聞かせてもらった。旅の商会の者じゃが、儂を覚えておるか？」

「……ああ、覚えている。この地を二度訪れるという事は、お前もまたあの時、魔人様を見た者だったか」

　男は納得したように頷く。

　巴は彼の言葉から、この地が里と呼んで良いほどには規模を広げている理由を察した。

（なるほど。星湖の誕生を目にして生き残り、〝改かい宗しゅう〟した者は、その後この地を目指し、暮らし、何割かはこの里に受け入れられたか……）

　そして、男の言葉に首を横に振って応えた。

「残念ながら違う」

「違う？」

　兵士として熟練の経験を持つ男は、巴の態度に若干の警戒と戸惑いを放って応じる。

　彼が手をかけた武器は巴を傷つけられる品ではなかったし、また以前とは変化したその生き方は巴にとって不快なものではない。

　向けられる警戒も彼女にとっては可愛らしいものでしかなかった。

　だから結果的に、巴は気分を害する事もなく、穏やかな笑みを浮かべて続ける。

「儂は魔人が湖を作るのを見た者の一人ではない」

「……」

「改めて自己紹介じゃな。儂は巴。ツィーゲ、ロッツガルド、ケリュネオンに店舗を持つ、クズノハ商会の代表に仕える者じゃ」

「クズノハ商会？　それにケリュネオン？　知らぬ名と、ひどく懐かしい名だが……」

「正しくは、新生ケリュネオンかの。ま、良いわ。そんな事は今の主らにはあまり意味もない事じゃろう」

「……？」

「よく聞けよ、星湖に祈りを捧げる者よ。我が主の名はライドウ。そして一部の存在からはこうも呼ばれておる。……〝魔人〟とな」

「!!」

　男が目を見開く。

　文字通り目玉が飛び出そうなほどに。

　体を硬直させ、ただまっすぐに巴を凝視している。

　そんな彼の手を取って、巴は袖そでから出したモノを掌に載のせてやった。

　一見、街の露店で売っていそうな飾り気のないシンプルな赤い指輪。

　だがソレは、ここで暮らす者にとって、魔人を知る者にとって、絶対の意味を持つ。

　先の巴の言葉はなんの暗示も力も込められていない、ただの言葉だ。

　最高の説得力を持つ証があるのだから、そんなものは必要なかったのである。

「おお、おおお……」

　男は指輪を手に置かれた姿勢のまま、その右手を支えて対の手を甲に添える。そして呻うめくような声を発して膝を突くと、巴に頭こうべを垂れた。
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　巴は男の様子に目を細める。

　そこには満足があった。

　亜空の外のヒューマンが滅多にする事のない、彼女の主人に対する正統なる反応を目にしたためだ。

　本当に、これこそが正しい反応だと巴は思う。

　真自身が積極的に望まないがゆえに、基本的に大人しく活動しているものの、巴もまた他の従者同様にヒューマンの態度には少なからず苛立ちを覚えていた。

「彼かの方の近この衛えにお会いできるとは、なんたる奇跡か……」

「お前達が呼び始めた魔人という通り名は、今や王国、帝国、そして魔族にまでその名を響かせておる。良い名をつけたものじゃと、儂は感心したぞ。あれこそ我が主に相応しき名とな」

「!!　ありがたきお言葉」

「さて、今日はお主らに一つ提案があって参った」

　そう。巴の狙いは彼ら。

　ライドウを魔人と呼び、彼が作り出した湖に祈りを捧げて生きる者達。

　種族は様々、保有している経験やスキルもバラバラだが、多くは戦場を経験している。

　無論、一度で丸ごと移民させるのは難しいだろう。

　何より、ケリュネオンをまとめるべきアーンスランド姉妹が、まだ魔族に蟠わだかまりを抱いている。

　エヴァやルリアと少し話をした巴は、彼女達の心情を正確に読み取っていた。

　まだ時間が必要だと。

　しかし魔族は雪深い国での生活に最も長たけた存在と言っても差し支えない。

　いつかはケリュネオンに必要になると巴は考えていた。

　そして、最も手軽に魔族を調達できる場所として、彼女はこの地を思い出したのだ。

　魔人の創った湖に祈りを捧げる者ならば、魔人の創った国に住む事を嫌がるまい。女神や精霊への信仰をあの国で叫ぶ事もなかろう、と。

　同時に……ケリュネオンが万が一にも女神の側に傾かないよう、傾けないように、保険の楔くさびとして。

　巴はそう踏んだのだった。

「と、その前にじゃ。これはあくまでただの提案で、この地に留まるとしても我が主ライドウはその決断を決して責めないと約束する」

「……ライドウ、様」

　そう前置きした巴に、男は指輪を載せた手だけを掲げて、うずくまるような姿勢で続く言葉を待つ。

「我が主はこの度、魔族領と化した旧ケリュネオン領を奪還し、国を築く事にした。お主らとは少し形は違うが、あのお方を健気に慕したう、とある姉妹の願いを聞いてやっての事じゃ。私し心しんなく、支配もしない。じゃが、いかに我が主が築かんとしている国とはいえ、民なき国などあろうはずもない」

「……」

「ゆえに。儂から進言し、この里に暮らす者から希望者を少しずつケリュネオンに招こうと考えておる。祈りの地を変え、より主の傍で暮らしたいと考える者は、来るがいい」

「ま、魔人様の国に私たちを住まわせてくださると!?」

「厳しい国ぞ。お前たちは客人ではないし。彼かの地は決して楽園などでもない。日々懸命に生き、多くの試練と向き合わなくてはならぬ。厳しい毎日が待っているだろう」

「おお……ああ……！」

「さあ、儂も後からゆるりと参る。お前は里の者にその指輪を見せ、儂の言葉を伝えよ。して、お前の名は？　名乗りを許そう」

　ゴクリと、男が唾を呑んだ。

「レジンと申します、巴様。家名はこの地に来る前に捨てました」

「覚えておこう、レジン。なに、ただ国を見に行くだけでも構わんのだ。気負わず話をしてくるがいい」

「はっ！」

　家名を捨てたという男は、一直線に駆けていく。

「さて、良い民になると儂は思うが。それでもまだ人は足りぬな。あの国は儂と澪、そして亜空の者どもが若に捧げた最初の品。手をかけてやらぬとな」

　巴はレジンの後を追って、言葉通りゆっくりと歩を進めながら、主に献上した国の事を考えていた。
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　数え切れぬほどの春を経て。

　ここに人々に〝極北の奇跡〟と呼ばれる大国がある。

　不毛な北の大地にありながら、農業も畜産も盛んで、多くの観光資源を有するその国は、歴史に多くの謎を持つ事でも有名だった。

　王政期と呼ばれる二百年弱の時期の後に一度滅びを迎えたとされるが、十数年を経て突如復活を果たし、共和制期と呼ばれる繁栄を謳おう歌かする。

　その黎れい明めい、百年ほどに関しては、意図的に隠されたのか史料が乏しく、一方で、大国としての礎いしずえとなる多くの施設の建造や、重要な資源の発見などがされた時期として、研究者の注目を浴び続けている。

　穀物として、また香こう辛しん料りょうとしても優秀な、彼の国の主食ストーブコーン。そしてここでしか飼育できない優れた繊維系素材にして、その肉は国民から愛されてやまないマンガールオークの発見。

　異様なまでの開拓の進展と人口の増大の速さ。

　更に、建国初期より冒険者ギルドから手厚い支援を取り付け、魔族領のど真ん中でありながら国外貿易の跡さえ窺える豊かな商業活動の存在も見受けられた。

　そのため、共和制期のこの国において最初に国を導いた姉妹の話は、伝説の類ではないかとまで囁かれている始末である。

　アーンスランド姉妹。

　王政期ケリュネオンの生き残りにして、共和制期ケリュネオンの始祖とされている二人の女性だ。

　南方のツィーゲ都市連合、中央のリミア王国、そして極北のケリュネオン共和国。

　ただの貴族の生き残りだったはずのエヴァとルリアという二人の女性が、いかにして大国の礎を築いていったのか。

　何故その奇跡に史料が伴わず、結果だけが今のケリュネオンに残されているのか。

　そもそも彼女達が本当にヒューマンだったのかどうか。

　国の重じゅう鎮ちんとして今なお存在感を示すアーンスランド家は、決してその歴史を公開しない。

　この家もまた、奇妙な習わしをいくつも持つ旧家だ。

　リミア王国のリミア王立アカデミー、完全中立を貫くロッツガルド学園、そしてケリュネオンのケリュネオン探求院。

　今や世界で三大学園とまで言われるケリュネオン探求院で、当主は代々その蔵書を管理する司書の職につき、希少書の入手に務めるのだ。

　また、必ず一族の何人かが料理人となって腕を磨き、意欲的にレシピを増やし、その改良に勤いそしんでいる。

　そんなよく分からない決まりを、黙々と守り続けているのもアーンスランド家の──そしてケリュネオンの謎の一つ。

　だが間違いなく、多民族国家ケリュネオン共和国はそこにある。

　確たる世界の大国として、そして平和の担い手として。

　謎多き大国ケリュネオンは、今も健在である。
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